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u学校、幼稚園、保育所等あり"を配した。
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井
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関
係
予
算
⑭
柳
瓣

吉

田

光

市

け
た
新
た
な
経
済
政
策
の
展
開
を
図
る
必
要
が
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
に
立

っ
て
、
｢
二

一
世
紀
を

切
り
ひ
ら
く
緊
急
経
済
対
策
｣
の
確
実
な
実
行
な

ど
、
適
切
か
つ
機
動
的
な
経
済
運
営
に
努
め
る
こ

と
に
よ
り
、
我
が
国
経
済
を
民
間
需
要
中
心
の
自

律
的
な
安
定
成
長
軌
道
に
乗
せ
て
い
く
。

②

金
融
シ
ス
テ
ム
の
改
革
と
安
定
性
確
保

我
が
国
金
融
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
内
外
か
ら
の

信
頼
回
復
を
図
る
観
点
か
ら
、
緊
急
の
課
題
と
し

て
、
預
金
保
険
法
の
改
正
や
新
法
の
制
定
、
預
金

保
険
機
構
に
対
す
る
国
債
の
交
付
等
の
措
置
を
講

ず
る
こ
と
に
よ
り
、
預
金
者
保
護
と
金
融
シ
ス
テ

ム
の
安
定
性
確
保
に
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、
自

由
で
公
正
な
金
融
シ
ス
テ
ム
を
目
指
し
て
、
証
券

取
引
法
の
抜
本
的
改
正
等
の
改
革
を
進
め
る
。
ま

一

は
じ
め
に

平
成
一
○
年
度
予
算
編
成
は
、
昨
年
三
一月
二
〇

日
の

｢平
成
一
○
年
度
の
経
済
見
通
し
と
経
済
運
営

の
基
本
的
態
度
｣
(閣
議
了
解
)
及
び
｢平
成
一
○
年

度
予
算
編
成
方
針
｣
(閣
議
決
定
)を
受
け
、同
日
の
臨

時
閣
議
で
大
蔵
省
原
案
を
了
承
後
、
直
ち
に
各
省
庁

に
内
示
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
事
務
折
衝
、
大
臣
折
衝

等
を
経
て
二
五
日
に
編
成
作
業
を
終
え
、
同
日
臨
時

閣
議
で
平
成
一
○
年
度
政
府
予
算
案
が
決
定
さ
れ
た
。

な
お
、
今
回
設
け
ら
れ
た
生
活
関
連
等
公
共
事
業

重
点
化
枠
及
び
物
流
効
率
化
に
よ
る
経
済
構
造
改
革

特
別
枠
に
関
す
る
重
点
化
措
置
の
配
分
は
大
蔵
原
案

に
先
立
ち
三
一月
一
八
日
に
そ
れ
ぞ
れ
配
分
が
な
さ

れ
た
。

本
稿
で
は
、
道
路
関
係
予
算
概
要
の
ほ
か
に
、
政

府
全
体
の
予
算
に
つ
い
て
そ
の
前
提
と
な
る
経
済
見

通
し
と
経
済
運
営
の
基
本
態
度
及
び
予
算
編
成
方
針

の
概
要
等
を
含
め
て
紹
介
し
、
併
せ
て
建
設
省
関
係

予
算
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

一
一
平
成
一〇
年
度
の
経
済
見
通
し
と
経

済
運
営
の
基
本
態
度

予
算
編
成
に
先
立
ち
、｢平
成
一
〇
年
度
の
経
済
見

通
し
と
経
済
運
営
の
基
本
態
度
｣
に
お
い
て
、
平
成

一
○
年
度
の
経
済
運
営
の
基
本
的
態
度
は
次
の
と
お

り
と
さ
れ
た
。

の

自
律
的
な
景
気
回
復
の
実
現

強
靱
で
活
力
に
満
ち
た
日
本
経
済
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
民
間
活
力
を
中
心
に
二
一
世
紀
に
向
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た
、
有
価
証
券
取
引
税
の
大
幅
軽
減
等
金
融
関
係

税
制
の
改
正
を
行
う
。

③

経
済
構
造
改
革
の
推
進

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
、
我
が
国
の
急

速
な
少
子
･
高
齢
化
の
進
展
等
に
対
応
す
る
た
め
、

経
済
構
造
改
革
を
強
力
に
推
進
す
る
。
具
体
的
に

は
、
国
際
的
に
魅
力
あ
る
事
業
環
境
の
創
出
、
新

規
産
業
育
成
基
盤
の
強
化
等
を
図
る
た
め
、
規
制

の
撤
廃
と
緩
和
に
力
を
入
れ
、
法
人
課
税
の
改
革

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
研
究
開
発
、
雇
用
労
働

対
策
及
び
中
小
企
業
対
策
等
を
推
進
す
る
。
さ
ら

に
、
競
争
政
策
を
積
極
的
に
行
う
。

剥

行
財
政
改
革
の
推
進

行
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
行
政
改
革
会
議
最
終

報
告
を
最
大
限
に
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
規
制
緩

和
、
地
方
分
権
等
を
行
い
、
二
一
世
紀
型
の
行
政

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
危
機
的
な
財
政
状
況
、
少
子
･
高
齢
化

の
進
展
等
に
対
応
し
、
経
済
の
活
力
低
下
、
将
来

世
代
の
大
き
な
負
担
増
を
防
ぐ
観
点
か
ら
、
財
政

構
造
改
革
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
を
踏
ま

え
、
全
力
を
挙
げ
て
財
政
構
造
改
革
を
推
進
す
る
。

平
成
一
○
年
度
に
お
い
て
は
、
一
般
歳
出
を
平
成

九
年
度
よ
り
減
額
し
つ
つ
、
経
済
構
造
改
革
に
資

す
る
分
野
な
ど
に
重
点
を
置
き
な
が
ら
、
歳
出
構

造
を
見
直
す
。

⑤

国
民
生
活
の
充
実

社
会
保
障
に
つ
い
て
は
、
給
付
と
負
担
の
関
係

を
幅
広
い
観
点
か
ら
見
直
し
つ
つ
、
効
率
的
で
質

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
安
定
的
な
制
度

の
確
立
に
向
け
構
造
改
革
を
進
め
る
。
公
共
投
資

に
つ
い
て
は
、
生
活
関
連
や
経
済
構
造
改
革
関
連

社
会
資
本
へ
の
配
分
の
重
点
化
を
図
る
と
と
も
に
、

各
省
庁
間
連
携
、
建
設
費
用
低
減
、
費
用
効
果
分

析
の
活
用
な
ど
を
通
じ
、
効
率
的
、
効
果
的
か
つ

着
実
な
社
会
資
本
整
備
を
進
め
る
。
ま
た
、
現
下

の
土
地
問
題
に
対
応
し
、
土
地
の
有
効
利
用
や
土

地
取
引
の
活
性
化
等
を
推
進
す
る
た
め
、
大
幅
な

規
制
緩
和
の
実
施
、
不
動
産
等
資
産
の
証
券
化
の

促
進
、
土
地
税
制
の
見
直
し
等
を
行
う
。
さ
ら
に
、

ゆ
と
り
あ
る
住
宅
･
住
環
境
の
形
成
を
図
る
と
と

も
に
、
災
害
に
強
い
国
づ
く
り
･
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
。
環
境
問
題
に
つ
い
て
は
、
地
球
温
暖

化
防
止
対
策
を
始
め
と
す
る
取
組
み
を
進
め
る
。

㈱

国
際
的
役
割
の
遂
行

世
界
貿
易
機
関

(W
T
O
)
を
中
心
と
す
る
多

角
的
自
由
貿
易
体
制
の
維
持
･
強
化
へ
の
寄
与
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力

(A
P
E
C
)
に
お
け

る
貿
易
･
投
資
の
自
由
化
･
円
滑
化
及
び
経
済
･

技
術
協
力
の
推
進
、
政
府
開
発
援
助
を
含
む
資
金

協
力
等
を
通
じ
て
、
世
界
経
済
の
持
続
的
発
展
に

貢
献
す
る
。
ま
た
、
市
場
ア
ク
セ
ス
の
改
善
等
に

よ
り
調
和
あ
る
対
外
経
済
関
係
の
形
成
に
努
め
る
。

ま
た
、
ア
ジ
ア
の
金
融
市
場
の
安
定
性
確
保
に
向

け
た
I
M
F
を
中
心
と
す
る
金
融
支
援
に
対
し
、

で
き
る
限
り
の
協
力
を
行
う
。

以
上
の
よ
う
な
経
済
運
営
の
下
に
お
い
て
、
平
成

一
○
年
度
の
我
が
国
経
済
は
、
駆
け
込
み
需
要
の
反

動
等
の
要
因
が
剥
落
す
る
と
と
も
に
、
経
済
対
策
の

実
施
、
所
得
課
税
の
特
別
減
税
の
実
施
、
法
人
課
税

の
改
革
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
化
措
置
な
ど
の
政

策
対
応
も
加
わ
っ
て
、
企
業
や
消
費
者
の
我
が
国
経

済
の
先
行
き
に
対
す
る
信
頼
感
の
回
復
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
回
復
軌
道
に
復
帰
し
て
く
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
結
果
、
平
成
一
〇
年
度
の
我
が

国
経
済
は
、
国
内
総
生
産
の
実
質
成
長
率
が
一
･
九

%
程
度
と
な
る
な
ど
、
お
お
む
ね
別
添
の
主
要
経
済

指
標
平
成
一
○
年
度
の
欄
の
と
お
り
と
見
通
さ
れ
る

と
さ
れ
た
。

三

政
府
予
算
の
概
要

1

予
算
編
成
方
針
等

平
成
一
〇
年
度
予
算
及
び
財
政
投
融
資
計
画
の
編

成
に
当
た
っ
て
は
、
こ
の

｢平
成
一
〇
年
度
の
経
済

見
通
し
と
経
済
運
営
の
基
本
的
態
度
｣
に
則
り
、
ま

た
、
先
般
成
立
し
た
財
政
構
造
改
革
の
推
進
に
関
す

る
特
別
措
置
法
等
を
踏
ま
え
、
以
下
の
平
成
一
〇
年

度
予
算
編
成
方
針
に
よ
り
編
成
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
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別添 主要経済指標

た 革
① ① 主

嫌癩
①

一
般
会
計
予
算
に
お
い
て
は
、
財
政
構
造
改

革
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
で
定
め
ら
れ

た
各
歳
出
分
野
に
お
け
る
改
革
の
基
本
方
針
、

平成 8年度

(実績)
平成 9 年度

蝋見込み)
平成10年度

(見通し)

対前年度比増減率

平成 9年度 平成10年度

1 , 国 内 総 生 産
国 内 総 生 産

民間最終消費支出

民 間 住 宅

民 間 企 業 設 備

兆円

(名目)
503 .1

303 ,O

27 .9

78 ,5

兆円程度

(名目)
507.8

307.6

23.1

80.4

兆円程度

(名目)

519 ,7

317 ,8

24 .4

82 ,8

%程度
(名目)

0 .9

1,5

▲17.4

2 .4

%程度
(実質)

0 .1

A O .4

▲18.9

2.9

%程度
(名目)

2.4

3 .3

5 .7

3 .O

%程度
(実質)

L 9

2 .5

4 .9

3 .5

国 民 総 生 産 509 ,O 514.3 526 .7 L O 0 .2 2 .4 2 .O

2 . 雇 用

労 働 力 人 口

就 業 者 総 数

万人

6737

65l2

万人程度

6785

6555

万人程度

6830

6605

% 程度

0 .7

0 ･7

% 程度

0･7

0 .8

3 . 鉱 工 業
鉱工業生産指数
対前年度比増減率

%

4 .O

%程度

2 ,6

%程度

1 .8

4 , 物 価
国内卸売物価指数
対前年度謄落率

消費者物価指数
対前年度騰落率

%

▲1.5

0 ,4

%程度

1･1

2 ,O

%程度

A O .8

0 .7

5 , 国 際 収 支
貿易 ･サービス収支

貿 易 収 支
輸 出
輸 入

兆円

1.9

8.8

44.8

36.1

兆円程度

6.3

13 .1

50 .1

37.O

兆円程度

6.2

13 .4

52 .8

39 .4

% 程度

11･7

2 .7

%程度

5.3

6.3

経 常 収 支 7.2 12 .1 12 .4

主
要
な
経
費
に
係
る
量
的
縮
減
目
標
に
従
い
、

歳
出
全
般
に
つ
い
て
聖
域
を
設
け
る
こ
と
な
く

徹
底
し
た
見
直
し
に
取
り
組
む
こ
と
と
す
る
。

特
に
、
政
策
的
経
費
で
あ
る
一
般
歳
出
に
つ

い
て
は
、
各
種
施
策
に
つ
い
て
優
先
順
位
の
厳

(備考) 上記の諸計数は、 現在考えられる内外環境を前提とし、 本文において表明されている経済運
I ′ こ に

営の下で想定された平成10年度の経済の姿を示すものであり、 我が国経済は民間活動がその主
位 出 す と 従
の に る な い

体をなすものであること、 また、 特に国際環境の変化には予見し難し、要素が多いこ げ二かんが 厳 つ o く 、

み、 これらの数字はある程度の幅をもって考えられるべきである。こ

地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
は
、
財
政
構
造
改
革
の

み

推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
等
を
踏
ま
え
、
国
と
同

(5) ① ◎ (3) 8 ま 嶺 窕 公 (2) ②
額 よ 財 の し

　　　　　　　　　　　　　　
し
い
選
択
を
行
う
と
と
も
に
、
社
会
経
済
情
勢

の
変
化
に
即
応
し
た
財
政
需
要
に
対
し
て
は
、

財
源
の
重
点
的
･
効
率
的
配
分
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
額
が
平
成
九
年
度
の
当
初
予
算
の

額
を
相
当
程
度
下
回
る
よ
う
に
す
る
。

②

財
政
投
融
資
計
画
に
つ
い
て
は
、
社
会
経
済

情
勢
の
変
化
に
即
応
し
、
景
気
に
配
慮
し
な
が

ら
、
資
金
の
重
点
的
･
効
率
的
な
配
分
を
図
る
。

公
債
発
行
額
は
、
前
年
度
当
初
発
行
予
定
額
よ
り

一
兆
一
、
五
〇
〇
億
円
減
額
し
、
一
五
兆
五
、
五
七

ま
た
、
政
府
保
証
債
の
発
行
額
は
、
二
兆
五
、
○

①

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
即
応
し
た
、
簡
素

に
し
て
効
率
的
な
行
政
の
実
現
を
目
指
し
、
行

政
の
制
度
･
運
営
に
つ
い
て
不
断
の
か
つ
徹
底

し
た
見
直
し
を
行
い
、
所
要
の
改
革
合
理
化
措

置
を
着
実
に
実
施
す
る
。

一
基
調
で
そ
の
歳
出
の
抑
制
を
図
る
と
と
も
に
、 と 革 籍震行繋地 同 の
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前
述
の
予
算
編
成
方
針
に
基
づ
き
編
成
さ
れ
た
平

成
一
○
年
度
予
算
案
の
フ
レ
ー
ム
は
表
1
の
と
お
り

方
の
財
政
健
全
化
の
た
め
、
地
方
自
治
･
地
方
分
権

推
進
に
留
意
し
つ
つ
、
給
与
･
定
員
の
適
正
化
、
事

務
事
業
の
見
直
し
等
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
へ
の
取

成 2 組 務 椎 方
表 1 平成10年度予算フレーム (単位 :億円) 一 別 を 事 進 の

9年度予算

8'→9'

10年度予算

9'→10'
備 考

8'→9' 9'→10'

(歳入)

税 収
その他収入

公 債 金
建設公債

特例公債

計

578 ,020

28 ,810

167 ,070

92 ,370

74 ,700

773 ,900

64,570

1,501

▲43,220

2 ,060

▲45,280

22 ,851

585,220

35,902

155 ,570

84 ,270

71,300

776 ,692

7 ,200

7 ,092

▲11,500

A 8 ,100

A 3 ,400

2 ,792

公債依存度20.0 %

(歳出)
国 債 費
地方交付税

一 般 歳 出

168 ,023

154 ,810

451 ,067

4,271

18 772

6 ,658

22 ,851

172 ,628

158 ,702

445 ,362

4 ,605

3 ,892

急 5,705

2 ,792

仲率 A l,3 %

仲率 0 .4 %計 773 ,900 776 ,692

攣 る

算

兆
五
、
五
七
〇
億
円
で
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
特
例

公
債
七
兆
一
、
三
〇
〇
億
円

(前
年
度
当
初
発
行

予
定
額
に
対
し
三
、
四
〇
〇
億
円
の
減
額
)、
建
設

国
債
八
兆
四
、
二
七
〇
億
円

(前
年
度
当
初
発
行

予
定
額
に
対
し
て
八
、
一
〇
〇
億
円
の
減
額
)
で

で
あ
り
、
そ
の
特
色
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①

平
成
一○
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、大
蔵
原
案

と
同
じ
く
、
七
七
兆
六
、
六
九
二
億
円
で
あ
り
、

こ
の
う
ち
、
一
般
歳
出
は
、
四
四
兆
五
、
一三
ハ
ニ

予 公 兆 億 こ と
定 債 五 円 の 同
額 七 、 と う じ
に 兆 五 な ち く
対 一 七 つ 、 、

し 、 0 て 一 七
三 三 億 い 般 七
、 る , ･、

公
債
の
発
行
額
は

キャップ総括表

で 召一 言 か 夕- 五

② ① り 六 あ
り
、
ま
た
、
公
債
依
存
度
は
、
前
年
度
二
一
･

六
%
よ
り
、
二
0

･
0
%
に
低
下
し
て
い
る
。

ま
た
、
財
政
構
造
改
革
を
実
現
す
る
た
め
の
取

り
組
み
状
況
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
一
〇
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、
財
政
構

造
改
革
法
に
規
定
さ
れ
た
量
的
縮
減
目
標
を
踏

ま
え
、
更
に
メ
リ
ハ
リ
の
効
い
た
予
算
編
成
が

②

所
管
の
枠
を
越
え
た
重
点
化
･効
率
化
の
工
夫

行 ま 造
わ え 改 平 キ
れ 、 革 成 ャ
た 更 法 一 ッ
o に に フo

キャップ

(対9年度)
平成10年度予算

社会保障関係費 十3,000億円
未満

+ 2,929億円 (十2,0% )

9年度 145,501億円申10年度 148,431億円

公共投資関係費 ▲7 %以下 め 公共事業関係費について 4も7‐8%
(9年度 97,447億円こり10年度 89,853億円)

文教予算
国立学校特別会計へ繰入
私学助成(経常費助成)

同額以下

同額以下

A 1.4%

土0.0%

防衛関係費 同額以下 ▲0.2%

9年度 49,475億円めlo年度 49,397億円

(SA CO除き)
A O.3%

9年度 49,414億円玲10年度 49,290億円

O D A 予算 A 10% 以下 A 1o.4%

9年度 1上687億円字lo年度 lo,473億円

主要食糧関係費 同額以下 A O.1%

9年度 2,692億円中10年度 2,691億円

科学技術振興費 概ね

+ 5 % 以下

十49 %

9年度 8,493億円玲10年度 8,907億円

エネルギー対策費 同額以下 A 2.6%

9年度 6,860億円玲10年度 6,682億円

中小企業対策費 同額以下 A O.4%
9年度 1,865億円玲10年度 1,858億円

(注) 防衛関係費のキャップのかかる範囲は、 SA CO関連経費を除く部分。
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(単位 :百万円、 % )表 2 平成10年度 公共事業関係費(政府案)

区 分
9 年度

予算額 仲 率
10年度

概算額 伸 率 備 考仲 率 伸 率

1洋台 山 ･ 治 水 1
,
596

,
483 第 1

,
399

,
169 △12

.
4

水

山

岸

治
泊
海 議 鮪

備
媒讓

2

9

3

13

8

9

△

△

△

"

2
.
道 路 整 備 2

,
706

,
369 第 2

,
684

,
337 △ 0

.
8 △ 6

.
O

3
.
港 湾 ･ 漁 港 ･ 空 港 734

,
637 M 679

,
864 △ 7

.
5

湾
港
港

港

漁

空 鱗 僻
硼
郡

△

△ 鞠響
"
鰐
“

△

△

△

4
,
住 宅 ･ 市 街 地 1

,
237

,
461 “ 1

,
068

,
312 △13

.
7

住 宅 対 策
市 街 地 ;彌

施
獨 ㈱鰡

9

5

13

9

△

△
"
“

△

△

5
.
下 水 道 ･ 環 境 衛 生 等 1

,
751

,
095 芻 1

,
62 8 422 △ 7

･
0

道

生

園
園

衛
公
公

水
境
市
然

下
環
都
自

罐
駒

即
鉈
芻
則
罐
鯛

"
栩
お
拗

△

△

△

6
.
農 業 農 村 整 備

凝 卸締
811△

7
.
森林保全 ･ 都市幹線鉄道等

鞠 幻 *
412△

全
境
水
備
気
道
線
識

整

鉄

保
環
用

場
電
線

標

魚

幹
幹

林
林
業
が
島

･

路

岸

市

森
森
工
沿
離
都
新
航

649

戦
031

521

21

899

038

765

198

盤

14

翔

れ

34

7

△

△

763

004

潴
…
19
525

鱗
221

△

△

△

△

△

△

△

△

8
,
調 整 費 等 戦 鰍 総 第△

一 般 公 共

郷 隠鱗 鵺△

災 害 復 旧 等 鞠 第△ 鰍 加
合 計

霧 崑締 燧△

N T T - A

鰍 伽 鸚 "△

総 計

勤 繋郷 鵺△

(注) 備考欄の伸率は、 道路関係社会資本を考慮した場合のものである。

所
管
の
枠
を
越
え
た
調
整
、
よ
り
一
層
の
重

点
化
･
効
率
化
を
達
成
す
る
た
め
、
以
下
の
工

夫
が
な
さ
れ
た
。

i

環
境
･科
学
技
術
･
情
報
通
信
等
経
済
構
造

改
革
特
別
調
整
措
置

(
一
、
五
〇
〇
億
円
)

環
境
･
科
学
技
術
･
情
報
通
信
の
分
野
を
中

心
と
し
て
省
庁
間
の
共
同
連
携
を
重
視
し
つ
つ

措
置
す
る
。

沮

物
流
効
率
化
に
よ
る
経
済
構
造
改
革
特
別
枠

(
一
、
五
〇
〇
億
円
)

事
業
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
性
に
着
目
し
、
核
と

な
る
事
業
の
国
際
性
･
広
域
性
等
を
勘
案
し
つ

つ
、
国
際
ハ
ブ
空
港
･
港
湾
、
高
規
格
幹
線
道

路
、
地
域
物
流
拠
点
事
業
等
に
重
点
配
分
。

証

生
活
関
連
等
公
共
事
業
重
点
化
枠

(二
、
五
〇
〇
億
円
)

生
活
関
連
の
社
会
資
本
に
つ
い
て
、
一
定
の

生
活
･
居
住
水
準
の
確
保
、
真
に
整
備
が
遅
れ

て
い
る
分
野
･
地
域
へ
の
重
点
化
、
防
災
機
能

の
向
上
や
環
境
等
へ
配
慮
等
の
観
点
か
ら
、
重

点
的
に
配
分
。

②

①
次
に
公
共
事
業
関
係
費
に
つ
い
て
は
、
財
政

構
造
改
革
法
を
踏
ま
え
重
点
化
･
効
率
化
に
よ

る

｢公
共
事
業
改
革
｣
を
強
力
に
推
進
す
る
こ

と
と
さ
れ
、
対
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
七
･
八
%

の
九
兆
七
九
八
億
円
と
な
っ
て
い
る

(表
2
)。

②
な
お
、
今
回
設
け
ら
れ
た
物
流
効
率
化
に
よ
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図 1 道路事業の流れと事業評価実施時期

- -- - l着工準備開始時I
｢費用効果分析を含む客観的評価指標 (案)を用いた

る
経
済
構
造
改
革
特
別
枠
に
つ
い
て
は
、
公
共

事
業
予
算
の
重
点
化
を
推
進
し
、
経
済
構
造
改

革
の
推
進
に
資
す
る
た
め
、
物
流
効
率
化
関
連

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
優
先
的
配
分
が
な
さ
れ
総

額
一
、
五
〇
〇
億
円
の
う
ち
半
分
以
上
の
七
九

四
億
円
を
省
庁
間
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
配
分

す
る
と
と
も
に
緊
密
な
連
携
を
確
保
す
る
観
点

か
ら
予
算
を
国
土
庁
に
一
括
計
上
す
る
こ
と
と

着工準備
評価を期 さ か す 四 額 プ 革 事 る

た 予 と 円 、 ジ 推 子 ･〔騨騨讓認可
れ ら る 億 - 口 の 業 ･

0 算 と を 五 ェ 進 算
を も 省 0 ク に の 、

一 陣覊覇軍師覇-
｢費用効果分析を含む客観的評価指標 (案)を用いた
評価を実施

→ ①事業採択後一定期間 (概ね5年)経過後で未着
工の事業

②長期にわたる事業
等を対象に再評価を行い、その結果に基づき必要な見
直しを行う。

事業中の再評価の実施

③
さ
ら
に
公
共
事
業
の
効
率
化
･
透
明
化
の
徹

底
を
図
る
観
点
か
ら
、
事
業
採
択
後
一
定
期
間

経
過
後
で
未
着
工
の
事
業
や
長
期
に
わ
た
る
事

業
等
を
対
象
に
再
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
に

基
づ
き
事
業
の
中
止
、
休
止
を
含
め
た
見
直
し

を
行
う
シ
ス
テ
ム

(
い
わ
ゆ
る

｢時
の
ア
セ
ス

メ
ン
ト
｣)を
新
た
に
公
共
事
業
全
体
に
導
入
す

る
こ
と
と
さ
れ
た
(図
1
)。
ま
た
、
事
業
採
択

段
階
に
お
け
る
費
用
対
効
果
分
析
を
全
事
業
に

導
入
す
る
と
と
も
に
事
業
実
施
後
に
お
け
る
評

完成供用 --- ---
癖 -事覊罷野爾 導 段 る 〆 を

→当初の事業計画と実績との評価を実施する。
入 階 こ ン 行
す に と ト う

平成10年度財政投融資の概要 (単位 :億円、 % ) る , ) ※
区 分 平成 9年度当初計画 平成10年度計画

[一 般 財 政 投 融 資]
1,住宅関連機関

住宅金融公庫
住宅 ･都市整備公団

2,中小企業関連機関
うち国民金融公庫

中小企業金融公庫
環境衛生金融公庫

3.その他の公庫 ･銀行
うち日本開発銀行

日本輸出入銀行
4.その他の公団 ･事業団等
うち年金福祉事業団

社会福祉 ･医療事業団
日本道路公団
海外経済協力基金

5,地 方
地方公共団体
公営企業金融公庫

116 ,323 (△ 4,2)
106 ,473 (△ 2.4)
9 ,850 (△20,1)

52 ,597 (△ 4,5)
31,700 (△ 0,6)
16 ,900 (△ 9,6)
3 ,410 (△ 5.7)

30 ,385 (△ 6,6)
13 ,550 (△ 5.5)
10 ,600 (△ 0.9)

76 ,151 (△ 3.9)
19,699 (△ 7.6)
4,304 ( 6.9)

21,900 ( 13.7)
4,934 (△10.9)

106,010 ( 1.8)
86,000 (△ 1.5)
20,010 ( 18.5)

109 ,033 (△ 6.3)
99 ,183 (△ 6.8)
9 ,850 ( 0 .0)

62 ,705 ( 19 .2)
37 ,900 ( 19 ,6)
20 ,100 ( 18 .9)
4 ,000 ( 17 ,3)

30 ,635 ( 0 ,8)
13 ,550 ( 0 ,0)
10 ,650 ( 0 ,5)

69 ,319 (△ 9 .0)
19 ,699 ( o .o)
3,645 (△15.3)

20 ,236 (△ 7.6)
4,390 (△11.0)

93,450 (△11.8)
76,000 (△11.6)
17,450 (△12.8)

小 言十 381,466 (△ 2.8) 365,142 (△ 4.3)

国有本木野事業特別会計
日本国有鉄道清算事業団

2,770 (△ 1.1)
9 ,035 (△10.1)

1,450 (△47 .7)
- ( 皆3月の

ご計 393,271 (△ 3.0) 366 ,592 (△ 6 .8)

[資 金 運 用 事 業]

郵便貯金特別会計
年金福祉事業団
簡易保険福祉事業団

計

75,000 ( 50 .0)
25,300 ( 33 .8)
20,000 ( 17.6)
120,300 ( 40 .0)

80 ,000 ( 6 .7)
28 ,000 ( 10 .7)
25,000 ( 25 .0)
133,000 ( 10 .6)

合 計 513,571 ( 4 .5) 499,592 (△ 2.7)

表 3

③

財
政
投
融
資
計
画
に
つ
い
て
は
、
抜
本
的
改
革

に
向
け
て
の
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
と
位
置
づ
け
ら
れ

対
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
ニ
･
七
%
の
四
九
兆
九
、

五
九
二
億
円
と
し
、
と
り
わ
け
一
般
財
政
投
融
資

の
規
模
に
つ
い
て
は
、
民
業
補
完
や
償
還
確
実
性

の
原
則
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
景
気
動
向
に
も

配
慮
し
な
が
ら
、
一
層
の
ス
リ
ム
化
を
図
っ
て
い

る 配 の の 五 対 に

( 慮 原 規 九 前 向 財 始 価
表 し 則 模 三 年 け 政 ず に
3 な を に 億 度 て 投 る つ
ち ぎ れ つ 一 こ い

価
に
つ
い
て
も
そ
の
手
法
等
に
つ
い
て
検
討
開

始
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

)書は、 対前年度伸率である。(注) (
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五

道
路
関
係
予
算
の
概
要

1

道
路
関
係
予
算
の
概
要

一
〇
年
度
は
、
社
会
･
経
済
･
生
活
が
直
面
す
る

緊
急
課
題
に
対
応
す
べ
く
、
新
た
な
道
路
整
備
五
カ

年
計
画
を
策
定
し
、
道
路
政
策
を
計
画
的
か
つ
重
点

的
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
際
、
重
点
投
資
を

行
う
分
野
と
し
て
、
①
新
た
な
経
済
構
造
実
現
に
向

け
た
支
援
、
②
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
･
都
市
づ
く

四

建
設
省
関
係
予
算

一
〇
年
度
の
建
設
省
関
係
予
算
案
は
、
極
め
て
制

約
さ
れ
た
予
算
下
で
現
下
の
政
策
課
題
に
対
応
し
戦

略
的
･
重
点
的
な
住
宅
･
社
会
資
本
整
備
の
推
進
を

図
る
た
め
国
費
六
兆
三
、
一
七
四
億
円

(対
前
年
度

比
○
･九
三
)、
事
業
費
二
五
兆
九
、
一
六
三
億
円
(対

前
年
度
比
○
･
九
二
)
を
計
上
し
て
い
る
。
こ
の
う

ち
災
害
関
係
を
除
く
一
般
公
共
事
業
費
は
国
費
六
兆

一
、
七
〇
〇
億
円

(対
前
年
度
比
○
･九
三
)、
事
業

費
二
五
兆
六
、
五
一
九
億
円

(対
前
年
度
比
○
･
九

一
)
を
確
保
す
る
と
と
も
に
財
政
投
融
資
資
金
に
つ

い
て
も
一
三
兆
八
、
五
六
八
億
円
(対
前
年
度
比
○
◆

九
二
)
を
確
保
し
て
い
る
o

建
設
省
関
係
予
算
の
各
事
業
別
と
国
全
体
の
予
算

の
対
比
に
つ
い
て
は
、
表
4

･
5
の
と
お
り
と
な

っ

1 て の 九 い 一 費 一 ち 前 比 図 略 約
石 い 対 建 二 て ) 二 ･ 災 年 ○ る 的 さ 一 四

百 一 る 比 設 ) も を 五 七 害 度 ふ た ･ れ ○ 一
0 に 省 を 一 確 兆 ○ 関 比 讐 め 重 た 年 狩

っ 関 確 三 保 六 ○ 係 ○ 三 国 点 予 度 蜑道

表 4 平成10年度建設省関係予算総括表 (単位 :百万円)

事 項

事 業 費 国 費

10年度

(A )

前年度

(B )

倍 率

(A /B )

10 年 度

うち物流効率化に うち生活関連等公

よる経済構造 共事業重点化
(C ) 改革特別枠 枠

前 年 度

うち公共投資重点

化枠
(D )

倍 率

(C /D )

うち物流効率化に

よる経済構造

改革特別枠

うち生活関連等公

共事業重点化
枠

うち公共投資重点

化枠

道 路 整 備
治 山 治 水

7K

海 岸
急傾斜地等

都 市 計 画

公 園
下 水 道

住宅 ･市街地

住 宅 対 策

宅 地 対 策

市街地整備

一般公共事業計

7,604,991

2,020,931

1,864,379

61,325

95,227

2,435,208

365,711

2,069,497

l3,590,814

12,369,427

770,575

450,812

25,651 944

8,403,241

2,221,663

2,057,925

68,511

95,227

2,634,503

412,858

2,221,645

14,795,425

13,427,936

906,814

460,675

28,054,832

09 1

0.91

0.91

0,90

1･00

0.92

0.89

0.93

0.92

0,92

0.85

0,98

0.91

2,543,937

1,215,208

1,13上373

35,827

48,008

l,269,564

157,455

1,112,l09

1,141,242

1,086,060

0

55,182

61 69,95l

114,588

0

0

0

0

0

0

0

2,458

0

0

2,458

117,046

50,037

48,300

44,789

1,450

2,061

35,850

4 800

31,050

30,900

30,500

0

400

165,087

2,706,369

1,320,160

1,232,690

39,496

47,974

l,365,653

1702 21

11 95,432

1,2374 61

1,179,833

0

57,628

6,629,643

l16,396

57,231

53,363

1,781

2,087

50,507

5,724

44,783

46,990

44,757

0

2,233

271,124

0.94

0.92

0,92

0.91

l･00

0.93

0.93

0,93

0.92

0.92

0.96

0,93

災 害 関 係
公共事業関係計

63,989

25,715,933

65,455

28,120,287

0,98

0,91

48,588

6,218,539

0

117,046

0

165,087

48,588

6,678,231

0

271,124

橦･00

0.93

官 庁 営 繕
建設行政経費

計

124,009

76,337

200,346

112,918

75,767

188,685

L 1o

1.01

1,06

23,3l3

75,579

98-892

0

0

0

0

0

0

25,619

74,892

100,51l

2,000

0

2,000

0.91

1,01

0.98

合 計 25,916,279 28,308,972 0,92 6,317,431 117,046 165,087 6,778,742 273,124 0.93

(備考)
1, 本表には、北海道開発庁、沖縄開発庁、国土庁計上の建設省関係分を含む。
2. 10年度国費には、
0 道路関係社会資本として

治山治水 67,470 百万円

住宅対策 69,930 百万円

市街地整備 3,000 百万円

を含む。
ほかにN T T ･A型91,775百万円及び特別会計国費として揮発油税直入分等があを
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(単位 :百万円、 % )表 5 国全体と建設省関係予算の比較対照表

区 分
国 全 体 建 設 省 建設省/国全体

10年度(A ) 前年度(B ) 仲率 (A /B ) 10年度(C ) 前年度(D ) 伸率(C /D ) 10年度 前年度

一 般 会 計 総 額 (a)

一 般 歳 出
[公 共 事 業 関 係 費]
治 山 治 水
道 路 整 備
港 湾 ･ 漁 港 ･ 空 港

住 宅 ･ 市 街 地
下 水 道 ･ 環 境 衛 生 等

農 業 農 村 整 備
森林保全 ･都市幹線鉄道等

調 整 費 等
小 計

77,669 1 79

44 ,536,213

1,466,639

2 ,543,937

679,864

1,141,242

1,628,422

L 083,653

339 ,948

33 ,953

8,917,658

77 ,390 ,004

45 ,l06 ,700

1 ,596 ,483

2 ,706 ,369

734 ,637

1,237 ,461

1,751,095

1,228 ,156

387 ,867

34 ,917

9 ,676 ,985

0 .4

△ 1,3

△ 8.1

△ 6.O

△ 7.5

△ 7.8

△ 7･0

△1l.8

△12,4

△ 2.8

△ 7.8

6 ,409 ,206

1,215 ,208

2 ,543 ,937

0

L 141,242

1,269 ,564

0

0

0

6 ,169 ,951

6 ,876 ,052

1,320 ,160

2 ,706 ,369

0

1,237 ,461

1,365 ,653

0

0

0

6,629 ,643

△ 6,8

△ 7.9

△ 6.O

△ 7,8

△ 7.0

△ 6.9

8 .3

82 .9

100 .0

100 ･0

78 .O

69 .2

8 ,9

82 .7

100 .0

100.0

78 .O

68.5

うち物 流 効 率 化 枠

生活関連 等枠
N T T ･ A 型

一 般 公 共 事 業 計 危)

150 ,000

250 ,000

94,433

9 ,012,091

400 ,000

101,541

9,778 ,526

△37.5

△ 7･0

△ 7.8

l17 ,046

165 ,087

91,775

6,261 ,726

271,124

97,310

6 ,726,953

△39 .l

△ 5,7

△ 6.9

78 .O

66 .O

97 .2

69 .5

67 ,8

95 .8

68 .8

災 害 復 旧 等
公 共 事 業 関 係 計 (c)

67 ,674

9 ,079 ,765

67,674

9,846,200

0 ･0

△ 7.8

48 ,588

6,310 ,314

48,588

6 ,775,541

0 ･0

△ 6.9

71 8

69 .5

7L 8

68 .8

一 般 公 共 / 総 額 (b/a)

公 共 事 業 / 総 額 (c/a)

11.6

L1 .7

12 ,6

12 ,7

97 .7

98 ,5

97,8

98.5

公 債 発 行 額 (d)

う ち 財 政 法 公 債 金

特 例 法 公 債 金
公 債 依 存 度 (d/a)

うち財 政 法 公 債 金
特 例 法 公 債 金

l5 ,557 ,000

8 ,427,000

7,130 ,000

20 ,O

10 .8

9 .2

16 ,707,000

9 ,237,00O

7 ,470,000

2L 6

11.9

9.7

△ 6.9

△ 8.8

△ 4.6

財 政 投 融 資 計 画
うち一 般 財 投

49,959 ,200

36,659 ,200

5L 357,100

39 ,327 ,100

△ 2,7

△ 6.8 13 ,856,800 15 ,047 ,900 △ 7.9 37 .8 38 .3

(注) 1 . ｢一般歳出｣ には、 前年度において ｢産業投資特別会計へ繰入等｣ で整理していた金額 (平成 9年度1,300 ,000百万円)

を含んでいる。
2 . 10年度には、 治山治水、 住宅 ･市街地にはそれぞれ67,470、 72,930百万円の道路関係社会資本を含む。　

　
は

流
効
率
化
特
別
枠
の
確
保
等
に

一
般
会
計
線
入
で
二
兆
五
、
四
三
九
億
円

(対
前
年

度
比
○
･
九
四
)
と
し
、
揮
発
油
税
直
入
、
道
路
関

の

発
資
金
貸
付
償
還
金
等
及
び
N
T
T
ー
A
タ
イ
プ
事

0

業
を
加
え
た
道
路
整
備
特
別
会
計
国
費
と
し
て
は
、

　残

三
兆
三
、
六
六
○
億
円

(対
前
年
度
比
○
･
九
五
)

ぬ

を
計
上
し
て
い
る
。
対
前
年
度
マ
イ
ナ
ス
と
い
う
極

　鰡
め
て
厳
し
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
が
、
国
全
体
で
公

ぞ

共
事
業
関
係
費
が
マ
イ
ナ
ス
七
･
八
%
の
中
で
、
物

り
の
支
援
、
③
よ
り
よ
い
生
活
環
境
の
確
保
、
④
安

心
し
住
め
る
国
土
の
実
現
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
道
路
政
策
の
進
め
方
の
改

革
を
進
め
、
事
業
の
重
点
化
等
に
よ
る
投
資
効
果
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
事
業
の
効
率
化
･
透
明
化

を
一
層
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
以
上
の
基
本

表 6 道路整備特別会計の財源内訳 流 共 め を 三 業 発 度 一 方 を 向
(単位 :億円) 効 事 て 計 兆 を 資 比 般 針 一 上

区 分 “年度前年度対前年度比 光義準芒彗雙貪○会羞燿遥
般会計繰入 25,439 27 ,o64 o ,94 特 係 い て 六 た 付 九 線 づ 進 る

別 費 内 い 六 道 償 四 入 き す と

区 分 10年度 前年度 対前年度比

一般会計繰入
揮発油税直入

小 計
貸付金償還金等
N T T - A 型

特別会計国費計

25,439

6 ,654

32 ,093

669

897

33,660

27 ,064

6 ,570

33 ,634

754

919

35 ,306

0 .94

1.01

0.95

0.88

0 .98

0 .95

　　
　　
　　
億 係

慧
前 は
年 、

(注) 1 . 一般会計繰入には、 物流効率化による よ
経済構造改革特別枠1,146億円、生活関連 り
等公共事業重点化枠500億円を含む。

･

2 .このほかに、道路関係社会資本1,404億 道
円がある。 路

3‐四捨五入の関係で、各計数の和が合計 燃
と一致しなし、ところがある。 予

8 道イテセ 98,2



表 7 道路関係予算総括表 (単位 :百万円)

区 分
lo年度(A ) 前年度(B ) 倍率(A )/ (B )

事業費 国 費 事業費 国 費 事業費 国 費

一 般 道 路
一 般 国 道
直 轄
補 助

地 方 道

街 路
街 路
区 画 整 理
再 開 発

交 通 安 全

雪 寒
調 査
機 械
補 助 率 差 額 等
住 宅 宅 地 関 連
沿 道 整 備 融 資 等
(緊急地方道路整備事業)

(電線共同溝整備事業)

4 ,764 ,686

2 ,080 ,676

1,562 2 93

518 ,383

1,006 ,436

1,097 ,793

778 ,031

268 ,886

50 ,876

393,856

122,622

21,915

20 ,938

16 ,000

4 ,450

(上269 ,320)

( 153 ,912)

2 ,858,474

1,357,940

1,077 ,191

280 ,749

544 ,334

576 ,931

408 ,409

142 ,348

26 ,174

215 ,038

79 ,925

18 ,922

14 ,278

40 ,806

8 ,000

2 ,300

( 665,400)

( 81,079)

5 ,019 ,901

2,128 ,625

1,582,457

546 ,168

1,091,700

1,187,980

845,404

287,576

55 ,000

415,637

129,522

27,180

22,357

16 ,000

900

(1,252 ,180)

( 150 ,585)

2 ,994,798

1,386,404

1,090 ,482

295 ,922

589 ,380

621,876

442 ,911

150 ,776

28 ,189

226 ,260

84 ,131

21,037

15,237

41,873

8 ,000

600

( 657,000)

( 79 ,595)

0.95

0,98

0 .99

0 .95

0 ,92

0 .92

0 .92

0 .94

0 .93

0 .95

0 .95

0 .81

0 .94

1 ,00

4.94

(1.01)

(1.02)

0 ,95

0 .98

0 .99

0 .95

0 ,92

0 .93

0 .92

0 ,94

0.93

0.95

0,95

0 .90

0 .94

0 ,97

1.00

3 ,83

(1.01)

(1.02)

有 料 道 路
日 本 道 路 公 団
首 都 高 速 道 路 公 団
阪 神 高 速 道 路 公 団

本州四国連絡橋公団
東京湾横断道路株式会社
地 方 道 路 公 社 等
( N T T - A 型 事業 )

道 路 開 発 資 金

2 ,840 ,305

1,831,526

321,483

204 ,046

142 ,588

0

300 ,712

( 216 ,242)

39,950

507,511

266 ,910

38,060

21,250

53 ,333

0

107,958

( 89 ,716)

20 ,000

3 ,383,340

1,892 ,360

361,727

323,348

313 ,331

124 ,767

342 ,219

( 227,562)

82,928

535 ,828

253 ,861

37,998

41,548

43 ,377

0

117,545

( 91,864)

41,499

0 .84

0 ,97

0 ,89

0 .63

0 .46

0 .88

0 .95

0 .48

0 .95

1.05

1･00

0 ,51

1 ,23

0.92

0 ,98

0 .48

道 路 整 備 計 7 ,604,991 3 ,365 ,985 8 ,403,241 3 ,530 ,626 0 ,91 0 .95

[再 掲]
高 規 格 幹 線 道 路
地 域 高 規 格 道 路

2 ,073 ,313

830 ,262

854 ,054

340 ,101

2,152 ,203

927 ,960

809 ,069

356,174

0 ,96

0.89

1.06

0 .95

算
に
つ
い
て
は
、
対
前
年
度
比
○
･
九
五
を
確
保
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
他
に
昨
年
六
月
の

閣
議
決
定

｢財
政
構
造
改
革
の
推
進
に
つ
い
て
｣
を

踏
ま
え
、
道
路
関
係
社
会
資
本
と
し
て
、
河
川
等
関

連
公
共
施
設
整
備
促
進
事
業

(国
費
六
七
五
億
円
)、

(備考)
1 . 一般道路の各区分の計数には、 (緊急地方道路整備事業)及び (電線共同溝整備事業)を含む。ま
た電線共同溝整備事業には、新設、改築に伴って整備される電線共同溝の事業費、国費相当分を含
む。

2,前年度の一般道路の各区分の計数にはJ日N T T‐B型事業、事業費569,613百万円、国費298,066百
万円を含む。

3. 沿道整備融資等には、沿道整備融資及び道路交通環境改善促進事業を計上している。
4, 有料道路事業の各区分の計数には、 (N T T‐A型) を含む。
5 , 前年度の道路開発資金の事業費には、東京湾横断道路株式会社等への融資額57,340百万円を含む。
6. 地方道路公社等は、地方道路公社及び地方公共団体に対する有料道路融資等である。
7, 再掲の高規格幹線道路及び地域高規格道路には、一般道路事業及び有料道路事業のうち、高規格
幹線道路及び地域高規格道路にかかる額を一括計上している。ただし、調査を除く額であり、事業
費欄には建設費を計上している。

8. この他に道路関係社会資本として、
河川等関連公共施設整備促進事業 (河川改修 ･ダム建設等に関連して必要となる橋梁、付替道路等
の道路整備)

事業費136,744百万円、国費67,470百万円
住宅宅地関連公共施設整備促進事業 (住宅建設 ･宅地開発事業に関連して必要となる道路整備)

事業費139,860百万円、国費69,930百万円
都市再開発関連公共施設整備促進事業 (都市の再開発を図る事業に関連して必要となる道路、バス
ターミナル、 広場等の道路整備)

住
宅
宅
地
関
連
公
共
施
設
整
備
促
進
事
業

(国
費
六

〇
五
〇
億
円

(対
前
年
度
比
○
･
九
一
)
と
し
、
ぅ

九
九
億
円
)、都
市
再
開
発
関
連
公
共
施
設
整
備
促
進

ち
一
般
道
路
事
業
を
四
兆
七
、
六
四
七
億
円

(対
前

事
業

(国
費
三
〇
億
円
)
合
計
一
、
四
〇
四
億
円
の

年
度
比
○
･九
五
)、
有
料
道
路
事
業
を
二
兆
八
、
四

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

○
三
億
円

(対
前
年
度
比
○
･
八
四
)
と
な
っ
て
い

事
業
費
ベ
ー
ス
で
は
、
道
路
整
備
全
体
で
七
兆
六
、

る
。
有
料
道
路
の
事
業
費
の
減
は
、
明
石
海
峡
大
橋
、

事業費 6,ooo百万円、国費 3,000百万円
道行セ 98,2 9の合計 車堂礬放り And古云田 圃曲1イハバ飾言當mふ釜ま久



(単位 :百万円)表 8 財政投融資等総括表

区 分

＼＼＼＼＼

資金内訳 財 政 投 融 資 道路特会

出資等

そ の 他

自己資金等

小 計

のり

倍 率

抑/ (B)

合 計

(C)+⑲

倍 率

国/ (B)

資金運用部資金

簡保資金
政府保証債

小 計

に)

倍 率

問/ (B)

日 本 道 路 公 団
10年度翁
前年度侶)
比較の‐(B)

1,928-900
2,100-700
△17l,800

94,700
89,300
5,400

2-023,600
2,190,000
△166,400

0,92
265,335
250,522
l4,813

3,003,110
2,887,929
115,181

3,268,445
3,l38,451
l29,994

1 04
5,292,045
5,328,451

△ 36,406
0,99

首都高速道路公団
10年度黛
前年度@)
比較囚‐(B)

329,700
360-200

△ 30,500

40,000
40,000

0

369,700
400,200

△ 30,500
0,92

22,300
25,000

△ 2,700

410,490
379,454
3L 036

432,790
404,454
28,336

1･07
802,490
804,654

△ 2,164
1･00

阪神高速道路公団
10年度国
前年度@)
比較翁‐(B)

280,800
385,900

△105,100

30,000
30,000

0

310,800
415,900

△105,100
0,75

21,250
39.400

△18,150

2974 73
262,377
35,096

318,723
301,777
16,946

L 06
629,523
717,677

△ 88,154
0.88

本州四国連絡橋公団
10年度の
前年度(助
比較の‐⑬

148,300
289,700

△141,400

30,000
20,000
lo'000

178,300
309,700

△131,400
0.58

53,333
43,377
9,956

304,494
357,696

△ 53-202

357,827
401,073

△ 43,246
0.89

536,l27
710-773

△174,646
0.75

東京湾横断道路

株 式 会 社

10年度閃

前年度@)

比較囚-(B)

AV

Û

AV

0

21,700

△21,700

0

21,700

△ 21,700

0

0

0

0

112,568

△l12,568

0

112,568

△112,568

0

134,268

△134,268

合 計
10年度国
前年度@)
比較囚‐(B)

2-687,700
3,136,500
△448,800

194,700
201,00O

△ 6,300

2,882,400
3,337,500
△455,10O

0.86
362,218
358,299
3,919

4,015,567
4,000,024

15,543

4,377-785
4,358,323

19,462
1･00

7,260,185
7,695,823
△435,638

0.94

〈注〉本州四国連絡橋公団は、道路分である。

表 9 (単位 :億円)

区 分

新計画
(H 1o~ H 14年度)

(A )

前計画
(H 5 ~ H 9年度)

倍 率

計画額
(B )

実績額
(C )

国/ (B) 燭/◎

一般道路事業
有料道路事業
小 計

地方単独事業

292,000

170,000

462,000

268,000

288,000

206,000

494,000

252,000

286,025

177,l40

463,165

253,462

l･01

0.83

0.94

l,06

l.02

0.96

1,00

1.06

計
調 整 費

730,000

50,000

746,000

14,000

716,627 0,98

3.57

1,02

合 計 780,000 760,000 716,627 1,03 1.09

く注〉 1. 平成 8年度以降の地方単独事業は見込み値である。
2 , 平成9年度補正予算を含む.
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新
た
な
道
路
整
備
五
カ
年
計
画
等
の
策
定

今
回
の
予
算
編
成
に
お
い
て
は
、
平
成
一
○
年
度

を
初
年
度
と
す
る
新
た
な
道
路
整
備
五
カ
年
計
画
の

東
京
湾
横
断
道
路
等
の
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
今

年
度
供
用
等
に
伴
う
も
の
で
あ
る

(表
6
･
7
)。

ま
た
、
有
料
道
路
事
業
の
財
源
と
な
る
財
政
投
融

資
資
金
に
つ
い
て
は
、
二
兆
八
、
八
二
四
億
円
を
計

上
し
て
い
る
。
財
政
ス
リ
ム
化
等
の
要
請
か
ら
民
間

資
金
借
入
金
の
増
加
等
に
努
め
対
前
年
度
比
○
･
八

六
と
な

っ
て
い
る

(表
8
)
。



策
定
が
認
め
ら
れ
、
総
投
資
額
に
つ
い
て
も
要
求
額

七
八
兆
円
の
満
額
が
認
め
ら
れ
た
。
新
た
な
道
路
整

備
五
箇
年
計
画
に
つ
い
て
は
、
昨
年
六
月
の
閣
議
決

定

｢財
政
構
造
改
革
の
推
進
に
つ
い
て
｣
を
踏
ま
え
、

現
行
計
画
と
ほ
ぼ
同
程
度
の
規
模
と
し
、
二
年
間
延

伸
さ
れ
た
他
の
公
共
事
業
関
係
五
カ
年
計
画
等
と
の

整
合
に
も
留
意
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
同
五

箇
年
計
画
を
計
画
的
に
実
施
す
る
た
め
、
税
制
改
正

に
お
い
て
、
揮
発
油
税
、
自
動
車
重
量
税
等
の
道
路

特
定
財
源
諸
税
の
暫
定
税
率
の
適
用
期
限
を
平
成
一

五
年
三
月
三
一
日
ま
で

(自
動
車
重
量
税
に
つ
い
て

は
、
平
成
一
五
年
四
月
三
〇
日
ま
で
)
延
長
す
る
こ

と
と
さ
れ
た

(表
9
)
。

更
に
、
新
た
な
積
雪
寒
冷
特
別
地
域
五
カ
年
計
画

及
び
奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整
備
計
画
の
策
定
が
併

せ
て
認
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後
投
資
規
模
に
つ
い
て
、

閣
議
決
定
に
向
け
て
調
整
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

(表
博
)。

道
路
整
備
予
算
の
ポ
イ
ン
ト

の

総
合
的
な
物
流
効
率
化
の
支
援

(地
域
の
競
争
条
件
確
保
の
た
め
の
幹
線
道
路
網

の
構
築
･
物
流
効
率
化
の
支
援
)

参

総
合
物
流
施
策
大
綱
に
基
づ
き
関
係
省
庁
と
の
連

携
の
も
と
、
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
!
ク
の
整
備
を
推
進
す

る
%①

物
流
効
率
化
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

り

高
規
格
幹
線
道
路
、
地
域
高
規
格
道
路
の
整

備
広
域
的
な
物
流
体
系
に
お
い
て
大
き
な
役
割

を
果
た
す
高
規
格
幹
線
道
路
、
地
域
高
規
格
道

路
等
の
整
備
を
推
進
し
、
物
流
の
効
率
化
を
図

る
。
そ
の
際
、
国
土
空
間
の
有
効
活
用
を
図
り
、

地
域
ブ
ロ
ッ
ク
の
自
立
的
な
発
展
を
支
え
る
循

環
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
を
重
点
的
に
整
備
す

る
↓0(重

点
事
項
)

･
高
規
格
幹
線
道
路
の
整
備
推
進

･
高
速
自
動
車
国
道
の
整
備
推
進

建
設
費

=
、
九
八
0
億
円

(倍
率
一
･
0
二
)

･
一
般
国
道
自
動
車
専
用
道
路

建
設
費

七
、
八
一
九
億
円

(倍
率
一
･
0
二
)

･
高
規
格
幹
線
道
路
の
供
用
予
定

高
速
自

動
車
国
道
の
拡
幅
供
用
四
一
如
を
含
め
一

道ねテセ 98.2 メノ

へ参
〉総
合
物
流
施
策
大
綱

(平
成
九
年
四
月
四
日
閣
議
決
定
)

…
こ
の
大
綱
に
基
づ
き
、
関
係
省
庁
が
連
携
し
、
社
会
資
本

整
備
、
規
制
緩
和
、
物
流
シ
ス
テ
ム
の
高
度
化
な
ど
の
総

合
的
な
物
流
施
策
を
推
進
。

新
た
な
経
済
構
造
実
現
に
向
け
た
支
援

(単位 :億円)表 io‐ 2

区 分
画

度

計

年

産

額

韓

奥
求
H

な

要

~

た

齢

新

田

画

皸

計
額
9

産
画
H

奥
計

~

前

5H 解
一般道路事業
地方単独事業 “

㈱
“
㈲ 濃

小 計
調 整 費 糯 撥 那
合 計 鯏 鰡 鵬

(単位 :億円)表10一

新たな雪寒計画要求額

( H 1o ~ H 14年度)

前雪寒計画額
( H 5 ~ H 9 年度) 悴

禁

止
械

業

路
雪
雪
織
機
計
鱗

道寒
除
防
端
雪
小
弾

雪

除

地

御
鱒
"
即
㈱
…
…

nV
ハU
n〕
nV
Û
nV
ハU

nXU
nU
nv
RU
リム
n〉
nU

AU
RU
“了
メ4
nU
ワ‘
"̂

‐･′
-'‐
‐▼′
‐'

-'′
‐'

-'

ワ‘
1▲
らの
りム
ー4
00
まれ性

似

第
鯛
01

第

02

02

費
計
整調 礬 轆 髯

合 計 鰔 蹴 鵬



五
三
畑

･
本
州
四
国
連
絡
道
路

(尾
道
･
今
治
ル
ー

ト
)
の
海
峡
部
の
橋
梁
の
完
成
に
よ
り
、

本
州
と
四
国
が
三
ル
ー
ト
で
結
ば
れ
、
経

路
の
選
択
性
が
高
ま
る

･
新
規
着
工
準
備

東
海
環
状
自
動
車
道

(養
老
-
北
勢
)
等

七
箇
所

･
地
域
高
規
格
道
路
の
整
備
推
進

建
設
費

八
、
三
〇
三
億
円

(倍
率
○
･
八
九
)

･
地
域
高
規
格
道
路
の
供
用
予
定

二
七
蝋

･
新
規
事
業

新
山
梨
環
状
道
路

((主
)韮
崎
櫛
形
豊
富

線
(延
伸
))
等

二
箇
所

･
新
規
着
工
準
備

長
岡
東
西
道
路

(国
道
四
〇
四
号

長
岡

東
西
道
路
)
等

一
〇
箇
所

の

国
際
交
流
イ
ン
フ
ラ
推
進
事
業

国
際
港
湾
、
空
港
、
高
規
格
幹
線
道
路
網
、

広
域
物
流
拠
点
、
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の

重
点
的
な
整
備
を
連
携
し
て
行
う

｢国
際
交
流

イ
ン
フ
ラ
推
進
事
業
｣
を
推
進
す
る
。

(重
点
事
項
)

･
国
際
交
流
イ
ン
フ
ラ
推
進
事
業

対
象
地
域

一
三
地
域

の

港
湾
、
空
港
等
と
連
携
し
た
道
路
整
備

ま
た
、
フ
ル
積
載
し
た
I
S
O
規
格
背
高
海

港
湾
･
空
港
な
ど
の
交
通
拠
点
の
機
能
向
上

上
コ
ン
テ
ナ
の
ト
レ
ー
ラ
の
通
行
が
可
能
と
な

を
図
る
た
め
、
高
規
格
幹
線
道
路
、
地
域
高
規

格
道
路
の
一
体
的
整
備
や
高
規
格
幹
線
道
路
等

か
ら
交
通
拠
点
へ
の
連
絡
を
強
化
す
る
道
路
を

整
備
す
る
。

特
に
国
内
輸
送
に
つ
い
て
は
、
陸
上
輸
送
と

内
航
海
運
の
連
携
強
化
に
よ
る
複
合
一
貫
輸
送

を
推
進
す
る
。
こ
の
た
め
内
貿
タ
ー
ミ
ナ
ル
等

の
整
備
と
連
携
し
つ
つ
、
港
湾
と
内
陸
部
と
の

連
絡
を
強
化
す
る
道
路
等
を
重
点
的
に
整
備
す

る

｢複
合
一
貫
輸
送
推
進
イ
ン
フ
ラ
事
業
｣
を

創
設
す
る
。
[新
規
]

(重
点
事
項
)

･
複
合
一
貫
輸
送
推
進
イ
ン
フ
ラ
事
業
の
創
設

(新
規
)

国
内
貨
物
輸
送
に
お
け
る
内
航
海
運
の
利

用
促
進
の
た
め
の
港
湾
へ
の
連
絡
道
路
を

重
点
的
に
整
備

②

車
両
の
大
型
化
へ
の
対
応

物
流
拠
点
、
重
要
港
湾
等
を
連
絡
す
る
高
規

格
幹
線
道
路
、
一
般
国
道
等
を
中
心
と
す
る
約

六
万
如
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て
、
車
両
の

大
型
化

(車
両
総
重
量
二
五
t
)
へ
の
対
応
の

た
め
平
成
一
四
年
度
ま
で
に
既
設
橋
梁
の
補
強

等
の
整
備
を
行
う
。

上
コ
ン
テ
ナ
の
ト
レ
ー
ラ
の
通
行
が
可
能
と
な

る
よ
う
、
構
造
物
の
再
構
築
に
つ
い
て
検
討
し
、

必
要
箇
所
の
事
業
を
推
進
す
る
。

(重
点
事
項
)

･
車
両
の
大
型
化
に
対
応
す
る
橋
梁
の
補
強
等

整
備
量

約
三
、○
○
○
如
(約
二
五
〇
箇
所
)

の

中
心
市
街
地
の
活
性
化

①

中
心
市
街
地
の
活
性
化
基
盤
の
充
実

都
市
環
状
道
路
、
バ
イ
パ
ス
、
放
射
道
路
、

都
心
環
状
道
路
等
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重

点
的
な
整
備
を
推
進
し
、
中
心
市
街
地
へ
の
ア

ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
向
上
を
図
る
。

ま
た
、
特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に

よ
る
立
体
式
駐
車
場
整
備
に
対
す
る
補
助
の
拡

充
や
有
料
融
資
事
業
に
よ
る
大
規
模
な
駐
車
場

整
備
に
対
す
る
無
利
子
貸
付
率
の
引
上
げ
な
ど

に
よ
り
駐
車
場
整
備
を
推
進
す
る
。
[新
規
]

さ
ら
に
、
土
地
区
画
整
理
事
業
、
市
街
地
再

開
発
事
業
に
よ
り
、
中
心
市
街
地
で
の
面
整
備

を
推
進
す
る
。

(重
点
事
項
)

･
駐
車
場
整
備
の
推
進

事
業
費

約
五
九
八
億
円
(倍
率
一
･
0
二
)

②

中
心
市
街
地
活
性
化
(賑
わ
い
の
地
区
形
成
)

方
策
の
充
実
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中
心
市
街
地
の
関
係
者
と
地
元
自
治
体
が
一

体
と
な
っ
て
策
定
す
る
活
性
化
計
画
に
基
づ
き
、

道
路
事
業
の
各
種
メ
ニ
ュ
ー

(電
線
類
の
地
中

化
、
モ
ー
ル
化
、
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
等
)
を
総

合
的
か
つ
短
期
集
中
的
に
事
業
を
推
進
す
る
｢賑

わ
い
の
道
づ
く
り
事
業
｣を
創
設
す
る
。
[新
規
]

中
心
市
街
地
の
活
性
化
等
都
市
の
再
開
発
を

一
層
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、
土
地
区
画
整

理
事
業
、
市
街
地
再
開
発
事
業
等
の
促
進
に
資

す
る
道
路
･
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
･
広
場
等
の
道

路
整
備
を
推
進
す
る

｢都
市
再
開
発
関
連
公
共

施
設
整
備
促
進
事
業
｣
を
創
設
す
る
。
[新
規
]

ま
た
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
の
た
め
の
道

路
整
備
を
、
通
産
省
施
策
と
の
連
携
の
も
と
実

施
す
る
。
｢21
世
紀
活
力
圏
創
造
事
業
｣を
推
進

す
る
。
(二
七
圏
域
で
認
定
済
)

(重
点
事
項
)

･
賑
わ
い
の
道
づ
く
り
事
業
の
創
設

(新
規
)

約
二
○
箇
所

･
都
市
再
開
発
関
連
公
共
施
設
整
備
促
進
事
業

(新
規
)

事
業
費

六
〇
億
円

③

情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
構
築
の
支
援

高
度
情
報
通
信
会
社
の
構
築
に
向
け
た
民
間
の
光

フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整
備
支
援
の
た
め
、収
容
空
間
(情

報
B
O
X
、
電
線
共
同
溝
、
共
同
溝
)
を
整
備
す
る
。

二
〇
一
〇
年
ま
で
に
概
ね
一
五
万
如
を
整
備
す
る
こ

と
と
し
、
平
成
一
○
年
度
は
都
市
の
中
心
部
や
都
市

間
の
主
要
幹
線
道
路
な
ど
情
報
通
信
ニ
ー
ズ
の
高
い

区
間
に
お
い
て
整
備
を
推
進
す
る
。

(重
点
事
項
)

･
情
報
B
O
X
の
整
備

約
二
、
三
〇
〇
如

上
記
を
含
む
収
容
空
間
整
備
事
業

事
業
費
二
、
六
九
四
億
円
(倍
率
一
･
一
0
)

印

道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
の
高
度
情
報
化
(-
T
S
)

の
推
進

渋
滞
･
交
通
事
故
等
の
道
路
交
通
問
題
解
決
の
切

り
札
で
あ
り
、
か
つ
新
産
業
創
出
が
期
待
さ
れ
る
I

T
S
に
つ
い
て
、
｢
I
T
S
全
体
構
想
｣
に
基
づ
き
、

実
用
化
･
展
開
や
研
究
開
発
、
シ
ス
テ
ム
の
共
通
基

盤
の
構
築
、
国
際
標
準
化
活
動
の
支
援
を
強
力
に
推

進
す
る
。

ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム

(E
T

C
)
に
つ
い
て
は
、
実
用
化
に
着
手
す
る
。
ま
た
A

H
S

(自
動
運
転
道
路
シ
ス
テ
ム
)
や
物
流
の
効
率

化
に
関
す
る
研
究
開
発
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
道

路
管
理
の
情
報
化
に
関
す
る
研
究
開
発
に
着
手
す
る
。

さ
ら
に
I
T
S
の
統
合
化
に
不
可
欠
な
汎
用
的
な

通
信
規
約
な
ど
の
調
査
･
研
究
を
推
進
す
る
。

(重
点
事
項
)

･
I
T
S
の
研
究
開
発
等
の
総
合
的
な
推
進

事
業
費

八
二
億
円

(倍
率
一
･
0
六
)

○

都
市
圏
の
交
通
円
滑
化
の
推
進

(渋
滞
対
策
)

①

第
三
次
渋
滞
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進

関
係
省
庁
と
共
同
で
策
定
す
る

｢第
三
次
渋

滞
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
に
基
づ
き
、
都
市
規
模
、

交
通
特
性
に
応
じ
た
環
状
道
路
な
ど
の
幹
線
道

路
整
備
、
交
通
需
要
の
調
整
･
抑
制
策
で
あ
る

交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

(T
D
M
)
施
策
、

各
種
交
通
機
関
の
連
携
及
び
公
共
交
通
機
関
の

支
援
策
で
あ
る
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
施
策
を
組
み

合
わ
せ
て
、
全
国
の
主
要
渋
滞
ポ
イ
ン
ト
の
渋

滞
解
消
を
図
る
。
[新
規
]

(重
点
事
項
)

･
渋
滞
の
解
消
又
は
緩
和
さ
れ
る
主
要
渋
滞
ポ

イ
ー
ン
ト
ー

約
三
、
二
〇
〇
箇
所
の
う
ち
約
一
八
〇
箇
所

･
連
続
立
体
交
差
事
業

J
R
仙
石
線
(仙
台
市
)、J
R
山
陰
本
線
(出

雲
市
)
等

六
三
箇
所

･路
面
電
車
の
延
伸
、
新
設
へ
の
支
援
拡
充
(新

規
)

岡
山
市
等

･
環
状
道
路
の
整
備

一
般
国
道
一
九
二
号

徳
島
南
環
状
道
路
等

三
五
箇
所

②

路
上
工
事
の
縮
減
対
策

道行セ 98.2 メJ

2

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
･都
市
づ
く
り
の
支
援



道
路
の
掘
り
返
し
を
抜
本
的
に
削
減
す
る
た

(重
点
事
項
)

め
、
電
力
･
通
信
線
等
の
基
幹
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

･
電
線
類
地

を
収
容
す
る
共
同
溝
に
つ
い
て
、
特
定
の
区
間

に
お
い
て
占
用
事
業
者
の
建
設
負
担
金
を
軽
減

す
る
よ
う
制
度
を
拡
充
し
、
整
備
の
一
層
の
推

進
を
図
る
。
[新
規
]

主
要
な
都
市
に
お
い
て
、
年
末
･
年
度
末
の

路
上
工
事
の
抑
制
期
間
の
拡
大
、
年
間
路
上
工

事
件
数
の
目
標
値
の
設
定
･
総
量
規
制
の
徹
底

を
図
る
。
ま
た
工
事
期
間
の
短
縮
を
促
進
す
る

制
度
を
検
討
す
る
。

(重
点
事
項
)

･
共
同
溝
整
備
事
業

一
般
国
道

麻
布
共
同
溝
等

整
備
量

約
二
〇
蹴

事
業
費

五
七
二
億
円

(倍
率
一
･
0
0
)

②

地
域
･
都
市
の
基
盤
の
形
成

住
宅
宅
地
開
発
に
必
要
不
可
欠
な
ア
ク
セ
ス
道
路

等
の
整
備
を
一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
住
宅
宅
地

関
連
公
共
施
設
整
備
促
進
事
業

(関
公
)
の
拡
充
を

図
る
。
[新
規
]

ま
た
、
関
係
機
関
等
の
協
力
の
も
と
電
線
共
同
溝

等
の
整
備
を
推
進
し
、
平
成

=
年
度
ま
で
に
二
、

0
0
0
如
程
度
の
電
線
類
地
中
化
を
目
標
と
す
る
第

三
期
電
線
類
地
中
化
五
箇
年
計
画
を
前
倒
し
て
実
施

、す
る
。

･
電
線
類
地
中
化
の
推
進整

備
量

約
四
〇
〇
虹

③

地
域
づ
く
り
の
支
援

活
力
あ
る
地
方
圏
を
形
成
す
る
た
め
、
交
流
ふ
れ

あ
い
ト
ン
ネ
ル
･
橋
梁
整
備
事
業
、
新
産
業
創
出
基

盤
形
成
事
業
、
道
の
駅
等
を
引
き
続
き
整
備
す
る
と

と
も
に
、
複
数
の
市
町
村
が
策
定
す
る
連
携
計
画
に

位
置
付
け
ら
れ
た
市
町
村
間
連
絡
道
路
の
整
備
を
重

点
支
援
す
る
｢地
域
連
携
強
化
支
援
道
路
事
業
｣
を

創
設
す
る
な
ど
、
地
域
連
携
強
化
を
支
援
す
る
た
め

の
道
路
整
備
を
推
進
す
る
。

(重
点
事
項
)

･
地
域
連
携
強
化
支
援
道
路
事
業
の
創
設

(新

規
)

約
三
○
箇
所

･
交
流
ふ
れ
あ
い
ト
ン
ネ
ル
･
橋
梁
整
備
事
業

宮
城
県
風
越
ト
ン
ネ
ル
等

八
〇
箇
所

･
事
故
多
発
地
点
緊
急
対
策
事
業

一
般
国
道
一
号

一
ノ
坪
交
差
点

(京
都

府
八
幡
市
)
等

約
一
、
三
〇
〇
箇
所

②

良
好
な
生
活
環
境
の
形
成

誰
も
が
安
心
し
て
通
行
で
き
る
よ
う
幅
の
広

い
歩
道
の
整
備
な
ど
に
よ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

歩
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
･

ゾ
ー
ン
形
成
事
業
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
地
域

の
参
加
に
よ
る
歩
行
空
間
の
点
検
に
基
づ
き
、

横
断
歩
道
橋
の
撤
去
･
ス
ロ
ー
プ
化
･
沿
道
建

築
物
へ
の
直
結
化

(建
築
物
内
の
エ
レ
ベ
ー
タ

等
の
活
用
)
等
の
必
要
な
改
善
を
行
う
。

バ
イ
パ
ス
等
の
整
備
に
伴
い
役
割
が
変
化
し

た
道
路
や
補
助
幹
線
道
路
に
つ
い
て
は
、
歩
行

者
等
の
利
便
性
向
上
を
前
提
と
し
て
、
ト
ラ
ン

ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
導
入
、
歩
道
拡
幅
、
自
転
車

道
の
設
置
等
を
行
う
な
ど
道
路
空
間
の
再
構
築

を
進
め
る
。

(重
点
事
項
)

･
歩
行
空
間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

事
業
費

三
、
五
六
八
億
円

(倍
率
一
.
○

一
)

98

柴
又
地
区

(東
京
都
葛
飾
区
)
等

　

　

　

約
二
八
〇
地
区

道

･
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

･
ゾ
ー
ン
形
成
事
業

ィ

旗
の
台
地
区

(東
京
都
品
川
区
)
等

=

安
全
な
生
活
空
間
の
確
保

①

交
通
安
全
施
策
の
着
実
な
推
進

｢特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
七
箇
年

計
画
｣
等
に
基
づ
き
、
公
安
委
員
会
と
連
携
し
、

事
故
多
発
地
点
緊
急
対
策
事
業
、
交
通
安
全
総

点
検
な
ど
を
推
進
す
る
。

(重
点
事
項
)

3

よ
り
よ
い
生
活
環
境
の
確
保



約
一
〇
〇
地
区

･
道
路
空
間
の
再
構
築

ト
ラ
ン
ジ

ッ
ト
モ
ー
ル
の
導
入

浜
松
市

･
道
路
交
通
環
境
改
善
促
進
事
業
の
創
設

(新

規
)

⑭

良
好
な
環
境
の
保
全
･
形
成

①

二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
な
ど
地
球
環
境
へ
の

負
荷
の
低
減

二
酸
化
炭
素
等
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減

の
た
め
、
運
輸
部
門
の
内
、
自
動
車
交
通
に
つ

い
て
、
バ
イ
パ
ス
や
環
状
道
路
等
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
と
あ
わ
せ
て
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
自
動
車
･
低
公
害
車
の
普
及
促
進
、
物
流

の
効
率
化
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
、
交

通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

(T
D
M
)
施
策
の
推

進
等
総
合
的
な
施
策
を
推
進
す
る
。

②

沿
道
環
境
の
改
善

夜
間
騒
音
の
要
請
限
度
を
超
え
る
区
間
に
つ

い
て
低
騒
音
舗
装
、
遮
音
壁
の
設
置
な
ど
の
道

路
構
造
対
策
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
｢幹
線
道
路

の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律

(沿
道
法
)｣
を

活
用
し
、
建
物
防
音
工
事
助
成
や
緩
衝
建
築
物

の
誘
導
な
ど
道
路
交
通
騒
音
対
策
を
推
進
す
る
。

(重
点
事
項
)

･
道
路
交
通
騒
音
低
減
の
た
め
の
道
路
構
造
対

策
、
沿
道
整
備

事
業
費

五
二
五
億
円

(倍
率
一
･三
八
)

支
援
体
制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
防
災
カ
ル

　　

し
て
住
め
る
国
土
の
実
現

テ
や
移
動
電
子
端
末
等
を
用
い
た
災
害
要
因
を

メ

よ
り
効
果
的
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
管
理
方
法
を
導

2

　

　

　道行セ 98.2

道
路
は
、
国
民
生
活
、
社
会
経
済
活
動
を
支
え
る

最
も
基
礎
的
な
社
会
資
本
で
あ
り
、
国
土
保
全
、
危

機
管
理
の
観
点
か
ら
、
安
全
で
信
頼
性
の
高
い
道
路

空
間
の
確
保
を
推
進
す
る
。
特
に
、
安
心
し
て
住
め

る
国
土
の
実
現
に
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
全
体
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
管
理
が
重
要
で
あ
る
。

①

阪
神
･
淡
路
地
域
に
お
け
る
復
興
対
策
の
推

進
｢阪
神
･
淡
路
地
域
の
復
興
に
向
け
て
の
取

組
方
針
｣
(阪
神
･
淡
路
復
興
対
策
本
部
決
定
)

に
基
づ
き
、
被
災
地
域
の
生
活
の
再
建
、
経
済

の
復
興
、
安
全
な
地
域
づ
く
り
を
図
る
た
め
、

道
路
事
業
、
土
地
区
画
整
理
事
業
等
を
推
進
す

る
-0

②

防
災
･
震
災
対
策
の
強
化

広
域
的
な
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
を

進
め
る
と
と
も
に
、
平
成
八
、
九
年
度
に
実
施

し
た
道
路
防
災
総
点
検
等
に
基
づ
く
防
災
対
策
、

耐
震
補
強
を
引
き
続
き
実
施
す
る
。
特
に
緊
急

輸
送
道
路
に
つ
い
て
は
、
橋
梁
等
の
耐
震
補
強

を
引
き
続
き
実
施
す
る
。

さ
ら
に
、
大
規
模
な
道
路
災
害
の
発
生
に
対

し
て
、
復
旧
の
た
め
の
道
路
管
理
者
間
の
相
互

テ
や
移
動
電
子
端
末
等
を
用
い
た
災
害
要
因
を

よ
り
効
果
的
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
管
理
方
法
を
導

入
す
る
。
ま
た
、
地
域
住
民
等
と
連
携
し
、
斜

面
等
の
監
視
、
異
常
の
通
報
を
行
う
体
制
づ
く

り
に
取
り
組
む
。

(重
点
事
項
)

･
道
路
防
災
総
点
検
等
に
基
づ
く
防
災
対
策
･

震
災
対
策

事
業
費

四
、
六
一
八
億
円

(倍
率
一
･
0

=

4

道
路
政
策
の
進
め
方
の
改
革

=

道
路
事
業
の
効
率
化

①

重
点
投
資
を
行
う
分
野
の
明
確
化

社
会
、
経
済
、
生
活
が
直
面
す
る
課
題
解
決

を
支
援
す
る
た
め
、
経
済
構
造
改
革
の
支
援
等

の
緊
急
課
題
に
対
応
し
て
、
重
点
投
資
を
行
う

分
野
を
明
確
化
し
、
道
路
政
策
を
進
め
る
。

②

投
資
効
果
の
早
期
発
見

厳
し
い
財
政
制
約
の
下
、
道
路
事
業
全
体
の

一
層
の
重
点
化
を
図
る
た
め
、
新
規
の
事
業
着

手
は
、
真
に
緊
急
な
箇
所
に
つ
い
て
限
定
的
に

行
う
。
ま
た
、
さ
ら
に
事
業
効
果
の
早
期
発
現

を
目
指
す
た
め
、
用
地
取
得
の
目
途
が
立
ち
早

期
供
用
が
可
能
な
箇
所
に
投
資
の
重
点
化
を
図

4

安
心
し
て
住
め
る
国
土
の
実
現



る
%ま

た
、
高
規
格
幹
線
道
路
、
地
域
高
規
格
道

路
等
、
大
規
模
な
事
業
箇
所
に
つ
い
て
は
、
事

業
実
施
時
に
用
地
買
収
等
が
円
滑
に
進
め
ら
れ

る
よ
う
、
事
業
化
前
に
、
十
分
な
環
境
面
の
評

価
、
住
民
の
合
意
形
成
等
を
行
う
た
め
、
都
市

計
画
決
定
、
環
境
影
響
評
価
、
事
業
手
法
の
確

定
等
の

｢着
工
準
備
｣
を
行
う
。

③

事
業
コ
ス
ト
の
縮
減

限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
し
、
道
路
事

業
を
効
率
的
･
効
果
的
に
進
め
て
い
く
た
め
、

｢公
共
工
事
コ
ス
ト
縮
減
対
策
に
関
す
る
行
動

指
針
｣
及
び
同

｢行
動
計
画
｣
を
踏
ま
え
、
コ

ス
ト
縮
減
に
努
め
る
。
さ
ら
に
、
用
地
取
得
や

埋
蔵
文
化
財
調
査
等
に
よ
る
遅
延
コ
ス
ト
の
軽

減
を
図
る
。

(例
)
･
鋼
橋
上
部
構
造
の
詳
細
設
計
と
工
場
製

作
の
一
体
発
注
に
つ
い
て
の
試
行

･
ト
ン
ネ
ル
換
気
設
計
基
準
の
改
訂

④

多
様
な
連
携
の
推
進

横
断
的
な
政
策
に
つ
い
て
は
、
省
庁
間
等
の

連
携
を
推
進
し
、
事
業
効
果
の
最
大
化
を
図
る
。

②

評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入

①

個
別
事
業
の
評
価

平
成
九
年
度
の
事
業
採
択
に
あ
た
っ
て
は
、

費
用
便
益
比

(B
/
C
)
参
を
含
め
た
客
観
的

評
価
指
標

(案
)
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
を
踏
ま
え

③

透
明
性
の
確
保
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
･イ
ン
ポ
ル
ブ
メ

事
業
の
評
価
を
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る

ン
ト

(p
-
)
の
実
施

が
、
さ
ら
に
評
価
項
目
を
充
実
さ
せ
、
平
成
一

○
年
度
新
規
着
工
準
備
及
び
新
規
事
業
箇
所
の

採
択
に
反
映
さ
せ
る
。
ま
た
、
事
業
途
中
段
階

に
お
い
て
再
評
価
を
行
い
、
評
価
結
果
を
公
表

す
る
と
と
も
に
、
事
業
完
了
後
に
お
い
て
も
、

追
跡
調
査
を
行
う
。

②

施
策
の
評
価

個
別
事
業
の
評
価
に
加
え
て
施
策
の
評
価
を

実
施
す
る
。
こ
の
た
め
、
渋
滞
対
策
、
交
通
安

全
等
の
施
策
別
に
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
達
成

状
況
等
に
つ
い
て
評
価
を
試
行
す
る
。

③

社
会
実
験
の
積
極
的
な
実
施

新
規
施
策
の
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
場
所
や

期
間
を
限
定
し
て
、
国
民
と
共
に
施
策
･
事
業

を
試
行
･
評
価
す
る
社
会
実
験
を
積
極
的
に
実

施
す
る
。
社
会
実
験
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

当
事
者
で
あ
る
市
町
村
と
国
と
が
直
接
協
力
す

る
体
制
を
構
築
し
、
必
要
な
費
用
に
つ
き
重
点

的
に
支
援
す
る
o

(例
)
･
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

(T
D
M
)

施
策

札
幌
市
、
金
沢
市

等

･
ト
ラ
ン
ジ

ッ
ト
モ
ー
ル
の
整
備

浜
松
市

等

①

道
路
の
整
備
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
都
市

計
画
道
路
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
･
公
表

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
新
た
な
道
路
整

備
五
箇
年
計
画
の
策
定
に
あ
わ
せ
、
高
速
自
動

車
国
道
か
ら
市
町
村
道

(共
同
溝
、
駐
車
場
を

含
む
)、都
市
計
画
道
路
の
事
業
の
着
手
予
定
及

び
完
了
予
定
年
度
等
を
明
示
し
た
整
備
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
作
成
、
公
表
す
る
。

②

パ
ブ
リ
ッ
ク

･
イ
ン
ポ
ル
ブ
メ
ン
ト
の
実
施

国
民
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
反
映
す
る
た
め
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
･
イ
ン
ポ
ル
ブ
メ
ン
ト
方
式
参
を

導
入
し
、
対
話
を
行
い
な
が
ら
施
策
の
展
開
を

図
る
。

③

国
民
の
ニ
ー
ズ
の
把
握

複
数
の
道
路
管
理
者
が
道
路
に
関
わ
る
意
見
、

相
談
、
提
案
等
を
総
合
的
に
受
け
る
窓
口
を
充

実
さ
せ
る
。
(｢道
の
相
談
室
｣
の
設
置
)

へ参
〉
1

費
用
便
益
比

(B
/
C
)

…
事
業
に
投
じ
た
費
用
と
生
じ
る
便
益

(効
果
)
の
比
0

費

2

パ
ブ
リ
ッ
ク
･
イ
ン
ポ
ル
プ
メ
ン
ト
方
式

道

"
計
画
策
定
、
意
志
決
定
等
の
段
階
で
国
民
参
加
の
機

会
を
確
立
す
る
方
式
。参
加
は
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
様
々

応

な
手
法
で
行
う
。
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働

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
確
立

国
民
と
行
政
･
官
と
民
･
国
と
地
方
が
適
切
に
役

割
分
担
し
た
新
し
い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
構
築
す

る
･0①

国
民
と
行
政
の
役
割
分
担

生
活
に
密
着
し
た
地
域
的
な
道
路
に
つ
い
て

は
、
適
切
な
地
域
住
民
の
参
加
の
下
に
管
理
が

行
わ
れ
る
仕
組
み
を
検
討
し
、
具
体
化
を
図
る
。

(例
)
･
地
域
住
民
等
と
連
携
し
た
斜
面
等
の
監

視
等
を
行
う
手
法
の
試
行

②

官
と
民
の
役
割
分
担

高
速
道
路
空
間
等
を
活
用
し
た
民
間
事
業
機

会
を
創
出
し
、
高
速
道
路
の
機
能
の
増
進
と
利

便
の
向
上
を
図
る
た
め
、
民
間
活
力
を
活
用
し

た
社
会
資
本
整
備
を
促
進
す
る
。

(例
)
･
既
存
I
C
の
利
用
可
能
地
へ
の
民
間
利

便
施
設
の
設
置

･
高
速
道
路
と
そ
の
機
能
を
活
用
す
る
民

間
施
設
と
の
直
結

(民
間
に
よ
る
I
C

の
設
置
)

･
S
A
･
P
A
の
隣
接
地
へ
の
民
間
利
便

施
設
の
設
置

六

お
わ
り
に

平
成
一
〇
年
度
の
予
算
編
成
は
、
財
政
構
造
改
革

の
推
進
と
い
う
極
め
て
厳
し
い
環
境
の
中
で
の
作
業

と
な
り
、
と
り
わ
け
道
路
整
備
予
算
に
つ
い
て
は
、

新
た
な
五
箇
年
計
画
の
策
定
と
い
う
重
要
課
題
を
抱

え
、
ま
た
、
道
路
特
定
財
源
に
つ
い
て
も
、
旧
国
鉄

債
務
へ
の
転
用
等
編
成
過
程
で
様
々
な
議
論
が
な
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
環

境
下
で
結
果
と
し
て
新
た
な
道
路
整
備
五
箇
年
計
画

の
要
求
額
七
八
兆
円
、
道
路
特
定
財
源
関
係
諸
税
の

暫
定
税
率
の
五
年
間
延
長
等
要
求
ど
お
り
の
内
容
を

確
保
し
、
今
後
の
道
路
整
備
の
骨
格
を
維
持
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
道
路
整
備
へ

の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
と
受
け
と
め
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
諸
課
題
に
適
切
に
対
応
し
、
よ
り
一
層
効

率
的
な
道
路
行
政
の
推
進
に
努
め
て
い
く
こ
と
と
し

て
お
り
、
引
き
続
き
道
路
行
政
へ
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。(道

路
局
道
路
総
務
課
企
画
官
)

道行セ 98.2 メ7



特
集
/
平
成
中
年
度
道
路
関
係
予
算

◎椴
鬮
週
関
係
予
算
◎
柳
襲

上

野

進
一
郎
※

酒

井

利

夫
※
※

さ
せ
る
た
め
、
都
市
環
状
道
路
、
バ
イ
パ
ス
、
放
射

道
路
、
都
心
環
状
道
路
等
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

重
点
的
な
整
備
を
推
進
す
る
ほ
か
、
高
度
情
報
通
信

社
会
の
進
展
を
図
る
た
め
、
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
構
築

の
支
援
、
I
T
S

(高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
)
の

整
備
等
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
･
都
市
づ
く
り
を

支
援
す
る
た
め
、
交
差
点
立
体
化
等
に
よ
る
渋
滞
対

策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
よ
い
生
活
環
境
の

確
保
、
良
好
な
環
境
の
保
全
･
形
成
の
た
め
遮
音
壁

や
環
境
施
設
帯
の
設
置
な
ど
道
路
構
造
対
策
等
を
推

鯰

進
す
る
。

セ行

さ
ら
に
、
安
心
し
て
住
め
る
国
土
の
実
現
の
た
め
、
道

橋
梁
等
の
耐
震
補
強
、
及
び
平
成
八
･
九
年
度
実
施

β

の
道
路
防
災
総
点
検
や
ト
ン
ネ
ル
坑
口
･
岩
盤
斜
面

は
じ
め
に

一
般
国
道
は
、
現
在
四
五
九
路
線
、
実
延
長
約
五

三
、
0
0
0
蝋
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
一
般
国
道
は
高
速
自
動
車
国
道
等
高
規
格
幹

線
道
路
と
一
体
と
な
っ
て
全
国
的
な
幹
線
道
路
網
を

構
成
し
、
全
国
的
な
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
、

安
全
で
円
滑
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
確
保
、
地
域
連
携
の

強
化
及
び
地
域
振
興
支
援
等
の
機
能
を
有
し
、
我
が

国
の
社
会
活
動
を
支
え
る
根
幹
的
交
通
施
設
と
し
て

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
交
通
量
の
増
大
に
伴
い
、

都
市
部
及
び
そ
の
周
辺
を
中
心
に
交
通
混
雑
の
深
刻

化
、
交
通
安
全
上
の
問
題
が
顕
在
化
し
、
山
間
部
等

で
は
狭
隧
区
間
、
防
災
上
の
危
険
区
間
、
交
通
不
能

区
間
等
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
平
成
七
年
四
月
一
日
現
在
、
四
車
線

以
上
で
整
備
さ
れ
て
い
る
区
間
は
わ
ず
か
五
、
四
〇

九
蝿

(
一
○
･
一
%
)
し
か
な
い
現
状
に
あ
る
。
ま

た
、
改
良
済
み
区
間
四
六
、
六
〇
一
如

(八
七
･
四

%
)
で
あ

っ
て
も
交
通
が
ス
ム
ー
ズ
に
通
行
し
て
い

な
い
区
間

(混
雑
度
一
･
0
以
上
の
区
間
)
が
二
四
、

一
六
九
如

(四
五
･
三
%
)
に
達
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
に
鑑
み
、
平
成
一
〇
年
度
を
初

年
度
と
す
る
新
た
な
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
を
策
定

し
、
平
成
一
○
年
度
は
そ
の
初
年
度
と
し
て
、
広
域

的
な
物
流
の
効
率
化
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
、
高

規
格
幹
線
道
路
に
指
定
さ
れ
た
一
般
国
道
の
自
動
車

専
用
道
路
や
地
域
高
規
格
道
路
を
重
点
的
に
整
備
す

る
と
と
も
に
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
基
盤
を
充
実



等
緊
急
点
検
結
果
に
基
づ
く
防
災
対
策
を
推
進
す
る
。

以
下
に
平
成
一
〇
年
度
の
一
般
国
道
関
係
予
算
の

概
要
に
つ
い
て
述
べ
る
。

高
規
格
幹
線
道
路
の
整
備

地
域
間
の
活
発
な
交
流
を
支
え
、
活
力
あ
る
地
域

づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
産
業
の
活
性

化
を
促
し
、
経
済
構
造
の
改
革
を
支
援
す
る
た
め
、

二
一
世
紀
初
頭
ま
で
に
一
四
、
○
○
○
如
の
高
規
格

幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
概
成
を
目
標
に
、
今
後

の
道
路
政
策
の
中
心
的
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

o

表 1 平成10年度新規着工準備箇所一覧
(l) 一般国道自動車専用道路

路 線 名 箇 所 名 長
の

延
& 繋 名県

道

道

道

車

車

車

動

動

動

白
ロ
ム日

白
ロ

貫

貫

状

縦

縦

環

陸

豆

海

三

伊

東

期T1路道
鯏勢

路
だ
田
歌北

道
比下

~

の桑
づ
津
砂老

赫唐
め河
導養

賠
鍔
碍
計

4

狙

“

道

道

道

国

国

国

合

3

6

18

27

轄

轄

轄

直

直

直 重

城

岡

三

宮

静

阜岐

室
道
路
)、
山
陰
自
動
車
道
(国
道
九
号

東
伯
中
山

道
路
)
等
三
五
如
の
区
間
に
つ
い
て
新
規
着
工
準
備

と
し
て
事
業
に
着
手
す
る
予
定
で
あ
る

(表
1
参

照
)。さ

ら
に
、
高
規
格
幹
線
道
路
の
事
業
と
密
接
に
関

連
す
る
東
京
外
か
く
環
状
道
路
、
名
古
屋
環
状
二
号

線
等
の
事
業
に
つ
い
て
継
続
実
施
す
る
。

(2) 高速自動車国道と並行する一般国道自動車専用道路

並行高速国道路線名 箇 所 名 裔 業
体

事
主 県 名

道
鞠

車

目

道

動

北

車

目

東

動

道

断

岸

目

車

横

沿

央

動

道

海

中

目

梅

本

北

陰

北

日

東

山

繊
路

明荘

路

道

路
胤本

道
舷山

道
ほ保
數北
妙中

聯室
か賀
腸庄
眠伯

ね根
に仁
熱新
3東

号

号

号

号

計

44

7

13

9

道

道

道

道

国

国

国

国

合

7

12

5

蛇

綿

轄

諸

轄

轄

直

直

直

直

道

田

形

取

海北

秋

山

鳥

(注)1.新規着工準備箇所 :事業着手に向け、 都市計画決定手続き、 環境影響評価手続

き、 事業手法の確定等を進める箇所。
2.合計は端数調整の関係で各区間の延長の累計とは一致しない。

二

地
域
高
規
格
道
路

全
国
的
な
高
規
格
幹
線
道
路
と
一
体
と
な
っ
て
幹

線
道
路
網
を
形
成
し
、
地
域
の
振
興
･
活
性
化
を
図

る
た
め
、
重
点
的
か
つ
計
画
的
な
整
備
に
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
長
期
的
に
は
六
、
○
○
○
蝿

-
八
、
○
○
○
額
整
備
を
目
標
と
し
て
い
る
。
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一
般
国
道
の
自
動
車
専
用
道
路
と
し
て
整
備
す
る

高
規
格
幹
線
道
路
は
、
総
延
長
で
約
二
、
三
〇
〇
如

(本
州
四
国
連
絡
道
路
除
き
)
で
あ
り
、
既
に
事
業

に
着
手
し
て
い
る
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
、
東

海
環
状
自
動
車
道
、
京
奈
和
自
動
車
道
等
大
都
市
圏

を
中
心
に
積
極
的
な
事
業
展
開
を
図
る
と
と
も
に
、

三
陸
縦
貫
自
動
車
道

(国
道
四
五
号

唐
桑
道
路
)、

伊
豆
縦
貫
自
動
車
道

(国
道
四
一
四
号

河
津
下
田

道
路
)
等
二
七
蝋
の
区
間
に
つ
い
て
新
規
着
工
準
備

と
し
て
事
業
に
着
手
す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
高
速
自
動
車
国
道
に
並
行
す
る
一
般
国
道

に
お
い
て
既
に
事
業
に
着
手
し
て
い
る
自
動
車
専
用

道
路
の
整
備
を
促
進
し
、
当
面
そ
の
活
用
を
図
る
と

と
も
に
北
海
道
横
断
自
動
車
道

(国
道
四
四
号

根



平成10年度地域高規格道路 (補助) 新規着工準備箇所一覧
(1) 新規箇所

路 線 名 箇 所 名 轉 魁府令都
政

憊
路
轍
路

道
謨崎

道

鞠
西
基
別
6宮

3束
ぉ御
蟻新

幼岡
や谷
朋條

鵺
長
熱金
と五

鷲
繊

沁
西
ら良

路

け東
都
相

道

游岡
や谷
じ路

粉
長
憐金
山越

鍔
鰐
鰐
計

幼

47

16

道

道

道

国

国

国

合

3

5

5

13

朧

地
域
高
規
格
道
路
は
平
成
六
年
一
二
月
に

｢候
補

工
準
備
と
し
て
事
業
に
着
手
す
る
予
定
で
あ
る

(表

路
線
｣
と
し
て
一
〇
七
路
線
、
｢計
画
路
線
｣
と
し
て

2
参
照
)。

一
三
八
路
線
が
指
定
さ
れ
、
平
成
九
年
九
月
一
0
日

三

ご
般
道
一路
の
整
備

付
け
で

｢整
備
区
間
｣
七
四
如
が
新
た
に
指
定
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

1

一
次
改
築

な
お
、
平
成
一
○
年
度
は
直
轄
事
業
と
し
て
、
上

一
般
国
道
の
一
次
改
築
は
、
交
通
不
能
区
間
及
び

越
魚
沼
地
域
振
興
快
速
道
路

(国
道
二
五
三
号

八

幅
員
狭
纏
区
間
の
解
消
、
冬
季
交
通
の
確
保
を
図
る

箇
峠
道
路
)
等
二
九
m
、
補
助
事
業
と
し
て
、
知
立

こ
と
に
よ
り
地
域
交
流
の
拡
大
、
地
域
開
発
の
促
進

バ
イ
パ
ス

(延
伸
)
等
二
○
如
の
区
間
に
つ
い
て
着

等
に
極
め
て
大
き
な
役
割
を
有
す
る
事
業
で
あ
り
、

快

鞆伸

　

　

　
　

　

　

　
　

　

路 線 名 箇 所 名 長
砂

延
毯 繋 県 名

羸快穰
鱗

蝋
鰤

麒
湖

上

中
路
鴬

道
づ津

渕峠
茄大

か箇
そ蘇

ゆ八
ぁ
阿

号

号

十

鞘

斑

言

道

道

国

国

合

10

7

17

語

轄

直

直

潟

本

路 線 名 箇 所 名 長
蝨

延
は 霊 県 名

路

路

道

道

岸

山

沿

福

海
鍼
棚 繊

路
拗縱鰤蠣

樅剛
楡矯

塀
鰭
計

醸
離
合

3

9

乾

轄

轄

直

直

島

岡

広

福

2 平成10年度地域高規格道路 (直轄) 新規着工準備箇所一覧

(2) 工区延伸箇所

路 線 名 箇 所 名 薔 舷府令都
政

路道

路

線

道

幹

た田
搭草

は豊
擾
天

%浦
乾本

翫衣
は熊

聯
轢

収
収

沸
滋

帰路
は島

ち知
わ松

婦
鰐
計

適
滋

国

国

合

n乙

にJ
ワ‘

県

県

知

本

愛

熊

指
定
区
間
及
び
権
限
代
行
区
間
に
つ
い
て
は
直
轄
事

業
に
よ
り
、
そ
れ
以
外
の
区
間
に
つ
い
て
は
補
助
事

業
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
整
備
を
進
め
て
い
る
。

直
轄
事
業
に
お
い
て
は
権
限
代
行
区
間
と
し
て
、

富
山
･岐
阜
三
六
〇
号

(宮
川
細
入
道
路
)、
高
知
･

愛
媛
一
九
四
号

(寒
風
山
道
路
)
等
の
路
線
に
つ
い

て
事
業
を
継
続
実
施
す
る
と
と
も
に
、
宮
崎
･
大
分

三
二
六
号

(三
国
峠
道
路
)
に
つ
い
て
供
用
を
図
る

ほ
か
、
新
た
に
福
岡
･
大
分
四
四
二
号
の
竹
原
峠
道
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路
及
び
三
重
･
滋
賀
四
二
一
号
の
石
榑
峠
道
路
に
つ

い
て
新
規
着
工
準
備
と
し
て
事
業
に
着
手
す
る
予
定

で
あ
る
。
ま
た
、
指
定
区
間
で
は
北
海
道
三
九
三
号

(赤
井
川
道
路
)、
二
七
四
号
(徹
別
道
路
)
等
の
路

線
に
つ
い
て
事
業
を
継
続
実
施
す
る
。
補
助
事
業
に

お
い
て
も
、
交
通
不
能
区
間
の
解
消
を
図
る
べ
く
長

崎
四
四
四
号

(黒
木
道
路
)
の
供
用
を
図
る
ほ
か
、

福
島
三
四
九
号
、
新
潟
三
五
二
号
、
奈
良
一
六
八
号
、

高
知
四
三
九
号
、
宮
崎
三
八
八
号
等
の
整
備
を
促
進

、す
る
。

2

二
次
改
築

一
般
国
道
の
二
次
改
築
は
、
市
街
地
部
の
交
通
混

雑
の
緩
和
、
空
港
、
港
湾
、
I
C
、
主
要
駅
等
の
交

通
拠
点
へ
の
連
絡
強
化
及
び
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
支
援
等
の
観
点
か
ら
、
現
道
拡
幅
、
バ
イ
パ
ス
、

環
状
道
路
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
早
期
に

整
備
効
果
が
発
現
で
き
る
箇
所
等
を
中
心
に
、
計
画

的
か
つ
重
点
的
に
事
業
の
展
開
を
図
る
。
ま
た
、
防

災
･
震
災
対
策
や
、
よ
り
よ
い
生
活
環
境
の
確
保
･

良
好
な
環
境
の
保
全
形
成
の
た
め
の
緑
化
･
環
境
対

策
等
を
推
進
す
る
。

の

バ
イ
パ
ス
･
環
状
道
路
の
整
備

大
都
市
圏
内
、
地
方
中
核
都
市
及
び
そ
の
周
辺
部

の
交
通
混
雑
の
抜
本
的
な
解
消
と
沿
道
環
境
の
改
善

を
図
る
た
め
に
は
、
既
成
市
街
地
か
ら
通
過
交
通
を

迂
回
さ
せ
る
と
と
も
に
都
市
に
発
生
集
中
す
る
交
通

を
分
散
導
入
さ
せ
る
役
割
を
持
つ
バ
イ
パ
ス
･
環
状

道
路
の
整
備
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

平
成
一
○
年
度
は
、
既
着
手
箇
所
を
中
心
に
交
通

混
雑
や
沿
道
環
境
の
悪
化
が
特
に
著
し
い
箇
所
に
重

点
を
お
く
と
と
も
に
、
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

不
可
欠
な
道
路
事
業
の
う
ち
、
早
期
完
成
に
よ
り
大

き
な
事
業
効
果
が
期
待
で
き
る
事
業
及
び
空
港
、
港

湾
、
I
C
、
主
要
駅
等
へ
の
連
絡
を
強
化
す
る
整
備

に
つ
い
て
重
点
的
に
整
備
を
推
進
し
、
直
轄
事
業
に

お
い
て
は
、
愛
知
二
三
号
(岡
崎
バ
イ
パ
ス
)、
広
島

二
号

(三
原
バ
イ
パ
ス
)
等
の
供
用
を
図
る
と
と
も

に
、
補
助
事
業
に
お
い
て
も
、
岐
阜
二
五
六
号

(佐

賀
ー
粟
野
バ
イ
パ
ス
)、
香
川
一
九
五
号
(川
東
香
南

バ
イ
パ
ス
)
等
に
つ
い
て
積
極
的
な
展
開
を
図
る
。

②

渋
滞
対
策

都
市
内
の
幹
線
道
路
網
は
、
都
市
の
諸
活
動
を
支

え
る
基
盤
と
し
て
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
従

来
か
ら
そ
の
計
画
的
･
体
系
的
な
整
備
の
促
進
に
努

め
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

道
路
交
通
需
要
の
大
き
な
伸
び
に
よ
り
、
道
路
交
通

渋
滞
の
状
況
は
悪
化
し
て
お
り
、
渋
滞
に
よ
る
交
通

事
故
の
増
加
、
時
間
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ロ
ス
に
よ
る

経
済
活
動
へ
の
多
大
な
損
失
、
及
び
騒
音
･
排
気
ガ

ス
に
よ
る
環
境
へ
の
影
響
が
顕
在
化
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
平
成

一
○
年
度
に
お
い
て
も
引
き
続

き
交
通
容
量
の
拡
大
施
策
と
し
て
バ
イ
パ
ス
、
環
状

道
路
等
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
及
び
多
車
線

化
に
よ
る
幅
の
確
保
、
交
差
点
改
良
、
立
体
化
等
に

よ
る
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
の
解
消
等
の
事
業
を
推
進
し
、

お
ぽ
な
い

直
轄
事
業
に
お
い
て
は
、
秋
田
四
六
号

(生
保
内
改

良
)、
神
奈
川
一
六
号
(相
模
原
拡
幅
)
等
、
補
助
事

業
に
お
い
て
は
、
大
阪
三
〇
九
号

(富
田
林
バ
イ
パ

ス
)
等
の
供
用
を
図
る
。

③

交
通
安
全
対
策

改
築
事
業
の
推
進
が
交
通
の
安
全
確
保
に
大
き
く

寄
与
し
て
い
る
と
の
観
点
か
ら
、
特
定
交
通
安
全
施

設
等
整
備
事
業
と
の
適
切
な
役
割
分
担
の
も
と
に
、

現
道
拡
幅
、
バ
イ
パ
ス
等
の
整
備
に
伴
う
歩
道
等
の

整
備
を
推
進
す
る
。

④

防
災
･
震
災
対
策

豪
雨
豪
雪
等
に
対
す
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
安

全
性
･
信
頼
性
の
向
上
を
図
る
た
め
の
防
災
対
策
事

業
と
し
て
、
平
成
八
･
九
年
度
実
施
の

｢道
路
防
災

総
点
検

(豪
雨
･豪
雪
等
)｣
に
基
づ
き
、
緊
急
的
に

対
策
を
実
施
す
る
斜
面
等
に
つ
い
て
防
災
対
策
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
豊
浜
ト
ン
ネ
ル
･
第
二
白
糸
ト

ン
ネ
ル
崩
落
事
故
を
踏
ま
え
た
緊
急
点
検
結
果
に
基

づ
く
岩
盤
斜
面
等
の
法
面
対
策
を
重
点
的
に
実
施
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
阪
神
･
淡
路
大
震
災
に
よ
る
教
訓
を
踏
ま

え
、
平
成
八
･
九
年
度
に
実
施
の
道
路
防
災
総
点
検
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に
基
づ
き
、
被
災
の
危
険
性
の
あ
る
緊
急
輸
送
道
路

に
お
け
る
橋
梁
等
の
耐
震
補
強
を
重
点
的
に
実
施
す

　　
　◎

沿
道
環
境
対
策

自
動
車
交
通
の
集
中
や
そ
れ
に
伴
う
渋
滞
の
た
め
、

騒
音
･
大
気
汚
染
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。
良
好
な
環
境
を
形
成
す
る
た
め
、
夜
間
騒
音
の

要
請
限
度
を
超
え
る
区
間
に
つ
い
て
低
騒
音
舗
装
、

遮
音
壁
の
設
置
な
ど
道
路
構
造
対
策
を
推
進
す
る
。

ま
た
、｢幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律
(沿

道
法
)｣を
活
用
し
、
建
物
防
音
工
事
助
成
や
緩
衝
建

築
物
の
誘
導
な
ど
道
路
交
通
騒
音
対
策
を
推
進
す
る
。

③

都
市
モ
ノ
レ
ー
ル

都
市
交
通
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
道
路
の
空
間

を
利
用
し
て
、
道
路
交
通
の
補
完
的
役
割
を
果
た
す

都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
の
建
設
を
推
進
す
る
。

の

そ
の
他

耐
荷
力
の
不
足
し
て
い
る
老
朽
橋
の
架
替
、
踏
切

道
の
改
良
な
ど
の
事
業
を
推
進
す
る
ほ
か
、
半
島
循

環
道
路

(昭
和
六
三
年
一
二
月
三
日
官
報
告
示
)
の

整
備
促
進
を
図
る
。

四

共
同
溝

大
都
市
及
び
そ
の
周
辺
の
道
路
に
は
、
電
話
･
電

気
･
ガ
ス
･
上
下
水
道
等
の
都
市
活
動
に
不
可
欠
な

公
共
公
益
施
設
が
多
数
埋
設
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
ケ
ー
ブ
ル
･
管
路
の
新
設
や
補
修
等
の
た
め
の
路

面
の
掘
り
返
し
は
道
路
交
通
に
著
し
い
支
障
を
与
え

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
掘
り
返
し
を
防
止
し
道
路
構

造
の
保
全
と
円
滑
な
道
路
交
通
の
確
保
を
図
る
と
と

も
に
、
道
路
地
下
空
間
の
効
率
的
利
用
の
観
点
か
ら

昭
和
三
八
年
度
よ
り
共
同
溝
の
整
備
を
進
め
て
き
て

お
り
、
平
成
九
年
度
末
ま
で
の
整
備
延
長
は
、
約
三

九
〇
蝿
に
達
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

平
成
一
○
年
度
は
、
東
京
器
区
･
名
古
屋
市
･
大

阪
市
な
ど
全
国
の
主
要
な
都
市
に
お
い
て
整
備
を
推

進
し
、
さ
ら
に
約
二
○
蛔
の
延
伸
を
図
る
予
定
で
あ

"{↓。五

電
線
共
同
溝

安
全
で
快
適
な
通
行
空
間
の
確
保
、
都
市
災
害
の

防
止
、
都
市
景
観
の
向
上
等
の
観
点
か
ら
電
線
類
の

地
中
化
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
高
度
情

報
通
信
社
会
の
早
期
実
現
に
寄
与
す
る
た
め
、
道
路

の
地
下
を
活
用
し
て
光
フ
ァ
イ
バ
ー
、
電
力
線
等
を

収
容
す
る
空
間

｢電
線
共
同
溝

(C
･C
･B
O
×
)｣

の
整
備
を
推
進
す
る
。

平
成
一
〇
年
度
は
、
商
業
業
務
地
区
、
景
観
を
保

全
又
は
形
成
す
る
地
区
、
地
域
の
情
報
化
を
図
る
地

区
を
中
心
に
整
備
を
推
進
す
る
。

六

維
持
修
繕

道
路
ス
ト
ッ
ク
を
保
全
し
、
道
路
機
能
を
最
大
限

に
発
揮
さ
せ
る
と
と
も
に
沿
道
環
境
の
保
全
を
図
る

た
め
、
経
常
的
な
業
務
と
し
て
維
持
･
修
繕
は
必
要

不
可
欠
な
重
要
な
業
務
で
あ
る
。

一
般
国
道
の
う
ち
、
特
に
重
要
な
広
域
幹
線
を
形

成
す
る
道
路
に
つ
い
て
は
、
指
定
区
間
と
し
て
国
が

直
轄
事
業
に
よ
り
維
持
･
修
繕
を
実
施
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
指
定
区
間
外
に
つ
い
て
は
、

一
定
規
模
以
上
の
補
修
な
ど
を
補
助
事
業
の
対
象
と

し
て
い
る
。

橋
梁
等
の
道
路
ス
ト
ッ
ク
を
健
全
な
状
態
で
維
持

し
、
次
世
代
に
良
好
な
状
態
で
引
き
継
ぐ
た
め
、
計

画
的
な
維
持
管
理
を
推
進
す
る
。
こ
の
た
め
、
平
成

一
〇
年
度
よ
り
道
路
施
設
の
老
朽
化
に
対
応
し
た
定

期
点
検
、
健
全
度
評
価
の
仕
組
み
、
点
検
技
術
、
評

価
結
果
に
基
づ
く
計
画
的
な
維
持
管
理
手
法
の
開
発

に
着
手
し
、
一
般
国
道

(指
定
区
間
)
に
お
い
て
試

行
す
る
。

指
定
区
間
の
維
持
に
つ
い
て
は
、
路
面
、
路
肩
、

路
側
部
、
橋
梁
等
構
造
物
及
び
交
通
安
全
施
設
の
維

持
、
補
修
の
ほ
か
、
清
掃
･
緑
地
管
理
、
巡
回
等
の

経
常
的
作
業
を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
沖
縄
県
の
未

買
収
道
路
用
地
の
処
理
を
行
う
。
修
繕
に
つ
い
て
は
、

路
面
、
歩
道
、
ト
ン
ネ
ル
、
側
溝
等
の
修
繕
の
ほ
か
、
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阪
神
･
淡
路
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
た
橋
脚
耐
震

補
強
等
、
橋
梁
の
補
修
を
行
う
。
さ
ら
に
、
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
安
全
性
･
信
頼
性
の
向
上
を
図
る
た

め
、
平
成
八
･
九
年
度
実
施
の
道
路
防
災
総
点
検
及

び
豊
浜
ト
ン
ネ
ル
･
第
二
白
糸
ト
ン
ネ
ル
崩
落
事
故

を
踏
ま
え
た
ト
ン
ネ
ル
坑
ロ
部
等
緊
急
点
検
に
基
づ

く
防
災
事
業
を
実
施
す
る
。

指
定
区
間
外
に
つ
い
て
は
、
補
助
事
業
と
し
て
維

持
及
び
補
修
を
実
施
す
る
。
こ
の
う
ち
維
持
は
、
沖

縄
県
の
未
買
収
用
地
の
処
理
を
行
い
、
補
修
は
、
舗

装
の
補
修
、
橋
脚
耐
震
補
強
、
車
両
の
大
型
化
に
対

応
し
た
橋
梁
の
補
強
、
道
路
防
災
総
点
検
及
び
豊
浜

ト
ン
ネ
ル
･
第
二
白
糸
ト
ン
ネ
ル
崩
落
事
故
を
踏
ま

え
た
ト
ン
ネ
ル
坑
口
部
等
緊
急
点
検
に
基
づ
く
防
災

事
業
を
実
施
す
る
。

七

雪

寒
、

平
成
一
〇
年
度
を
初
年
度
と
す
る
、
新
た
な
積
雪

寒
冷
特
別
地
域
道
路
交
通
確
保
五
箇
年
計
画
を
策
定

し
、
そ
れ
に
基
づ
き
除
雪
、
防
雪
、
凍
雪
害
防
止
事

業
を
推
進
す
る
。

平
成
一
〇
年
度
は
、
防
雪
事
業
や
除
雪
の
実
施
、

冬
期
の
交
通
支
障
箇
所
と
な
る
凍
結
路
面
箇
所
等
に

つ
い
て
消
雪
施
設
の
設
置
、
中
心
市
街
地
や
通
学
路
、

福
祉
施
設
周
辺
等
に
お
け
る
歩
行
空
間
の
確
保
、
流

雪
溝
の
整
備
に
よ
る
地
域
と
連
携
し
た
雪
処
理
の
推

進
、
気
象
情
報
収
集
装
置
等
の
整
備
を
推
進
す
る
。

八

交
通
安
全

平
成
一
○
年
度
は
、
第
6
次
特
定
交
通
安
全
施
設

等
整
備
事
業
七
箇
年
計
画
の
三
年
度
目
と
し
て
、
交

通
事
故
の
削
減
と
道
路
交
通
環
境
の
整
備
の
推
進
を

図

っ
て
い
く
。

こ
の
た
め
、
一
種
事
業
に
つ
い
て
は
、
交
差
点
改

良
等
に
よ
り
、
事
故
多
発
地
点
に
重
点
投
資
を
お
こ

な
う
。
ま
た
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
利
用
に
配
慮
し
、

幅
の
広
い
歩
道
を
整
備
す
る
。
二
種
事
業
に
つ
い
て

は
、
道
路
照
明
･
道
路
標
識
及
び
V
I
C
S

(道
路

交
通
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
)
等
道
路
情
報
提
供
装
置

の
整
備
を
推
進
す
る
ほ
か
、
自
動
車
地
下
駐
車
場
に

つ
い
て
も
整
備
を
促
進
す
る
。
ま
た
、
疲
労
運
転
に

よ
る
交
通
事
故
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
個
性
豊
か

な
地
域
づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
、
一
般
道
路
の
休

憩
施
設

｢道
の
駅
｣
の
整
備
を
推
進
す
る
。

お
わ
り
に

建
設
省
に
お
い
て
は
、
従
来
よ
り
国
の
直
轄
事
業

及
び
補
助
事
業
と
し
て
鋭
意
一
般
国
道
の
整
備
を
進

め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
高
規
格
幹
線
道
路
･

地
域
高
規
格
道
路
の
早
期
整
備
、
交
通
混
雑
の
緩
和
、

交
通
不
能
区
間
や
危
険
箇
所
の
解
消
な
ど
緊
急
に
整

備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
多
く
の
箇
所
を
残
し
て
お

り
、
整
備
の
要
望
も
極
め
て
大
き
い
。

こ
の
た
め
、
一
層
重
点
的
･
効
率
的
な
整
備
の
推

進
に
努
め
て
い
き
た
い
。

兜

(※
･
※
※
道
路
局
国
道
課
建
設
専
門
官
)
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特
集
/
宰
成
寺
年
度
道
路
関
係
予
算

高
速
自
動
藁
鬮
週
関
係
予
算
⑭
柳
襲

後
藤

貞

二

三

建
設
費

平
成
一
○
年
度
の
高
速
自
動
車
国
道
建
設
費
は
一

兆
一
、
九
八
〇
億
円
で
、
こ
の
う
ち
、
開
発
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
を
N
T
T
-
A
型
事
業
と
し
て
整
備
す

る
た
め
三
〇
億
円

(五
二
･
五
%
N
T
T
資
金
、
四

七
･
五
%
開
発
者
負
担
金
)
を
社
会
資
本
整
備
事
業

費
と
し
て
計
上
し
て
い
る
。

平
成
一
〇
年
度
は
、
第
二
束
名
･
名
神
高
速
道
路
、

北
関
東
自
動
車
道
、
東
九
州
自
動
車
道
、
日
本
海
沿

岸
東
北
自
動
車
道
等
の
建
設
を
重
点
的
に
推
進
す
る

98

と
と
も
に
名
神
高
速
道
路
、
中
央
自
動
車
道
等
の
改

セ行

築
事
業
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
東
海
北
陸
自
動
車
道

道

一
宮
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
-
尾
西
の
開
通
に
よ
り
、
東

ギ　　　

海
北
陸
自
動
車
道
と
名
神
高
速
道
路
が
直
結
し
、
飛

一
概

要

高
速
自
動
車
国
道
は
、
我
が
国
の
社
会
、
経
済
の

高
コ
ス
ト
構
造
の
是
正
を
通
じ
た
国
際
競
争
力
の
向

上
、
地
域
の
自
立
的
発
展
を
図
る
こ
と
に
よ
る
、
物

流
の
効
率
化
等
の
経
済
構
造
改
革
を
推
進
す
る
た
め
、

二
一
世
紀
初
頭
ま
で
に

=
、
五
二
〇
如
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
概
成
を
目
標
と
し
て
い
る
。

平
成
一
〇
年
度
の
高
速
自
動
車
国
道
関
係
予
算
は

一
兆
一
、
九
八
〇
億
円

(う
ち
社
会
資
本
整
備
事
業

費
三
〇
億
円
)
の
建
設
費
を
は
じ
め
、
維
持
改
良
費
、

調
査
費
等
か
ら
な
る
事
業
費
一
兆
六
、
八
一
五
億
円

で
政
府
案
が
決
定
さ
れ
た
。

一
方
、
国
の
助
成
措
置
に
つ
い
て
は
、
適
正
な
料

金
水
準
の
も
と
採
算
性
を
確
保
し
つ
つ
、
高
速
自
動

車
国
道
の
積
極
的
な
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、
二
、

六
二
七
億
円

(対
前
年
度
比
七
%
の
伸
び
)
の
国
費

の
確
保
が
決
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
国
費
助
成
の
平

準
化
措
置
が
認
め
ら
れ
た
。

資
金
計
画
と
し
て
は
、
財
政
投
融
資
が
一
兆
六
、

○
一
九
億
円
で
全
体
資
金
の
約
四
割
を
占
め
て
い
る

の
を
は
じ
め
と
し
て
、
縁
故
債
等
二
、
一
五
八
億
円
、

民
間
借
入
金
四
、
七
二
三
億
円
、
業
務
収
入
等
一
兆

九
、
七
六
三
億
円
を
そ
れ
ぞ
れ
計
画
す
る
と
と
も
に
、

政
府
出
資
金
等
二
、
六
二
七
億
円
を
予
定
し
て
い
る
。

以
下
、
項
目
別
に
予
算
の
概
要
を
述
べ
る
と
と
も

に
、
昨
年
一
二
月
に
日
本
道
路
公
団
に
対
し
て
出
さ

れ
た
施
行
命
令
に
つ
い
て
も
ふ
れ
る
こ
と
と
す
る
。



表 2 平成10年度高速自動車国道の予算内訳
(単位 :百万円)

区 分
10年度予算

(A )

9年度予算

(B )

比較増減
(A - B

(A )/(B )

(事業計画)
建 設 費
(うち社会資本
整備事業費)

維 持 改 良 費

調 査 費
建 設 利 息
小 計

業務管理費等
業務外支出等

1,198,000

( 3,000)

323,368

5,292

154-885

1,681,545

248,979

2,601,467

1,174,360

( 6,360)

353,660

5,783

155,867

1,689,670

25箋688

2,655,510

23,640

(△ 3,360)

△ 30,292

△ 491

△ 982

8,125

△ 5,709

△ 54,043

1,02

(0.47)

0.91

0.92

0.99

1,00

0.98

09 8

合 計 4,531,991 4,599,868 △ 67,877 0.99

(資金計画)
政府出資金等
社会資本整備
事 業 収 入

政府借入金

開発者負担金

財 投 資 金

縁 故 債
外 債
民 間 借 入 金

教務収入等

262,700

3,000

1,575

1,425

l,601,900

128,600

87,200

472,300

l,976,291

245,600

6,360

3,339

3,021

1,774,900

1l3,400

85,900

407,000

1,966,708

17'100

△ 3,360

△ 1,764

△ 76

△188,900

32,800

7'000

274,300

144,501

L 07

04 7

0.47

0.47

0.90

1.13

L 02

1.16

1.00

合 計 4,531,991 4,599,868 △686,606 0,99

表 1 平成10年度高速自動車国道供用予定区間

道 路 名 区 間 延長(km)

東北横断自動車道
常磐自動車道
東海北陸自動車道
四国縦貫自動車道

小 計

寒 河 江~西 川

い わ き 中 央~いわき四倉
一宮ジャンクション~尾 西
美 馬~井川 池田

14.O

12,8

3.9

21,1

51.8

(改築)
東北縦貫自動車道

東北横断自動車道

北 陸 自 動 車 道

近 畿 自 動 車 道

九州横断自動車道

小 計

鹿 沼~大 谷 P A

(6車線化)
関 沢~山形蔵王

(4車線化)

越 中 境 P A ~朝 日

(4車線化)

松 阪~ 勢和多気

(4車線化)

杷 木~日 田

(4車線化)

( 7.8)

( 4.0)

( 4.8)

(127 )

(11.3)

(40.6)

平成lo年度末 供用延長 (予定) 6,446.7km
平成9年度末 供用延長 (予定) 6,394.9km

※ 1 . インターチェンジ等の名称については、仮称である。
2, 改築延長は供用延長に含めない。

　 　 　一 局 一
○ 速 一 予
O 目 維 狄
　 　 　　 　
　　 　 　
　　 　 　
さ い ･
ら て 2
に は

　　

高
速
自
動
車
国
道
に
お
い
て
は
、
供
用
延
長
が
毎

道
路
を
は
じ
め
と
し
て
、供
用
後
の
経
過
年
数
も
年
々

増
加
し
て
い
る
こ
と
や
老
朽
化
対
策
等
、
維
持
管
理

関
係
費
の
所
要
額
が
増
加
す
る
傾
向
の
中
で
、
よ
り

一
層
の
経
費
節
減
と
効
率
的
な
維
持
管
理
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

平
成
一
○
年
度
の
維
持
改
良
費
と
し
て
は
、
改
良

費
、
防
災
対
策
費
及
び
維
持
管
理
費
の
合
計
三
、
二

三
四
億
円
を
計
上
し
て
い
る
。

改
良
費
で
は
、
高
速
自
動
車
国
道
等
に
お
け
る
交

通
安
全
対
策
に
関
す
る
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
引
き

続
き
強
化
型
防
護
柵
、
排
水
性
舗
装
な
ど
総
合
的
な

交
通
安
全
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

騨
地
方
と
関
西
･
中
京
圏
と
の
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　　

が
進
展
す
る
な
ど
四
道
四
区
間
五
一
･
八
樋
の
新
規

2

供
用
を
図
る
と
と
も
に
、
東
北
縦
貫
自
動
車
道
鹿
沼

2

'
大
谷
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
間
七
.
八
虹
の
六
車
線

セ

化
改
築
事
業
等
五
道
五
区
間
四
0
･
六
知
の
拡
幅
事

瀞

業
を
完
成
さ
せ
る
な
ど
、
あ
わ
せ
て
九
二
･
四
如
の

完
成
･
供
用
を
図
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
一
〇
年

度
末
に
お
け
る
供
用
延
長
は
約
六
、
四
四
七
如

(法

定
予
定
路
線
一
一
、
五
二
〇
如
の
約
五
六
%
)
に
達

ず 定



い
る
。
さ
ら
に
、
沿
道
環
境
の
一
層
の
改
善
を
図
る

た
め
遮
音
壁
の
整
備
や
低
騒
音
舗
装
の
実
施
等
に
よ

る
総
合
的
な
環
境
対
策
を
積
極
的
に
実
施
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

ま
た
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
策
と
し
て
、
平

成
一
○
年
度
か
ら
開
始
す
る

｢第
三
次
渋
滞
対
策
プ

ロ
グ
ラ
ム
｣
に
基
づ
き
、
主
要
渋
滞
ポ
イ
ン
ト
の
解

消
･
緩
和
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
改
良
等
の
渋

滞
対
策
、
舗
装
改
良
、
道
路
情
報
提
供
設
備
の
拡
充

及
び
遮
音
壁
設
置
等
の
環
境
対
策
等
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

防
災
対
策
費
で
は
、
災
害
の
予
防
の
た
め
の
法
面

の
補
強
、
異
常
気
象
時
及
び
地
震
等
に
お
け
る
危
険

箇
所
の
対
策
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

特
に
、
先
の
阪
神
･
淡
路
大
震
災
を
踏
ま
え
、
平

成
九
年
度
に
完
了
し
た

｢震
災
対
策
緊
急
橋
梁
補
強

事
業
｣
に
引
き
続
き
、
橋
梁
の
補
強
等
を
実
施
し
て

い

。
維
持
管
理
費
で
は
、
道
路
の
点
検
、
清
掃
、
雪
氷

作
業
、
事
故
復
旧
工
事
、
施
設
の
保
守
･
更
新
、
小

修
繕
工
事
等
を
実
施
し
、
道
路
の
機
能
を
正
常
、
良

好
に
維
持
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

四

調
査
費

平
成
一
〇
年
度
の
調
査
費
は
、
五
三
億
円
と
な
っ

施行命令区間表 3 ー

路 線 名 区 間
長

蝨
延

& 濶 備 考

北海道横断自動車道根室線 とからしみず
トマム~十勝清水 20 660 暫定2車線

東北横断自動車道酒田線 きき や せき ざわ笹 谷~関 沢 仁U 230 笹谷トンネル4車線化

日本海沿岸東北自動車道 あっ み つる おか
温 海~鶴 岡 芻 鰡 暫定2車線

"
ほん UIう いわ き本 荘 ~岩 城 21 脚 暫定2車線

常磐自動車道 み さと みさとみなみ三 郷~三郷南 助 ICの延伸

北関東自動車道 いせさき おお た伊勢崎~太 田 16 贓 完成4車線

あし かが いわ ふね足 利~岩 舟 蜷 920 完成4車線

"
かみのかわ し おか上三川~真 岡 ワ‘ 510 完成4車線

" 岩 瀬~友 部 18 螂 完成4車線

第二東海自動車道 鷁磁場~
饗し裳 乾 獄 暫定4車線

近畿自動車道名古屋大阪線 かみ ◆しろ たか上 社~高
400 ICの延伸

近畿自動車道名古屋神戸線 妖幡や八~
彩陽腸城 QJ 拗 轢鹸

〃 紀勢線 狄
辺た田~

べ部絨南 RU 450 轢酪
中国横断自動車道姫路鳥取線 拗

取宮
島~

づ
頭ら知日

24 彌 轢酪
尾道松江線 執

山
鶴
中~

講道劫尾 19 鱒 轢艶
"

わ和佐
口~

さ舎品
□

第 鰡 謙齢
"

ゃ屋と刀
^

み三~
拌がだ

田
“

埜
ロ

13 560 轢癲
山陰自動車道 馨

云
いmm[~

じ道絵
ハ

野 930 轢籔
四国横断自動車道 き佐と土粃★T~

聾
庄

味新群崎ず須 ワ! 380 齦籔
東九州自動車道 鰻橋以

行~
G倉こ

小 蜷 跡
田
橋

苅
行~~

倉
田

小
苅

線
線

車
車離

" 癈蜆 蜷 970 縣籔
'′

と都構の農つ都 第 脚 轍醗
′′

乱士ロ茶雑ゃ屋か鹿 " 鰡 鰓酷
14路線 獺 333 御芻

2 6 道行セ 98.2

て
い
る
。
予
算
内
容
は
、
測
量
･
地
質
･
設
計
調
査

等
の
事
業
計
画
を
策
定
す
る
た
め
の
技
術
調
査
、
高

速
自
動
車
国
道
の
経
営
計
画
や
採
算
性
確
保
の
検
討

等
を
行
う
経
済
調
査
、
事
業
区
域
内
の
埋
蔵
文
化
財

の
発
掘
調
査
等
を
行
う
特
別
調
査
等
で
あ
る
。

五

施
行
命
令

平
成
八
年
三

月
二
七
日
の
第
三
〇
回
国
土
開
発

幹
線
自
動
車
道
建
設
審
議
会

(国
幹
審
)
の
議
を
経

て
、
三
八
区
間
九
九
八
如
の
新
規
区
間
の
追
加
や
追

加
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整
備
の
計
画
が
策
定
さ
れ
、

以
降
、
日
本
道
路
公
団
に
お
い
て
施
行
に
必
要
な
調

査
が
進
め
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
う

ち
二
三
区
間
三
三
三
如
及
び
一
〇
箇
所
の
追
加
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
つ
い
て
、
平
成
九
年

三

一月
三
五

日
に
施
行
命
令
が
出
さ
れ
た

(表
3
)。

施
行
命
令
区
間
の
主
な
機
能
･
役
割
と
し
て
は
、

①

空
港
、
港
湾
、
本
州
四
国
連
絡
道
路
等
高
速



自
動
車
国
道
と
密
接
に
関
連
す
る
物
流
拠
点
等

を
連
結
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
物
流

の
効
率
化
に
よ
る
経
済
構
造
改
革
を
支
援
。

②

災
害
時
に
お
け
る
代
替
･
迂
回
機
能
や
大
都

市
部
の
交
通
混
雑
の
解
消
な
ど
、
信
頼
性
の
高

い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
確
保
。

③

国
土
の
循
環
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
。

④

地
域
の
発
展
の
核
と
な
る
地
方
拠
点
都
市
や

地
方
中
心
都
市
の
連
結
。

で
あ
り
、
早
急
な
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

表 3 ー 2 追加インターチェンジ

路 線 名 酩 連結位置 連結道路

北海道縦貫自動車道 船内れ松“黒 北海道寿都郡黒松内町 一般国道5号

中央自動車道西宮線 報 愛知県小牧市 都市高速名濃道路

第一東海自動車道 づ津琺沼 静岡県沼津市 伊豆縦貫自動車道

北陸自動車道 幟西館山
と富 富山県富山市 開発インターチェンジ

" %
浦

残
月 市錢県石 糯鰯鉄

近畿自動車道名古屋大阪線 凝楠 駆市古洛愛 鱈搬獅
" 紀勢線 態

原
み美 劇濃滿廳大 纖轍

中国縦貫自動車道 にしのみやや波ぐち西宮山口 篩贓姉 楸轆際
九州縦貫自動車道 幼岡K福 鰤翻 撤総嚼福" ふ府

蛉
宰

だ
太 鰤翻 線謎獅嗣

計 10箇所

な
お
、
新
規
施
行
命
令
区
間
の
整
備
に
よ
り
、
こ

②

暫
定
施
工
の
適
用
拡
大
に
よ
る
節
減

れ
に
並
行
す
る
一
般
道
路
の
渋
滞
解
消
、
災
害
時
や

③

新
た
な
技
術
基
準
の
採
用
に
よ
る
節
減

“

制
区
間
の
代
替
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
沿
線

④

よ
り
効
率
的
な
工
事
実
施
方
法
の
採
用
に
よ

2

地
域
に
お
い
て
、
質
の
高
い
生
活
の
確
保
が
期
待
で

る
節
減

規
制
区
間
の
代
替
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
沿
線

地
域
に
お
い
て
、
質
の
高
い
生
活
の
確
保
が
期
待
で

き
ご
"る
0

新
た
な
施
行
命
令
区
間
三
三
三
蛔
の
高
速
自
動
車

国
道
事
業
に
着
手
す
る
こ
と
に
よ
り
、
追
加
投
資
額

は
約
二
兆
五
、
0
0
0
億
円
と
見
込
ま
れ
る
が
、
こ

れ
に
伴
う
需
要
創
出
効
果
は
建
設
中
区
間
の
合
計
で

約
四
兆
三
、
0
0
0
億
円
と
推
計
さ
れ
る
。

ま
た
、
現
在
事
業
中
の
区
間
に
加
え
今
回
施
行
命

令
区
間
が
完
成
し
た
時
点
で
の
走
行
時
間
の
短
縮
、

燃
料
費
等
の
走
行
経
費
の
節
約
、
交
通
事
故
の
減
少

等
の
利
用
便
益
は
年
間
約
九
兆
三
、
○
○
0
億
円
に

な
る
も
の
と
推
計
さ
れ
る
。
う
ち
今
回
の
施
行
命
令

区
間
に
よ
る
増
額
分
は
約
四
、
0
0
0
億
円
で
あ
る
。

新
規
施
行
命
令
区
間
三
三
三
蝿
に
お
け
る
直
接
効

果

(走
行
時
間
短
縮
･
走
行
経
費
節
約
･
交
通
事
故

減
少
)
と
費
用

(建
設
費
･
管
理
費
･
金
利
)
を
算

出
し
た
結
果
、
直
接
効
果
/
費
用
は
三
･
四
と
な
る
。

施
行
命
令
後
の
全
体
延
長
八
、
二
七
七
虹
、
事
業

費
三
五
兆
七
、
五
〇
〇
億
円
の
償
還
見
通
し
は
、
表

4
の
と
お
り
で
あ
り
、
現
行
料
金
水
準
の
も
と
で
採

算
性
を
確
保
で
き
る
見
通
し
で
あ
る
。

な
お
、
新
規
施
行
命
令
区
間
の
経
費
節
減
目
標
は
、

①

新
技
術
の
開
発
等
に
よ
る
節
減

セニ丁一

⑤

道
路
構
造
の
見
直
し
等
に
よ
る
節
減

迩

に
よ
り
約
一
0
%
の
節
減
を
見
込
ん
で
い
る
。

な
お
、
新
規
整
備
計
画
区
間
の
う
ち
施
行
命
令
の

出
さ
れ
て
い
な
い
区
間
に
つ
い
て
も
、
所
要
の
調
査

が
完
了
し
、
地
元
の
協
力
体
制
が
整
っ
た
と
こ
ろ
か

ら
順
次
施
行
命
令
が
な
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

く
‐こ
と
と
し
て
い
る
。

　

　

円

(

6

定

度

雄
設

制

車
に

成

通
%
ず

助

普
5

せ

度

提

(
は
慮
年
前

凖
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m

を

水
金
は
戒
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金
達
昇
平
置

]
料
調
上
は
措

件
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費
化

条
現
将
物
国
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提
①
②
③
④

①現行料金水準 (普通車24,6円 / km)

②将来調達金利は 5 % に設定

③物価上昇は考慮せず
④国費は平成10年度助成制度 (資金コスト 3 % 路線、 12道、 国費平

現 認 可 施行命令区間認可後

償還対象延長 7
,
944km 8

,
277km

全体事業費
(H10年度以降投資予定額)

円
円
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六

お
わ
り
に

高
速
自
動
車
国
道
事
業
の
平
成
一
〇
年
度
政
府
予

算
は
、
事
業
費
一
兆
六
、
八
一
五
億
円
、
政
府
出
資

金
等
国
費
の
大
幅
増
額
と
、
さ
ら
に
国
費
の
平
準
化

措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
新
た
な
道
路
整
備
五
箇
年

計
画
の
初
年
度
と
し
て
、
計
画
的
な
事
業
進
捗
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

高
速
自
動
車
国
道
は
、
人
や
物
の
輸
送
の
大
動
脈

と
し
て
、
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
り
、
物
流
の

効
率
化
な
ど
我
が
国
の
産
業
経
済
及
び
国
民
生
活
を

支
え
る
た
め
に
不
可
欠
な
社
会
資
本
で
あ
り
、
国
民

各
層
か
ら
強
い
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
今
後
は
第
二
束
名
･
名
神
高
速
道
路
な
ど

多
く
の
事
業
費
を
要
す
る
路
線
や
ト
ン
ネ
ル
や
橋
梁

等
の
構
造
物
比
率
の
高
い
横
断
道
等
の
整
備
が
中
心

と
な
っ
て
い
く
た
め
、
よ
り
効
率
的
に
事
業
を
推
進

す
る
必
要
が
あ
る
o

こ
の
た
め
、
公
共
工
事
コ
ス
ト
縮
減
対
策
に
対
す

る
行
動
計
画
等
に
基
づ
き
、
よ
り
徹
底
し
た
コ
ス
ト

意
識
を
念
頭
に
お
い
た
経
営
の
合
理
化
に
努
め
る
と

と
も
に
、
公
的
助
成
の
安
定
的
充
当
を
行
い
な
が
ら
、

経
済
情
勢
が
大
き
く
変
化
し
な
け
れ
ば
、
基
本
的
に

は
料
金
を
上
げ
な
い
よ
う
様
々
な
工
夫
を
行
い
、
高

速
自
動
車
国
道
の
整
備
を
進
め
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

ま
た
、
高
速
自
動
車
国
道
の
整
備
促
進
の
た
め
に

は
、
設
計
協
議
、
用
地
買
収
、
文
化
財
調
査
等
の
支

援
･
協
力
と
地
域
住
民
の
理
解
が
不
可
欠
で
あ
る
。

今
後
と
も
関
係
各
位
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
得
て
、
高
速
自
動
車
国
道
の
積
極
的
か
つ
重
点
的

な
整
備
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

(道
路
局
高
速
国
道
課
課
長
補
佐
)

高速自動車国道整備の経緯

諾
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中
学
i

l
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=
=
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　　　　　　　　　囲囮鬮圏霊 10年度開通予定区間
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北 陸 自 動 車 道 東 北 横 断 自 動 車 道
越中境PA ~ 朝日 (4車線化) 4.8km 関沢 ~ 山形蔵王 (4車線化) 4.okm

東 北 縦 貫 自 動 車 道
鹿沼 ~ 大谷 PA (6車線化) 7‐8 km

九 州 横 断 自 動 車 道 近 畿 自 動 車 道

杷木 ~ 日 田 (4 車線 化 ) 11.3Km
松阪~勢和多気(4車線化) 12.7如

長野

例

高速自動車国道

ニニニ 整備計画区間

oooDo 基本計画区間
･“

響
き, 酵

辯供用区間
ニニニ== 予定路線区間

一般国運自動車専用道路
±== “共 用 区 間

l常 磐
“
目霧 ず 滋 E 廃 問

いわき中央 ~ いわき四倉 12.8Km ご= = 計 画 区 間
綴淺自動岬圈廼に並行する目劫單曙廊鬱艷

東 海 北 陸 自 動 車 道 竺醸鑿 供 用 区 間

一 宮 JcT ~ 尾 西 3.9Km
鍔"毒 耶 菜 区 間

四 国 縦 貫 自 動 車 道
美 馬 ~ 井 川 池 田 2L 1Km

を
＼＼



特
集
/
畢
成
宇
年
度
道
路
関
係
予
算

有
鵜
週
蟠
関
係
予
算
◎
柳
襲

増

田

博

行

般
有
料
道
路
が
七
、
六
〇
一
億
円
(対
前
年
度
比
一
･

○
四
倍
)
と
な
っ
て
い
る

(表
2
)
。

2

一
般
有
料
道
路
の
建
設

前
年
度
に
引
き
続
き
、
高
規
格
幹
線
道
路
の
一
環

を
形
成
す
る
圏
央
道
(八
王
子
ー
鶴
ヶ
島
)、
大
都
市

圏
の
自
動
車
専
用
道
路
で
あ
る
横
浜
横
須
賀
道
路

(佐
原
-
馬
堀
)、渋
滞
対
策
と
し
て
整
備
す
る
京
葉

道
路
の
改
築
工
事
、
地
方
都
市
の
バ
イ
パ
ス
で
あ
る

磐
田
バ
イ
パ
ス
の
拡
幅
工
事
等
四
五
路
線
の
事
業
を

推
進
し
、
う
ち
｢富
津
館
山
道
路
｣
等
五
道
路
三
二
･

一
如
の
完
成
を
図
る

(表
3
)。

ま
た
、
新
規
路
線
と
し
て

｢仙
台
東
部
道
路

(延

伸
)｣
(五
･
一
如
)
を
要
求
し
て
い
る

(表
4
)。

さ
ら
に
、
交
通
安
全
対
策
の
推
進
を
図
る
た
め
、

は
じ
め
に

有
料
道
路
事
業
は
、
財
政
投
融
資
資
金
や
民
間
か

ら
の
借
入
金
等
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
道
路
整
備

を
す
す
め
る
も
の
で
、
利
用
料
金
を
活
用
し
つ
つ
、

少
な
い
国
費
で
事
業
を
推
進
で
き
る
と
い
う
特
色
が

あ
り
、
現
下
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
も
と
で
は
、
有

料
道
路
制
度
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
%高

規
格
幹
線
道
路
等
に
つ
い
て
は
、
有
料
道
路
制

度
を
活
用
し
つ
つ
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
と
考
え
て

お
り
、
各
公
団
等
に
お
け
る
よ
り
徹
底
し
た
建
設
･

管
理
費
の
節
減
と
と
も
に
、
公
的
助
成
の
拡
充
な
ど

に
よ
り
、
適
正
な
料
金
水
準
の
も
と
で
採
算
性
を
確

保
し
な
が
ら
着
実
な
整
備
を
推
進
す
る
。
さ
ら
に
、

渋
滞
対
策
、
V
I
C
S
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
E
T
C
の

実
用
化
等
に
よ
り
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
。

平
成
一
○
年
度
有
料
道
路
関
係
予
算
額
は
、
五
箇

年
計
画
対
象
事
業
費
で
、
二
兆
八
、
四
〇
三
億
円
で

あ
り
、
有
料
道
路
関
係
事
業
費
が
全
体
事
業
費
に
占

め
る
割
合
は
、
三
七
%
と
な

っ
て
い
る

(表
1
)
。

以
下
、
有
料
道
路
の
事
業
主
体
別
に
予
算
の
概
要

を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

一
日
本
道
路
公
団

ー

概

要

平
成
一
〇
年
度
予
算
額
は
、
日
本
道
路
公
団
全
体

で
五
兆
二
、
九
二
〇
億
円

(対
前
年
度
比
○
･
九
九

倍
)
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
高
速
自
動
車
国
道
が
四
兆

五
、
三
二
〇
億
円

(対
前
年
度
比
○
･九
九
倍
)、
一
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表 1 平成10年度道路整備予算総括表

区 分
lo 年 度 (A ) 前 年 度 (B ) 倍 率(A ) / (B )

事 業 費 国 費 事 業 費 国 費 事業費 国 費

一 般 道 路 4 ,764,686 2,858 ,474 5 ,019 ,901 2,994 ,798 0 .95 0.95

有 料 道 路
日 本 道 路 公 団
首 都 高 速 道 路 公 団

阪 神 高 速 道 路 公 団

本州四国連絡橋公団
東京湾横断道路株式会社
地 方 道 路 公 社 等
( N T T - A 型事業)
道 路 開 発 資 金

2 ,840 ,305

1,831,526

321,483

204 ,046

142 ,588

0

300 ,712

( 216 ,242)

39 ,950

507 ,511

266 ,910

38 ,060

21,250

53 ,333

0

107 ,958

( 89 ,716)

20 ,000

3 ,383,340

1 ,892 ,360

361,727

323 ,348

313 ,331

124 ,767

342 ,219

( 227 ,562)

82 ,928

535,828

253 ,861

37,998

41,548

43 ,377

0

117 ,545

( 9l,864)

41,499

0 ,84

0 ,97

0 .89

0 .63

0 ,46

0 ,88

0 9 5

0 .48

0.95

L 05

1.00

0.51

1.23

0.92

0,98

0.48

道 路 整 備 計 7,604 ,991 3,365 ,985 8 ,403 ,241 3,530 ,626 0 .91 0.95

[再 掲]
高 規 格 幹 線 道 路
地 域 高 規 格 道 路

2,073 ,313

830 ,262

854,054

340 4 01

2 ,152 ,203

927 ,960

809 ,069

356,174

0 .96

0 .89

1,06

0.95

(単位 :百万円)

(注)1.有料道路事業の各区分の計数には、 (N T T‐A型) を含む。
2.前年度の道路開発資金の事業費には、東京湾横断道路株式会社等への融資額57,340百万円を含む。
3.地方道路公社等は、地方道路公社及び地方公共団体に対する有料道路融資等である。
4.再掲の高規格幹線道路及び地域高規格道路には、一般道路事業及び有料道路事業のうち、高規格幹線道路
及び地域高規格道路にかかる額を一括計上している。ただし、調査を除く額であり、事業費欄には建設費
を計上している。

5.この他に道路関係社会資本として、
河川等関連公共施設整備促進事業 (河川改修 ･ダム建設等に関連して必要となる橋梁、付替道路等の道路
整備) 事業費136,744百万円、国費67,470百万円
住′宅宅地関連公共施設整備促進事業 (住宅建設 ･宅地開発事業に関連して必要となる道路整備)

事業費139,860百万円、国費69,930百万円
都市再開発関連公共施設整備促進事業 (都市の再開発を図る事業に関連して必要となる道路、バスターミ
ナル、広場等の道路整備) 事業費6,000百万円、国費3,000百万円
の合計、事業費282,604百万円、国費140,400百万円がある。

表 2 平成10年度日本道路公団予算総括表 (高速 ･一般別)

区 分
lo 年 度 (A ) 前 年 度 (B ) 倍 率(A )/ (B )

高 速 ー 般 計 高 速 一 般 計 高 速 一 般 △計

(事業計画)
建 設 費
(うち社会資本
整 備 事 業 費 )
維 持 改 良 費

調 査 費
建 設 利 息

小 計
業務管 理費等
業務 外支 出等

1,198 ,00O

( 3 ,000)

323 ,368
5 ,292

154 ,885
1,681,545
248 ,979

2,601,467

79 ,645

( 0)

38 ,272
950

31,114
149 ,981
51,162

558 ,911

1,277 ,645

( 3 ,000)

361,640
6 ,242

185 ,999
1,831,526
300 ,141

3 ,160 ,378

1,174 ,360

( 6 ,360)

353 ,660
5 ,783

155,867
1,689 ,670
253 ,010

2 ,657,188

113 ,00O

( 0)

41,360
1,080

47 ,250
202 ,690
48 ,318

477 ,575

1,287,360

( 6,360)

395,020
6 ,863

203,117
上892 3 60

301,328
3,13曵767

l.02

(0 .47)

0 .91
0 .92
0 .99
L oo
0 .98
0 .98

0 ･70

( - )

0 .93
0 .88
0 .66
0 .74
1.06
1･17

0 .99

(0 .47)

0 .92
0 .91
0 .92
0 .97
1･00
1 ･01

合 計･ 4,531,991 760 ,054 5 ,292 ,045 4 ,599 ,868 728 ,583 5,328,451 0 .99 1.04 0 .99

(資金計画)
政府出資金等

社会資本整備
事 業 収 入
政府借入金
開発者負担金

財 投 資 金
縁 故 債
外 債
民 間 借 入 金

業 務 収 入 等

262 ,700

3 ,000

1,575
L 425

1,601,900
128 ,600
87-200

472-300
1,976 -291

2 ,635

0

0
0

421,700
L1,400
7,800

41,600
274,919

265 ,335

3 ,000

1,575
1,425

2 ,023 ,600
140 ,000
95 ,000
513 ,900

2,251,210

245,600

6 ,360

3 ,339
3 ,021

1,774 ,900
113 ,400
85 ,900

407 ,000
1,966 ,708

4 ,922

0

0
0

415 ,100
15 ,600
9 ,100

43 ,000
240 ,861

250,522

6,360

3,339
3 ,021

2,190,000
129,000
95,000

450,000
2,207,569

L 07

0 .47

0 .47
0 .47
0 .90
L 13
L 02
L 16
1 ･00

0 .54

1.02
0 .73
0 .86
0 .97
1.14

1.06

0 .47

0 .47
0 .47
0 ,92
1.09
1･00
1.14
1.02

合 計 4,531,991 760,054 5,292,045 4,599 ,868 728 ,583 5,328,451 0 .99 1.04 0 .99

(単位 :百万円)

〈注〉 社会資本整備事業収入中の政府借入金は、 N T T‐A型資金である。

32 道行セ 98.2



表 3 平成10年度日本道路公団一般有料道路完成予定路線

道 路 名 路 線 名 区 間 延長(km)

中部縦貫自動車道
(油坂峠道路)

国道158号
岐阜県郡上郡白鳥町向小麟太良~

岐阜県郡上郡白鳥町郡留
9.3

京奈和自動車道
(京奈道路)

国道24号
京都府相楽郡精華町山田~

京都府相楽郡木津町市坂
3 .O

今治小松自動車道

(今治小松道路)
国道196号

愛媛県東予市周市~

愛媛県周桑郡小松町大字妙ロ
4.O

東水戸道路 国道 6号
茨城県水戸市大串町字仲田~

茨城県ひたちなか市部田野
4.8

富津館山道路 国道127号
千葉県安房郡鋸南町下佐久間~

千葉県富津市竹岡
11.0

表 4 平成10年度日本道路公団一般有料道路新規着手路線

道 路 名 路 線 名 区 間 延長(km)

仙台東部道路 (延伸) 国道 6号
仙台市若林区荒井~

仙台市宮城野区中野
5.1

平
成
一
〇
年
度
に
お
い
て
は
湿
潤
時
の
事
故
防
止
対

策
と
し
て
排
水
性
舗
装
の
拡
大
、
重
大
事
故
防
止
対

策
の
た
め
の
防
護
柵
強
化
を
図
る
p

ま
た
、
交
通
事
故
、
渋
滞
及
び
異
常
気
象
等
に
よ

る
交
通
障
害
事
象
を
的
確
か
つ
迅
速
に
提
供
す
る
た

め
に
、
重
交
通
路
線
、
渋
滞
多
発
路
線
を
中
心
に
設

備
の
拡
充
を
図
る
ほ
か
、
道
路
交
通
情
報
シ
ス
テ
ム

(V
I
C
S
等
)
の
整
備
を
推
進
す
る
。

こ
の
他
、
渋
滞
対
策
、
環
境
対
策
等
の
改
良
及
び

耐
震
補
強
等
の
防
災
対
策
を
推
進
し
、
安
全
性
、
快

適
性
の
充
実
を
図
る
。

こ
れ
ら
の
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
一
般
有
料
道

路
建
設
費
等
と
し
て
雫

五
〇
〇
億
円

(対
前
年
度

比
○
･
七
四
倍
)
を
計
上
し
て
い
る
。

二

首
都
･
阪
神
高
速
道
路
公
団

1

首
都
高
速
道
路
公
団

前
事
業
年
度
に
引
き
続
き
首
都
高
速
中
央
環
状
新

宿
線
等
九
路
線
の
建
設
事
業
実
施
す
る
。
特
に
、

表 5 首都高速道路公団 (単位 百万円) 務 径道 巴 し 業 図

区 分
lo年度

(A )

前年度
(B )

倍 率
(A)/ (B)

(事業計画)
高速道路建設事業費等

社会資本整備事業費
高速道路改築事業費
関 連 街 路 分 担 金
調 査 費
維 持 修 繕 費
建 設 利 息

小 計
業 務 管 理 費 等
業 務 外 支 出 等

123,000

37,504

39 ,500

1,200

1,111

45,389

73,779

321,483

56,394

424,613

94,700

30 ,000

104 ,177

1,600

1,214

48 ,860

81,176

361,727

54,626

388 ,301

1.30

1,25

0 .38

0 .75

0 .92

0 .93

0 .91

0 .89

1 .03

1 ,09

合 計 802,490 804 ,654 1･00

(資金計画)
出 資 金
政 府
地 方 公 共 団 体

社会資本整備事業収入
政 府 借 入 金
地方公共団体借入金

財 投 資 金
縁 故 債
民 間 借 入 金
業 務 収 入 等

44 ,600

22 ,300

22 ,300

31,520

15 ,760

15 ,760

369,700

28,500

28 ,500

299 ,670

50 ,000

25,000

25 ,000

25 ,996

12 ,998

12 ,998

400 ,200

25 ,500

25,500

277,458

0 .89

0 ,89

0 ,89

1.21

1.21

1.21

0.92

1.12

1.12

1,08

合 計 802 ,490 804 ,654 1･00

等
の
整
備
に
努
め
る
。

上
記
継
続
路
線
の
う
ち
、

④

埼
玉
県
中
枢
都
市
と
東
京
都
心
部
を
結
び
、

新
大
宮
バ
イ
パ
ス
等
の
混
雑
緩
和
を
図
る
高
速

大
宮
線
の
一
部
区
間

(美
女
木
ー
与
野
八
･
0

如
)
の
完
成
を
図
り
、
平
成
一
〇
年
春
の
営
業

①

東
京
都
心
部
に
お
け
る
交
通
渋
滞
の
緩
和
を

　　

図
る
た
め
の
首
都
高
速
板
橋
足
立
線
、
中
央
環

3

状
新
宿
線

②

東
京
湾
岸
道
路
の
一
部
を
形
成
す
る
高
速
湾

セ

岸
線

盆
期
)

断

③

業
務
核
都
市
の
育
成
･
機
能
強
化
に
資
す
る

高
速
大
宮
線
、
高
速
川
崎
縦
貫
線

④ 上 の ③ ② ①
開 km
始 )
を の
目 完
指 成
す を



ま
た
、

⑤

営
業
路
線
の
混
雑
緩
和
を
図
る
車
線
拡
幅
、

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
改
良
等
を
促
進
す
る
。

平
成
一
〇
年
度
に
は
、
一
ツ
橋
出
ロ
、
新
木

場
葛
西
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
間
改
良
及
び
有
明
ジ

ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
付
近
改
良
の
完
成
を
目
指
す
と

と
も
に
、
新
た
に
中
央
環
状
線
小
菅
ジ
ャ
ン
ク

シ
ョ
ン
付
近
の
四
車
線
へ
の
拡
幅
事
業
及
び
首

都
高
速
晴
海
線
の
一
部
と
し
て
高
速
湾
岸
線
晴

海
出
入
口
を
設
置
す
る
事
業
に
着
手
す
る
。

⑥

利
用
者
の
情
報
ニ
ー
ズ
の
高
度
化
･
多
様
化

の
要
請
に
応
え
、
所
要
時
間
表
示
板
等
の
道
路

交
通
情
報
提
供
の
充
実
を
図
る
た
め
の
交
通
管

制
施
設
の
改
善
･
整
備
を
促
進
す
る
。

な
お
、
新
た
に
料
金
所
渋
滞
の
解
消
、
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
よ
る
利
便
性
の
向
上
等
を
図

る
E
T
C

(ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
収
受
シ

ス
テ
ム
)
の
実
用
化
に
向
け
て
試
行
運
用
を
開

始
す
る
。

⑦

高
速
道
路
の
安
全
性
を
一
層
向
上
さ
せ
る
た

め
、
支
承
･
連
結
装
置
の
耐
震
性
向
上
対
策
、

地
盤
流
動
対
策
等
を
促
進
す
る
。

⑧

道
路
交
通
騒
音
低
減
対
策
の
推
進
を
図
る
た

め
、
新
型
遮
音
壁
、
裏
面
吸
音
板
の
設
置
等
を

促
進
す
る
。

こ
れ
ら
の
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
高
速
道
路
建

設
事
業
費
等
と
し
て
三
、
二
一
五
億
円

(対
前
年
度

比
○
･
八
九
倍
)
を
計
上
し
て
い
る

(表
5
)。

表 6 阪神高速道路公団 (単位 :百万円)

区 分
度
)

年
A

m

(
度
)

年
B

前
(

率

③
倍
膨

等
費
費
金
費
費
息

等
等

費
業
業

旦

計
そ
コ

業
事
事
主

繕

費
挫

事
肺
特
分

き
利

盤

て

)
設
輯
嬉
各
餐
参

月

ヌ

画
建
趨
琵
屏
鞏
れ

警
棒

計
路
沖
禪
街

子

設

待

タ

業
道
資
道
庭

持

務
務

事
速
会
遠
道

、
熟

秀

(
高
社
高
関
調
維
建

業
業

の

-
95

0

鋳
37

49

菊

田
雌

000

394

纜
鴉
836

381
瑯
鱗
篤
沈

106

6

142

部
部
落
幻
鰡

"
減
税
減
92

94

れ

邱

01

09

Q

皆
○

皆
Q

Q

Q

Q

L

L

合 計

鰄弼 僻
金

府

体

入

金

金

金

債

金

等

団
敷
入
簇

動
出
娯鞠
借
螂
語
鰍

鋼

方
鯲
府
於
投

間
務

資

政
地
会
政
地

(
支

社

財
緑
民
業

卸
50

50

-

-

-
⑪
⑪
飼
お

即
御
卿
桃
蟠
蟠
900
…
000

681

雑
粉
約
4

2

2
鸚
鵡
9

176

54

54

54

減
滅
滅
お
露

56

10

0

Q

Q

皆

皆

皆

O

L

4

上

合 計

写鰡 僻

2

阪
神
高
速
道
路
公
団

前
事
業
年
度
に
引
き
続
き
神
戸
山
手
線
等
一
七
路

線
の
建
設
事
業
を
実
施
す
る
。
特
に
、

①

大
阪
地
区
の
内
陸
部
と
臨
海
部
と
の
ア
ク
セ

ス
機
能
の
向
上
と
既
設
環
状
線
の
渋
滞
緩
和
を

図
る
た
め
、
淀
川
左
岸
線
･
大
和
川
線
等
の
東

西
軸

②

兵
庫
地
区
の
北
神
戸
線
･
神
戸
山
手
線
等
の

東
西
及
び
南
北
軸

③

京
都
地
区
の
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
を
緩
和
す

る
大
阪
京
都
線

(新
十
条
通
)

の
整
備
促
進
を
図
る
。

ま
た
、

④

防
災
対
策
と
し
て
、
支
承
取
替
等
の
地
震
防

災
対
策
を
継
続
実
施
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に

橋
梁
連
続
化
構
造
改
築
に
着
手
し
、
耐
震
性
の

向
上
を
図
る
。

⑤

沿
道
地
域
に
対
す
る
道
路
環
境
対
策
の
一
層

の
改
善
を
図
る
た
め
、
緊
急
環
境
対
策

(新
型

遮
音
壁
及
び
高
遮
音
壁
、
裏
面
吸
音
板
、
環
境

施
設
帯
の
設
置
)
等
を
継
続
実
施
す
る
。

⑥

渋
滞
対
策
と
し
て
、
空
港
料
金
所
拡
幅
等
を

継
続
実
施
す
る
。

⑦

利
用
者
の
方
々
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、

情
報
提
供
施
設
整
備
及
び
道
路
サ
ー
ビ
ス
施
設

設
置
等
を
継
続
実
施
す
る
。

こ
れ
ら
の
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
高
速
道
路
建

3 4 道行セ 98,2



設
事
業
費
等
と
し
て
二
、
○
四
〇
億
円

(対
前
年
度

機
械
設
備
工
事
等
を
実
施
す
る
。

建
築
工
事
等
を
実
施
す
る
。

比
○
･
六
三
倍
)
を
計
上
し
て
い
る

(表
6
)。

多
々

"

向

×
月
に

い
て
は
、

こ

ら

住

三

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団

平
成
=
年
春
の
尾
道
･
今
治
ル
ー
ト
の
多
々
羅

大
橋
、
来
島
大
橋
等
の
完
成
に
よ
り
、
本
州
と
四
国

の
連
結
を
図
る
。

尾
道
大
橋
関
連
区
間
に
つ
い
て
は
、
新
尾
道
大
橋

上
部
工
工
事
、
陸
上
の
土
工
･
橋
梁
工
事
、
電
気
通

信
設
備
工
事
等
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
新
尾
道
大

橋
の
仮
設
備
撤
去
工
事
、
舗
装
工
事
、
標
識
工
事
、

表 7 本州四国連絡橋公団 (単位 ;百万円)

区 分

饑
刃

m

(
度
)

年
B

前
( 希倍印

全 体 驫 全 体 協 体全 協
費
費
費
等

等
等

)

理

息

計

費

出

画計

設

査

管

利

鰹

轢

特

設

小

務

務

(

建

調

維

建

教
業

第
16

95

54

一
滋
巧

瀦
沸
芻
親
臨
露
紹

93

9

約

142

16

377

69

48

邱

“

-
餅
鉱

儀
斑
鳩
839

組
348

鰍

209

8

94

313

野

380

4

7

0

4

一
9

8

燧
巧
僻
“
蜷
第
鷄

AV
〔=V
14
nU
nU
nU
ハU

合 計 551
,
706

蹴鱗燃酩 碗
金
府
体
金
金
金
借
金
等

画)

団

資

へ

へ

｣

共

鼈
資

ノ

7

言
資

公
助
罷

故
借
収

方

冊
投

月
弩

資
↑

政
地

路

膣

形

金(
出

補

道

財

緑

民

業

000

333

667

31
0

即
刻
500

675

組
謎
獨

脇
風
謠
鼬

皿
節
錠

-
0

00

00

側
“

端
物
鰯
28
220

御
畑
脚
299

鋳
鳴
れ

纖
槻
鷲
朧

“
"

拗

一
刻
00

00

加
野

器
第
器
11

減

那

62

00

69

1

L

L

L

皆

Q

Q

L

Q

燃
燃
燃
‐緘
鰓
鰡
則
艫

合 551
,
706 翔瑯 攣燃鰡 鵤

多
々
羅
大
橋
関
連
区
間
に
つ
い
て
は
、
多
々
羅
大

橋
の
仮
設
備
撤
去
工
事
、
陸
上
部
の
土
工
･
橋
梁
工

事
、
舗
装
工
事
、
電
気
通
信
設
備
工
事
等
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
標
識
工
事
、
機
械
設
備
工
事
、
料
金

所
･
休
憩
施
設
建
築
工
事
等
を
実
施
す
る
。

来
島
大
橋
関
連
区
間
に
つ
い
て
は
、
来
島
大
橋
の

補
剛
桁
工
事
、
ケ
ー
ブ
ル
後
期
工
事
、
ア
ン
カ
レ
イ

ジ
上
屋
工
事
、
陸
上
部
土
工
･
橋
梁
工
事
、
舗
装
工

事
、
電
気
通
信
設
備
工
事
等
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

標
識
工
事
、
機
械
設
備
工
事
、
料
金
所
･
休
憩
施
設

　
　

こ
れ
ら
の
事
業
を
推
進
す
め
た
め
、
建
設
費
と
し

J

て
九
三
四
億
円

(対
前
年
度
比
○
･
四
五
倍
)
を
計

2

上
し
て
い
る
。
(表
7
)

　

四

有
料
道
路
融
資
事
業

道

1

概

要

地
方
道
路
公
社
等
が
行
う
指
定
都
市
高
速
道
路
、

一
般
有
料
道
路
及
び
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
有
料
道

路
整
備
資
金
貸
付
金
制
度

(無
利
子
貸
付
制
度
)
を

活
用
す
る
と
と
も
に
、
N
T
T
ー
A
型
資
金
を
活
用

表 8 有料道路融資事業予算 (単位 :百万円)

平成10年度( A ) 平成 9 年度( B ) 倍率(A) / (B)

事業費 国 費 凝 費国 鑄 費国

300
,
712 107

,
958

幼鰕 鰓 鰡



し
て
、
有
料
道
路
と
こ
れ
に
密
接
に
関
連
す
る
公
共

施
設
を
一
体
的
に
整
備
す
る
総
合
有
料
道
路
事
業
な

ど
に
よ
り
整
備
を
推
進
す
る
。

平
成
一
〇
年
度
の
有
料
道
路
融
資
事
業
の
予
算
額

は
、
事
業
費
三
、
0
0
七
億
円

(対
前
年
度
比
○
･

八
八
倍
)
で
あ
る
。
(表
8
)。

表 9 平成10年度一般有料道路新規着手事業 は ど

道 路 名 事業主体 路 線 名 区 間 延 長

福島空港道路 福島県(公) (主)矢吹小野線
福島県西白河郡矢吹町字八幡町

~ 石川郡玉川村大字小高
6.6km

日塩有料道路 (延伸) 栃木県(公) (主)藤原塩原線
栃木県塩谷郡藤原町大字滝~

塩谷郡藤原町大宇藤原
2.8km

※綾部宮津道路 (延伸)

(京都縦貫自動車道)
京都府(公) (国)478号

京都府宮津市今福~
舞鶴市地頭

12,2km

※箕面有料道路 大阪府(公) (国)423号
大阪府箕面市坊島~

箕面市下止々呂美
6.8km

※N T T - A 型事業

表ID 平成10年度一般有料道路完成予定路線

道 路 名 事業主体 路 線 名 区 間 延 長

※
西海パールライン 長崎県(公) (国)202号

佐世保市江上町釜~

佐世保市針尾東町高畑
2.2km

※
清里高原有料道路 山梨県(公)

(主)須玉八ヶ岳

公園線
山梨県北巨摩郡大泉村~

山梨県北巨摩郡高根町
3.1km

常陸那珂有料道路 茨城県(公) (主)常陸那珂港南線
茨城県ひたちなか市新光町~

茨城県ひたちなか市部田野
2.9km

※N T T - A型事業

表11 平成10年度有料道路融資事業 (駐車場) 新規着手事業

駐車場名 事業主体 路 線 名 事 業 箇 所 台 数

高岡中央駐車場 高岡市 (市)末広町南 1号線 富山県高岡市下関 1,000台

堺駅前自動車駐車場 堺市 (市)戎島出島線 大阪府堺市戎島町 3丁目 130台

2

一
般
有
料
道
路
･
駐
車
場

一
般
有
料
道
路
に
つ
い
て
は
、
地
域
高
規
格
道
路

で
あ
る
播
但
連
絡
道

(兵
庫
県
道
路
公
社
)
等
継
続

表12 平成10年度有料道路融資事業 (駐車場) 完成予定箇所

駐車場名 事業主体 路 線 名 事 業 箇 所 台 数

郡山駅西ロ駐車場 郡山市 (市)柳内大町2丁目線 福島県郡山市東宿44‐4 530台

柏市市営駐車場 柏市 (市)27‐318号線 千葉県柏市中央町 1番地 211台

八王子駅北ロ地下駐

車場
八王子市 (市)八王子1146号線

東京都八王子市旭町、 東町、
横山町

430台

土佐堀地下駐車場 大阪市 (市況江戸堀線 大阪市西区土佐堀 1丁目 210台

新三田駅前駐車場 三田市 (市)福島駅前線 兵庫県三田市福島字家成 280台

川端地下駐車場 福岡市 (市)博多姪浜線 福岡市博多区下川端町 400台

二
四
路
線
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に

箕
面
有
料
道
路

(大
阪
府
道
路
公
社
)
等
四
路
線
の

整
備
に
着
手
し
、
こ
の
う
ち
常
陸
那
珂
有
料
道
路
(茨

城
県
道
路
公
社
)
等
三
路
線
の
完
成
を
図
る
(図
9
･

lo 城 -

3 6 道イテセ 98,2



表13 平成10年度指定都市高速道路新規着手事業

道 路 名 事業主体 区 間 延 長

※福岡高速 5 号線

(福岡外環状道路)

福岡北九州

高速道路公社
~

町

寺

六

花

拾

立

区
班
栖

博

同

市

福
翻 駄北九州高速 5 号線

(戸畑大谷線)

福岡北九州

高速道路公社 町
~

山

畑

神
靜
駆

欧
廓

畑

市

戸

州
肺
軌増 衡

※N T T 一A型事業

駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
岐
阜
市
駅
西
駐
車
場

(岐

と
名
古
屋
環
状
二
号
線
と
の
接
続
位
置
で
あ
る
高
針

阜
市
)
等
継
続
一
四
箇
所
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と

J
C
T
等
国
幹
道
と
の
接
続
箇
所
の
事
業
を
推
進
す

も
に
、
新
た
に
高
岡
中
央
駐
車
場

(高
岡
市
)
等
二

る
。

箇
所
の
整
備
に
着
手
し
、
こ
の
う
ち
、
郡
山
駅
西
ロ

②

福
岡
北
九
州
高
速
道
路

駐
車
場

(郡
山
市
)
等
六
箇
所
の
完
成
を
図
る

(表

福
岡
高
速
道
路
は
、
高
速
一
号
線
等
継
続
三
路
線

=
･
酸
)
。

の
事
業
を
推
進
し
、
う
ち
、
高
速
二
号
線

(月
隈
北

-
太
宰
府
I
C
)
及
び
高
速
四
号
線

(貝
塚
ー
戸
原
)

3

指
定
都
市
高
速
道
路

を
完
成
し
、
新
た
に
高
速
五
号
線

(福
岡
外
環
状
道

の

名
古
屋
高
速
道
路

路
)
一
八
･
一
如
の
整
備
に
着
手
す
る
。

名
古
屋
高
速
一
号
等
継
続
六
路
線
及
び
高
速
一
号

ま
た
、
北
九
州
高
速
道
路
に
つ
い
て
は
、
高
速
一

号
線

(横
代
!
長
野
)
一
･
五
如
の
整
備
を
推
進
し
、

新
た
に
高
速
五
号
線

(戸
畑
大
谷
線
)
七
･
六
如
に

着
手
す
る

(表
博
)。

③

広
島
高
速
道
路

高
速
一
号
線

(安
芸
府
中
道
路
)
等
継
続
三
路
線

の
事
業
を
推
進
す
る
。

(道
路
局
有
料
道
路
課
課
長
補
佐
)

道イテセ 98.2 J 7



特
集
/
平
成
十
年
度
道
路
関
係
予
算
"
さ
き

地
膚
週
関
係
予
算
の
概
要

表 1 予算配分を増やすべき項目 (55項目のうち上位10項目)

蹴 都道府県の回答 市町村の回答

14 高速道路などの高規格幹線道路の整備 廃棄物処理施設の整備

リム 廃棄物処理施設の整備 地礎造の整備

QU 地方遭窺塾鏡 市街化区域で行う公共下水道の整備

月生
歩道

、
交差点改良

、
駐車場整備など交通

安全施設の整備
道路改築

、
土地区画整理など街路整備

にJ 水質浄化
、

緑地整備など河川の環境整備 街並み、
まちづくりの支援

○̂ 嬢“
を
｣附鱗鱗霜流下 薙蛇聯醐駐顔

備款
饅

交
設蝋癈ワ‘ 鱗髄骰 備の道線格高の娑道一

繃RU 聯勤猟裔纖満 鰤臟の河娑鱗緑化浄頬
QJ 微==嗣掌中の娑策緻解

備
の
整

害
防

被
堤

水

、

浸
修

修改==飼め歓守を
)齦携娑

謝
水
防

洪
±堤

10

纖線緘 鰈が
を
)締備圃饅鸚流下

J 8 道行セ 98.2

尾

藤

勇
※

藤
森

祥

弘
※
※

一
は
じ
め
に

地
方
道
は
、
都
道
府
県
道
と
市
町
村
道
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
延
長
は
、
都
道
府
県
道
約
一
三
万

虹
、
市
町
村
道
約
九
六
万
如
で
あ
り
、
我
が
国
の
一

般
道
路
延
長
の
九
五
%
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
の
整
備
状
況
は
ま
だ
ま
だ
低
く
、
整
備
に
対
す
る

地
域
の
期
待
と
要
望
は
表
1
の
と
お
り
極
め
て
高
い

も
の
が
あ
る
o

こ
の
よ
う
な
背
景
で
は
あ
る
が
、
非
常
に
厳
し
い

財
政
状
況
を
反
映
し
て
、
平
成
一
○
年
度
は
、
都
道

府
県
道
･
市
町
村
道
の
事
業
の
う
ち
、
全
国
的
な
観

点
か
ら
国
の
支
援
が
真
に
必
要
な
も
の
に
対
し
重
点

的
に
支
援
を
行
い
、
効
率
的
に
地
方
道
整
備
の
推
進

を
図
る
た
め
に
要
す
る
事
業
費
と
し
て
、
表
2
の
と

お
り
計
上
し
て
い
る
o

一
一
地
方
道
の
整
備
状
況

都
道
府
県
道
及
び
根
幹
的
な
市
町
村
道
は
、
高
速

自
動
車
国
道
や
一
般
国
道
を
補
完
す
る
地
域
の
幹
線

道
路
網
の
一
部
を
構
成
す
る
重
要
な
社
会
基
盤
施
設

で
あ
る
。
ま
た
、
空
港
･
港
湾
･
鉄
道
駅
等
の
交
通

拠
点
、
工
業
･
流
通
団
地
や
観
光
･
リ
ソ
ー
ト
施
設

等
へ
直
接
ア
ク
セ
ス
す
る
道
路
と
し
て
各
種
地
域
振

興
施
策
の
推
進
に
資
す
る
と
と
も
に
、
通
勤
･
通
学
、

買
い
物
、
病
院
や
福
祉
施
設
の
利
用
な
ど
、
地
域
の

生
活
環
境
の
向
上
を
図
る
う
え
で
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
整
備
水
準
を
み
る
と
、
例
え
ば
、

改
良
率
は
、
国
道
が
八
八
%
で
あ
る
の
に
対
し
、
都



道
府
県
道
は
六
○
%
、
市
町
村
道
に
お
い
て
は
一
四

%

(
一
車
線
改
良
含
み
四
九
%
)
に
と
ど
ま
っ
て
い

る

(表
3
)
な
ど
、
未
だ
に
、
交
通
不
能
区
間
･
通

行
規
制
区
間
･
バ
ス
等
の
大
型
車
の
す
れ
違
い
が
困

難
な
区
間
等
の
整
備
を
要
す
る
箇
所
が
数
多
く
残
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
方
道
の
早
急
な
整
備
を
行

う
必
要
が
あ
る
。

対
す
る
補
助
金
は
、
全
国
的
な
観
点
か
ら
重
点
的
な

支
援
が
必
要
な
一
部
の
地
方
道
に
対
し
て
交
付
し
て

い
る
。

具
体
的
に
は
、
国
と
し
て
の
支
援
が
必
要
な
次
の

四
つ
の
観
点
を
中
心
に
、
整
備
効
果
の
高
い
事
業
に

対
し
て
重
点
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

"る
0

広
域
的
な
幹
線
道
路
や
、
高
速
道
路
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
･
空
港
･
港
湾
等
の
交
通
拠
点
へ
の

ア
ク
セ
ス
道
路
や
、
都
市
の
主
要
な
放
射
環
状

道
路
等
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
資
す
る

道
路
整
備

②

特
別
立
法
等
の
法
律
に
よ
る
地
域
の
支
援

奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整
備
臨
時
措
置
法
、

半
島
振
興
法
、
過
疎
地
域
活
性
化
特
別
措
置
法

等
の
特
別
立
法
や
、
地
方
拠
点
都
市
地
域
整
備

法
、
高
度
技
術
工
業
集
積
開
発
促
進
法
等
の
地

域
振
興
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
国
の
支
援
が
求

め
ら
れ
て
い
る
道
路
整
備

③

大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
の
支
援

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
･
国
際
空
港
等
の
大
規
模
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
に
不
可
欠
な
道
路
整
備
や
、

都
道
府
県
界
･
市
町
村
界
等
を
連
絡
し
地
域
の

連
携
を
強
化
す
る
長
大
ト
ン
ネ
ル
･
橋
梁
で
地

方
自
治
体
の
財
政
力
の
観
点
か
ら
地
方
単
独
事

業
の
み
で
は
集
中
投
資
が
著
し
く
困
難
な
大
規

模
事
業

④

特
定
の
施
策
や
新
技
術
の
促
進

橋
梁
補
強
等
の
震
災
対
策
、
環
境
対
策
、
渋

滞
対
策
、
ト
ン
ネ
ル
坑
ロ
部
等
の
法
面
防
災
対

策
、
住
宅
宅
地
の
整
備
促
進
や
電
線
類
地
中
化

等
の
緊
急
課
題
に
対
応
し
た
道
路
整
備

道イテセ 98.2 3 9

(単位 :億円)表 2 平成10年度予算状況

建設省 伸 率 北海道 仲 率 沖 縄 仲 率

閣瀰 鰡 糊 範 嶺 淑
徳 瑠

離 島 仲 率 奄 美 仲 率 合 計 伸 率

開婉 282

494 題 79

127 繃 繃 離

三

重
点
的
な
地
方
道
補
助
事
業
の
推
進

地
方
道
の
管
理
･
整
備
の
大
半
は
地
方
公
共
団
体

の
財
源
で
ま
か
な
わ
れ
て
お
り
、
地
方
道
の
整
備
に

[地
方
道
整
備
の
観
点
]

①

広
域
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

地
域
高
規
格
道
路
等
の
地
域
間
を
連
絡
す
る

表 3 地方道の整備状況(平成 8年 4月現在)
(単位 :km)

実延長
改 良 済 舗 装 済

延 長 % 延 長 %

道県

道

府

村

纜
細 鑿総

螂
鰈

齢㈱灘
蘂
楊

国 道

隧 鰔 瀦 鑓⑳開
(注) 1 , 改良済延長は幅員5,5m 以上の延長。

. ( )書きは一車線改良及び簡易舗装を含んだ延長と比
率である。
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幹
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図 l 道路の整備に関するプログラムのスキーム

i地域の 将来 ビジョ ン l

l上位計 画、 各 種 A p l

四

事
業
の
計
画
性
･
透
明
性
の
確
保

①

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

地
方
道
事
業
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
、

地
域
住
民
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
く
計
画
性
･

透
明
性
の
高
い
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
各
地

方
自
治
体
が

｢地
方
道
路
計
画
｣
を
策
定
し
、

中
期
的
･
具
体
的
な
地
方
道
の
整
備
計
画
を
地

域
に
公
表
し
て
い
る
o

･
｢地
方
道
路
計
画
｣
は
、
各
地
方
公
共
団

体
が
、
高
速
道
路
や
国
道
の
整
備
計
画
と

の
整
合
を
と
り
つ
つ
、
都
道
府
県
道
や
主

要
な
市
町
村
道
に
関
す
る
中
期
的
･
具
体

的
な
整
備
計
画
と
し
て
策
定
･
公
表
す
る
。

地
方
道
補
助
事
業
の
採
択
、
事
業
展
開
は
、

基
本
的
に

｢地
方
道
路
計
画
｣
に
基
づ
い
て
実

施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
地
方
道
路
計
画
に

定
め
た
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
地
元
調
整
状
況
、

用
地
買
収
状
況
等
と
整
合
を
と
り
な
が
ら
、
各

年
度
の
事
業
費
を
決
定
し
て
い
る
。

②

今
後
の
取
り
組
み

今
後
、
よ
り
計
画
的
･
効
率
的
な
道
路
の
整

備
及
び
道
路
事
業
の
透
明
性
の
確
保
を
図
る
た

め
、
高
速
自
動
車
国
道
、
一
般
国
道
等
も
含
め

た
今
後
一
〇
年
間
の
完
成
予
定
箇
所
及
び
五
年

間
の
着
手
予
定
箇
所
を
明
ら
か
に
し
た

｢道
路

の
整
備
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
を
各
道
路
管

理
者
が
策
定
し
、
平
成
一
○
年
度
か
ら
の
新
た

な
道
路
計
画
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
わ
せ
公
表
す
る
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
公
表
に
よ
り
、
道
路
事
業
の

情
報
開
示
が
よ
り
一
層
進
む
も
の
と
期
待
し
て

い
る
。
な
お
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
策
定
後
も
適

宜
見
直
す
予
定
と
し
て
い
る
。
(図
1
)。

五

平
成
一〇
年
度
新
規
事
業

①

賑
わ
い
の
道
づ
く
り
事
業
の
創
設

(図
2
)

国
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対
応
で
き
ず
、
魅

力
が
感
じ
ら
れ
な
い
中
心
市
街
地
で
は
、
集
客

力
が
低
下
し
、
商
店
街
が
不
振
に
陥
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
が
各
地
で
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
商

店
街
を
再
度
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、
街
並

み
の
快
適
性
の
向
上
の
た
め
に
、
総
合
的
か
つ

重
点
的
な
対
策
を
緊
急
に
施
す
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
中
心
市
街
地
の
関
係
者
と
地
元
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自
治
体
が
一
体
と
な
っ
て
策
定
す
る
活
性
化
計

画
に
基
づ
き
、
各
種
の
道
路
整
備

(中
心
市
街

地
へ
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
ー
を
向
上
さ
せ
る

道
路
、
歩
道
設
置
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
道
路
、

道
路
修
景
、
電
線
共
同
溝
、
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

等
)
に
つ
き
、
総
合
的
か
つ
短
期
集
中
的
に
事

業
推
進
す
る

｢賑
わ
い
の
道
づ
く
り
事
業
｣
を

創
設
し
、
街
並
み
の
快
適
性
の
向
上
を
重
点
的

に
推
進
し
、
中
心
市
街
地
の
再
活
性
化
を
図
る
。

平
成
一
〇
年
度
実
施
予
定
箇
所
数

ldミ処理施設 l

約
二
〇
箇
所

②

地
域
連
携
強
化
支
援
道
路
事
業
の
創
設

◎地域連携強化支援道路事業のイメージ

A町

暮病 院ミー

□□
□□□ "
□□□□ きく

･

,

鱗
′
な

れ
,
‘

、

･

そ

こ
"
圏
三

　

　

　
　
　

　
　
　　

　
　
　

　

(図
3
)

地
方
部
の
市
町
村
に
お
い
て
は
、
地
域
で
十

分
な
都
市
的
及
び
文
化
的
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
な
い
場
合
が
多
く
、
地
域
の
選
択
に
よ
る
広

域
的
な
市
町
村
連
携
に
よ
り
、
既
存
の
公
共
公

益
施
設
の
効
率
的
な
利
用
や
複
数
市
町
村
に
よ

る
共
同
整
備
･
共
同
利
用
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
複
数
の
市
町
村
が
、
自
ら
の
発

意
に
基
づ
き
公
共
･
公
益
施
設
の
共
同
整
備
･

利
用
等
を
図
る
場
合
に
、
当
該
市
町
村
が
協
力

難

し
て
策
定
す
る
連
携
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
た

セ行

市
町
村
連
絡
道
路
等
の
整
備
を
重
点
的
に
支
援

道

3

す
る
｢地
域
連
携
強
化
支
援
道
路
事
業
｣
を
創

“

図

設
す
る
。

広域消防施設



平
成
一
○
年
度
実
施
予
定
箇
所
数約

三
〇
箇
所

六

新
起
な
奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整
備

計
画
の
策
定

奥
地
等
に
お
い
て
は
、
交
通
条
件
が
悪
く
産
業
の

開
発
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
産
業

の
総
合
的
な
開
発
の
基
盤
と
な
る
べ
き
奥
地
等
産
業

開
発
道
路
の
整
備
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

格
差
の
是
正
、
民
生
の
向
上
及
び
国
民
経
済
の
発
展

を
図
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
生
活
実
態
に
も
配
慮
し
た
新
た
な
奥

地
産
業
開
発
道
路
整
備
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
よ

り
、
計
画
的
に
整
備
を
推
進
す
る
。

①

奥
地
等
の
指
定
及
び
奥
産
道
路
の
指
定

新
た
な
奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整
備
計
画

(案
)
の
前
提
と
な
る
奥
地
等
の
指
定
地
域
と

し
て
、
二
四
五
市
町
村

(前
指
定
に
お
い
て
は

二
六
八
市
町
村
)
を
指
定
す
る
。
ま
た
、
奥
産

道
路
と
し
て
、
主
要
地
方
道
を
含
め
三
四
五
路

線
、
四
、
三
二
八
畑
を
指
定
す
る

(表
4
)。

②

新
た
な
奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整
備
計
画

(案
)
の
事
業
規
模

新
た
な
計
画
に
お
い
て
は
、
興
産
道
路
と
し

て
指
定
さ
れ
た
道
路
に
つ
い
て
、
平
成
一
〇
年

度
以
降
五
箇
年
間
に
地
方
公
共
団
体
の
行
う
単

独
事
業
を
含
め
て
総
額
三
、
○
四
〇
億
円
を
奥

産
道
路
に
投
資
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
う
ち

国
の
補
助
金
そ
の
他
の
経
費
の
交
付
に
係
わ
る

道
路
の
整
備
に
関
し
、
新
た
な
奥
地
等
産
業
間

発
道
路
整
備
計
画

(案
)
と
し
て
、
総
額
二
、

二
九
〇
億
円
を
も
っ
て
五
八
二
如
を
整
備
す
る

(表
5
)。
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七

お
わ
り
に

地
方
道
の
整
備
は
、
道
路
管
理
者
が
自
ら
行
う
地

方
単
独
事
業
と
国
と
し
て
必
要
な
支
援
を
行
う
補
助

事
業
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
行
わ
れ
る
が
、
昨
今
、

国
と
地
方
の
関
係
が
厳
し
く
問
わ
れ
、
そ
の
役
割
分

担
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
と
し

て
の
支
援
の
範
囲
を
、
先
に
述
べ
た
四
つ
の
観
点
に

よ
り
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

今
後
は
、
周
辺
の
環
境
と
も
調
和
し
た
道
路
整
備

を
行
う
な
ど
、
新
た
な
施
策
へ
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

今
後
と
も
、
地
方
道
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、
関

係
地
方
公
共
団
体
等
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
効
率

的
に
実
施
し
、
地
方
道
の
整
備
の
促
進
を
図
っ
て
ま

い
り
た
い
。

表 5 奥地産業開発道路整備計画の計画規模(要求)
(投資規模については、 閣議決定に向けて調整中)

(単位 :km、 億円)

区 分
新たな興産道路
整備計画 (案) 醒搬鷲鼾 率

B/

倍

A事業量 事業費 A 事業量 事業費 A

一般道路事業 582 “ 575 れ 則地方単独事業 159 630 135 620 期
計 741 狄 710 効 馳

調 整 費 卿 ー 印 加合 計 741 鰡 710 鰡 鯲

表 4 奥産道路の指定路線 (要求)

区 分
新たな指定路線 前指定路線

路線数 延長(km) 路線数 延長(km)

道
道

県

計

府
中

道
丁

般
=

小
ふりmh1市

163
69

232
戚滋

174
84

258
鰯霧

主要 地 方 道 113 鰡 101 鰡合 計 345 鱗 359 纖



平
成
人
年
度
に
言
い
渡
さ
れ
た
判
決
に
つ
い
て

(そ
の
1
)

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係

全
国
の
道
路
管
理
者
に
お
い
て
平
成
八
年
度
内
に
言
い

渡
さ
れ
た
判
決
に
つ
い
て
現
在
集
計
中
で
あ
る
が
、
今
月

は
地
方
建
設
局
に
お
い
て
言
い
渡
さ
れ
た
判
決
を
中
心
に

紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

地
方
建
設
局
等
に
お
い
て
言
い
渡
さ
れ
た
判
決
は
別
表

の
と
お
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、
現
在
集
計
中
に
つ
き
次
回

報
告
の
際
に
完
成
し
た
表
を
掲
載
の
予
定
で
あ
る
。
表
に

○
を
つ
け
て
い
る
判
決
に
つ
い
て
今
月
号
で
紹
介
す
る
こ

と
と
し
た
い
。

福
島
国
道
六
号
荻
崎
橋
歩
行
者
転
落
事
件

こ
の
事
件
は
、
夜
一
〇
時
頃
、
飲
酒
･
酩
酊
し
て
い
た

被
害
者
が
、車
道
橋
と
平
行
し
て
か
か
る
歩
道
橋
の
間
(
一
･

五
m
)
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

(高
さ
八
○
伽
)
を
乗
り
越
え

て
河
川
に
転
落
し
溺
死
し
た
事
件
で
す
が
、
そ
も
そ
も
、

被
害
者
が
ど
う
い
っ
た
態
様
で
溺
死
し
た
の
か
明
ら
か
で

は
な
く
、
最
後
ま
で
事
故
態
様
は
確
定
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。ま

た
、
転
落
防
止
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
も
標
準
の
も
の
よ
り
高
い
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
設
置

に
瑕
疵
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
過
去
の
道
路
行
政
セ
ミ
ナ
ー
(%

年
10
月
号
)
に
詳
し
く
解
説
し
て
い
ま
す
の
で
そ
ち
ら
を

参
照
し
て
下
さ
い
。

神
戸
市
道
宅
地
擁
壁
倒
壊
事
件

こ
の
事
件
は
大
雨
に
よ
り
市
道
に
隣
接
す
る
宅
地
の
擁

壁
が
崩
壊
し
た
も
の
で
す
が
、
原
告
ら
は
本
件
崩
壊
は
そ

の
市
道
の
側
溝
の
設
置
･
管
理
に
瑕
疵
が
あ
る
た
め
で
あ

る
と
し
て
提
訴
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
以
下
の
理
由
に
よ
り
側
溝
の
設
置
ま

た
は
管
理
に
瑕
疵
は
な
い
も
の
と
し
て
請
求
は
棄
却
さ
れ

ま
し
た
。

①
本
件
擁
壁
は
そ
れ
ぞ
れ
の
鉄
筋
等
が
ほ
と
ん
ど
繋
が
っ

て
い
な
か
っ
た
等
の
理
由
に
よ
り
擁
壁
自
体
が
崩
壊
し

や
す
く
な

っ
て
い
た
。

②
当
該
側
溝
は
予
想
さ
れ
る
雨
水
の
量
に
対
し
て
明
ら
か

に
容
量
不
足
で
あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い

③
本
件
崩
壊
の
原
因
は
、
原
告
の
擁
壁
の
管
理
の
瑕
疵
及

び
側
溝
の
一
部
を
埋
め
立
て
た
た
め
に
起
こ
っ
た
雨
水

の
流
入
を
放
置
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
道
路

鯰

管
理
上
の
瑕
疵
は
な
い
。

楡　　



別表

紹介 事件名 ･当事者 道路種別 道路管理者 裁判所 判決年月ロ 経過

箕輪町道簡易水道工事現場転落事件 町道 長 野 県 東京高裁 H 8. 5. 8 確定

太宰府市道大雨家屋損壊事件 市道 太宰府市 福岡高裁 H 8 . 5 .23 確定

熊本県道自動車正面衝突事件 県道 熊 本 県 熊 本 地 裁 H 8. 5.31 確定

O 福島国道 6号荻崎橋歩行者転落事件 直轄国道 東北地建 福島地裁 H 8 . 6 .14 確定

O 神戸市道宅地擁壁倒壊事件 市道 神 戸 市 神 戸 地 裁 H 8 . 6 .25 確定

O 東京国道357号二段交差点車両衝突事件 直轄国道 関東地建 東 京 地 裁 H 8. 6.27 確定

徳島県道自転車排水路転落事件 県道 徳 島 県 徳 島 地 裁 H 8. 8 . 9 確定

三和町道自動車騒音等損害賠償請求事件 町道 三 和 町 長 崎 地 裁 H 8 . 9.25 確定

O 新潟国道 8号路肩原付転倒事件 直轄国道 北陸地建 東京高裁 H 8 . 9.26 確定

埼玉県道放置自転車衝突事件 県道 埼 玉 県 浦 和 地 裁 H 8.lo . 9 控訴

O 滋賀国道161号安曇川大橋スリップ事件 直轄国道 近畿地建 大 津 地 裁 H 8 10. 9 控訴

O 愛媛国道11号丼内川橋歩行者転落事件 直轄国道 四国地建 福岡高裁 H 8 .10.21 確定

O 新潟国道49号道路排水側溝溢水事件 直轄国道 北陸地建 新 潟 地 裁 H 8 1 0.24 確定

丸亀市道自転車転倒事件 市道 丸 亀 市 高 松 地 裁 H 8.10.29 控訴

都道自転車転倒事件 都道 東 京 都 東 京 地 裁 H 8.10,31 確定

福井国道158号凍結スリップ事件 補助国道 福 井 県 名古屋高裁 H 8 .11, 6 上告

O 原因者負担金納付命令取消請求事件 直轄国道 近畿地建 大 阪 地 裁 H 8.11.15 確定

尼崎市道自転車水路転落負傷事件 市道 尼 崎 市 大 阪 高 裁 H 8.11,29 確定

枚方市道穴ぼこ原付自転車衝突事件 市道 枚 方 市 京 都 地 裁 H 8.12. 2 控訴

千葉県道自転車転倒事件 県道 千 葉 県 東 京 地 裁 H 8.12.26 控訴

O 福岡国道199号自転車車止め衝突事件 補助国道 北九州市 福 岡 地 裁 H 8.12.26 控訴

品川区道バイク衝突事件 区道 品 川 区 東京地裁 H 9 . 2.20 控訴

大分県道橋梁工事現場自動車衝突事件 県道 大 分 県 福 岡 地 裁 H 9. 2 .25 控訴

O 大阪国道 1号共同溝工事損害賠償請求事件 直轄国道 近畿地建 大 阪 地 裁 H 9. 2.26 確定

徳島県道ダンプ屋下転落事件 県道 徳 島 県 最 高 裁 H 9 . 3,28 破棄差戻

O 横浜市道原付鶴見川転落事件 市道 横 浜 市 横浜地裁 H 9. 4,25 控訴

O 横浜市道工事中道路砕石スリップ事件 市道 横 浜 市 横浜地裁 H 9. 6.16 確定

(注)本表は作成途中につき完成版を次回報告にて掲載します。

こ
の
事
件
の
被
告
は
道
路
管
理
者
で
あ
る
国

(建
設
大

臣
)
と
交
通
信
号
の
管
理
者
で
あ
る
千
葉
県
知
事
及
び
対

向
車
の
運
転
手
が
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

判
決
は
二
つ
の
交
差
点
を
一
つ
の
交
差
点
で
あ
る
と
被

害
者
が
誤
信
し
た
こ
と
が
こ
の
事
故
の
原
因
で
あ
る
と
し

て
、
道
路
管
理
者
及
び
信
号
の
管
理
者
の
瑕
疵
は
認
め
ま

新
潟
国
道
八
号
路
肩
原
付
転
倒
事
件

こ
の
事
件
は
冬
期
に
路
肩
に
堆
積
し
て
い
た
雪
が
溶
け

せ て
ん 、

で 道
し 路
　 　　

臣 衝
) こ 突

の し
こ
の
事
故
は
三
五
七
号
を
走
行
し
て
い
た
被
害
者
が
右

折
し
よ
う
と
し
た
と
き
、
対
向
車
線
を
ま
た
ぐ
部
分
の
信

号
が
赤
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
体
を
一
つ
の
交

差
点
と
誤
信
し
て
対
向
車
線
に
進
入
し
た
際
、
対
向
車
と

通
称
湾
岸
道
路
は
中
央
部
に
高
速
自
動
車
国
道
で
あ
る
、

東
関
東
自
動
車
道

(東
京
方
面
は
首
都
高
速
道
路
)
を
挟

ん
で
一
般
国
道
三
五
七
号
が
上
下
線
分
か
れ
て
存
在
し
て

お
り
、
全
部
の
幅
員
を
あ
わ
せ
る
と
約
一
〇
0
m
に
な
る

と お
こ こ り

篩
は る の
- 道 幅

略号
ロ す あ

こ
の
事
件
で
は
関
東
地
方
建
設
局
が
管
理
し
て
い
る
一

般
国
道
三
五
七
号

(通
称
湾
岸
道
路
)
で
起
こ
っ
た
事
件

で 般
す 国 こ
o 導

車
両
衝
突
事
件

東
京
国
道
三
五
七
号
二
段
交
差
点
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て
泥
土
と
な
り
、
高
校
生
の
運
転
す
る
原
付
バ
イ
ク
が
そ

れ
に
ス
リ
ッ
プ
し
て
併
走
す
る
ト
ラ
ッ
ク
に
轢
過
さ
れ
た

事
件
で
す
が
、
一
審
判
決
で
は
管
理
瑕
疵
が
認
め
ら
れ
て

敗
訴
し
て
い
ま
し
た
が
、
控
訴
審
に
お
い
て
、
十
分
な
証

拠
検
討
及
び
走
行
実
験
等
の
証
拠
を
新
た
に
提
出
し
て
逆

転
で
勝
訴
し
た
事
件
で
す
。

詳
し
い
判
決
の
解
説
は
過
去
の
野
行
政
セ
ミ
ナ
ー

(%

年
11
月
号
)
に
解
説
し
て
い
ま
す
の
で
そ
ち
ら
を
参
照
し

て
下
さ
い
。

滋
賀
国
道
一六
一
号
新
安
曇
川
大
橋

ス
リ
ッ
プ
事
件

こ
の
事
件
は
、
滋
賀
県
の
国
道
一
六
一
号
の
新
安
曇
川

大
橋
上

(直
轄
管
理
)
で
路
面
凍
結
の
た
め
ス
リ
ッ
プ
し

た
大
型
ト
レ
ー
ラ
ー
が
対
向
車
両
と
衝
突
し
た
事
件
で
す
。

原
告
は
道
路
管
理
者
は
路
面
の
凍
結
を
防
止
す
る
義
務

が
あ
る
と
し
て
提
訴
し
ま
し
た
が
、
裁
判
所
は
請
求
を
認

め
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
判
決
は
争
点
を
三
つ
に
分
け
て
明
解
に
判
断
し
て

い
ま
す
。

(争
点
1
)

-
本
件
事
故
当
時
、
本
件
道
路
は
凍
結
し
て
い
た
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
各
種
証
拠
や
後
続
車
両
の
運
転

者
の
証
言
な
ど
を
総
合
す
る
と
、
凍
結
し
て
い
た
こ
と
が

認
め
ら
れ
る
。

(争
点
2
)

-
本
件
事
故
当
日
、
本
件
道
路
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た

　　　
国
家
賠
償
法
二
条
一
項
に
定
め
る

｢営
造
物
の
設
置
･

管
理
の
瑕
疵
｣
と
は
、
営
造
物
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性

を
欠
い
て
い
る
こ
と
を
い
い
、
道
路
の
場
合
に
は
、
当
該

道
路
が
そ
の
位
置
、
そ
の
地
域
の
地
形
、
地
質
、
気
象
状

況
、
交
通
状
況
等
諸
般
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
円
滑
か
つ

安
全
な
交
通
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
瑕
疵
の
な
い
状

態
で
あ
り
、
道
路
管
理
者
は
そ
の
状
態
を
保
つ
よ
う
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
他
方
、
車
両
等
の
運
転
者
は
道
路
、

交
通
及
び
車
両
等
の
状
況
に
応
じ
て
他
人
に
危
害
を
及
ぼ

さ
な
い
よ
う
な
速
度
と
方
法
で
運
転
す
べ
き
注
意
義
務
を

負
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
道
路
管
理
者
が
確
保
す

べ
き
円
滑
か
つ
安
全
な
道
路
交
通
と
は
、
こ
の
よ
う
な
車

両
等
の
運
転
者
に
要
求
さ
れ
る
注
意
義
務
を
前
提
と
し
て
、

そ
の
運
転
に
支
障
が
な
い
よ
う
に
道
路
の
状
況
を
維
持
･

管
理
す
る
こ
と
で
足
り
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

そ
こ
で
訴
訟
上
の
各
証
拠
を
総
合
す
れ
ば
、
新
安
曇
川
大

橋
の
道
路
は
、
橋
梁
部
で
あ
る
と
い
う
特
質
を
考
慮
し
つ

つ
通
常
要
求
さ
れ
る
連
行
条
の
注
意
を
払
い
さ
え
す
れ
ば

危
険
発
生
の
お
そ
れ
は
な
か
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
道
路
管
理
者
に
お
い
て
も
本
件
事
故
前
に
凍
結

防
止
剤
の
散
布
等
の
措
置
を
と
る
必
要
が
あ
っ
た
と
は
認

め
ら
れ
な
い
。

道
路
管
理
者
は
、
お
よ
そ
路
面
の
凍
結
が
発
生
し
な
い

よ
う
に
す
べ
き
義
務
を
負
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
車

両
等
の
運
転
者
が
求
め
ら
れ
る
一
般
的
な
連
行
態
度
を
前

提
と
し
た
危
険
排
除
の
措
置
を
と
れ
ば
足
り
る
と
解
す
べ

き
で
あ
る
。

(争
点
3
)
運
転
者
の
過
失
に
よ
る
過
失
相
殺
の
可
否

ー
道
路
管
理
瑕
疵
が
存
し
な
い
以
上
判
断
し
な
い
。

愛
媛
国
道
一
一
号
井
内
川
橋
歩
行
者
転
落
事
件

本
件
事
故
は
別
図
1
の
よ
う
な
箇
所
に
お
い
て
歩
行
者

が
井
内
川
橋
南
側
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
さ
ら
に
南
側
部
分

が
歩
道
で
あ
る
と
見
誤
り
直
進
し
転
落
、
負
傷
し
た
事
件

で
す
が
、
第
一
審
控
訴
審
と
も
に
被
害
者
の
異
常
な
行
動

に
よ
る
も
の
と
し
て
請
求
は
棄
却
さ
れ
ま
し
た
。

本
件
事
故
は
、
控
訴
人
が
通
常
予
想
さ
れ
な
い
よ
う
な

方
法
に
よ
っ
て
国
道
と
井
内
川
橋
測
道
橋
の
隙
間
を
通
行

し
よ
う
と
し
た
た
め
に
発
生
し
た
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
え

ず
、
道
路
管
理
者
に
お
い
て
は
予
想
可
能
性
が
な
か
っ
た

と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
設
置
･
管
理
の
瑕
疵
は
存
在
し
な

い
と
さ
れ
ま
し
た
。

新
潟
国
道
四
九
号
道
路
排
水
側
溝
溢
水
事
件

こ
の
事
件
は
、
新
潟
県
の
直
轄
国
道
に
お
い
て
、
大
雨

に
よ
り
道
路
の
側
溝
か
ら
溢
水
が
起
こ
り
、
原
告
所
有
の

倉
庫
を
水
浸
し
に
し
、
中
に
あ
っ
た
家
電
製
品
に
損
害
を

与
え
た
事
件
で
す
が
、
原
告
か
ら
の
請
求
は
、
原
告
が
こ

の
倉
庫
を
賃
貸
借
し
て
お
り
、
こ
の
被
害
の
発
生
に
よ
り

賃
貸
借
契
約
を
解
除
さ
れ
た
こ
と
の
損
害
を
道
路
管
理
者
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に
対
し
て
求
め
た
事
件
で
す
。

判
決
の
結
果
と
し
て
は
道
路
管
理
者
側
の
勝
訴
に
な
っ

て
お
り
、
そ
も
そ
も
管
理
上
の
瑕
疵
が
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
た
め
、
｢賃
貸
借
契
約
の
解
除
｣と
い
う
損
害
論
に
ま
で

は
踏
み
込
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

平
成
三
年
五
月
の
定
期
巡
回
、
同
年
六
月
二
六
日
、
七

月
三

日
及
び
同
月
一
九
日
に
通
常
巡
回
が
そ
れ
ぞ
れ
実

施
さ
れ
た
際
、
本
件
側
溝
付
近
に
は
溢
水
の
原
因
と
な
る

よ
う
な
ご
み
の
堆
積
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
認
め

ら
れ
る
。

右
事
実
に
よ
れ
ば
、
本
件
浸
水
の
原
因
と
な
っ
た
ご
み

は
、
平
成
三
年
六
月
一
三
日
以
降
同
年
七
月
一
七
日
ご
ろ

ま
で
の
間
に
堆
積
し
た
と
推
認
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
右
期
間

内
に
本
件
側
溝
に
ご
み
が
堆
積
し
、
排
水
機
能
に
障
害
が

生
じ
た
こ
と
は
、
被
告
に
お
い
て
予
見
し
が
た
い
、
偶
発

的
事
態
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
右
期
間
中
に
定

期
巡
回
等
に
よ
る
本
件
側
溝
等
の
細
部
に
わ
た
る
点
検
、

清
掃
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
、
本
件
側
溝
の

維
持
･
管
理
に
お
い
て
適
切
で
な
い
も
の
が
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
は
で
き
な
い
。

原
因
者
負
担
金
納
付
命
令
取
消
請
求
事
件

こ
の
事
件
は
、
別
に
紹
介
し
て
い
ま
す

｢滋
賀
国
道
一

六
一
号
安
曇
川
大
橋
ス
リ
ッ
プ
事
件
｣
に
お
い
て
、
道
路

管
理
者
か
ら
事
故
を
起
こ
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
の
所
属
す
る

会
社
に
対
し
て
道
路
法
五
八
条
に
基
づ
く
原
因
者
負
担
金

道行セ 98.2 4 7



納
付
命
令
が
出
さ
れ
、
そ
の
命
令
の
取
消
の
請
求
を
求
め

た
事
件
で
す
。

①
原
告
は
、
本
件
損
傷
行
為
は
路
面
の
凍
結
に
つ
い
て
、

防
止
措
置
を
講
じ
な
か
っ
た
道
路
の
設
置
･
管
理
の
瑕

疵
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
か
ら
原
告
は
原
因
者
に
当
た

ら
な
い
と
主
張
す
る
が
、
右
主
張
事
実
を
認
め
る
に
足

り
る
証
拠
は
存
在
し
な
い
。

②
ま
た
、
本
件
損
傷
行
為
の
原
因
者
は
原
告
で
あ
る
の
で
、

道
路
法
五
八
条
の

｢他
の
行
為
｣
に
直
接
的
な
行
為
を

し
た
者
意
外
の
原
因
者
を
含
む
か
ど
う
か
の
解
釈
を
行

う
必
要
は
な
い
。

①
に
つ
い
て
は
、
こ
の
訴
訟
に
お
い
て
別
訴
が
存
在
し

て
い
て
も
独
自
に
判
断
し
て
い
ま
す
。
も
う
少
し
詳
し
く

述
べ
ま
す
と
、
事
故
当
日
で
あ
る
平
成
五
年
三
月
一
七
日

午
前
一
時
ご
に
は
雪
が
ち
ら
つ
い
て
お
り
、
気
温
･
路
温

と
も
低
下
し
凍
結
し
て
い
た
が
、
道
路
管
理
者
は
、
凍
結

注
意
の
表
示
を
し
た
の
み
で
、
散
水
融
雪
設
備
を
作
動
さ

せ
て
い
な
か
っ
た
し
、
凍
結
防
止
作
業
も
行
っ
て
い
な
か

っ
た
も
の
と
い
え
る
。

し
か
し
、
散
水
融
雪
設
備
は
積
雪
が
な
い
と
き
に
作
動

さ
せ
る
こ
と
は
な
く
、
路
面
凍
結
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

に
作
動
さ
せ
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
各
証
拠
か
ら
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
凍
結
防
止
剤
の
散
布
も
路
面
が
乾
い
た
状
態
で

散
布
す
る
と
か
え
っ
て
自
動
車
が
ス
リ
ッ
プ
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
の
で
、
凍
結
の
程
度
を
考
え
て
慎
重
に
散
布
す
る

べ
き
で
、
道
路
管
理
者
は
路
面
の
状
況
を
考
え
て
散
布
し

な
か
っ
た
こ
と
が
各
証
拠
か
ら
認
め
ら
れ
、
加
え
て
当
時

の
路
面
状
況
は
ハ
ン
ド
ル
の
操
作
を
全
く
不
能
に
す
る
ほ

ど
の
も
の
で
は
な
く
、
本
件
事
故
は
運
転
者
の
不
注
意
に

よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
、
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

②
に
つ
い
て
は
、
原
告
が
｢道
路
法
五
八
条
に
い
う
｢他

の
行
為
｣
に
は
、
直
接
的
な
行
為
者
の
他
に
直
接
的
な
行

為
を
さ
せ
た
原
因
者
あ
る
い
は
他
の
共
同
行
為
者
を
も
含

む
も
の
と
い
う
べ
く
、
そ
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
が
、
公

平
の
原
則
に
合
致
す
る
と
言
え
る
。｣と
い
う
主
張
に
対
し

て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

福
岡
国
道
一九
九
号
自
転
車
車
止
め
衝
突
事
件

こ
の
事
件
は
歩
道
上
に
駐
車
車
両
等
の
侵
入
を
防
ぐ
た

め
の

｢車
止
め
｣
に
明
け
方
自
転
車
が
衝
突
し
た
事
件
で

す
。原

告
は
三
月
の
午
前
六
時
頃

(こ
の
日
の
日
の
出
は
六

時
四
四
分
で
あ
っ
た
)
仕
事
上
の
連
絡
の
た
め
時
速
二
五

虹
で
国
道
一
九
九
号
の
歩
道
上
を
自
転
車
で
走
行
中
逆
U

字
型
の
車
止
め
を
発
見
で
き
ず
衝
突
し
、
転
倒
負
傷
し
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
訴
訟
に
お
い
て
は
、
ま
ず
原
告
が
本
当
に
こ
の
車

止
め
に
衝
突
し
て
こ
の
事
故
を
起
こ
し
た
の
が
ど
う
か
に

つ
い
て
争
わ
れ
ま
し
た
が
、
裁
判
所
は
原
告
の
供
述
は
一

応
の
信
用
は
で
き
る
も
の
と
し
て
事
故
発
生
に
つ
い
て
は

事
実
を
認
定
し
ま
し
た
。

次
に
設
置
･
管
理
の
瑕
疵
に
つ
い
て
は
、
本
件
車
止
め

に

｢反
射
テ
ー
プ
｣
が
巻
か
れ
て
い
る
か
否
か
を
重
視
し

ま
し
た
。
す
な
わ
ち
証
拠
に
よ
れ
ば
、
反
射
テ
ー
プ
が
巻

き
付
け
て
あ
れ
ば
日
の
出
前
で
も
一
五
m
離
れ
た
と
こ
ろ

か
ら
本
件
車
止
め
が
確
認
で
き
る
の
に
対
し
て
、
テ
ー
プ

が
巻
き
付
け
ら
れ
て
い
な
い
場
合
に
は

｢高
速
道
路
や
植

え
込
み
に
よ
っ
て
歩
道
が
暗
く
な
っ
て
い
る
上
、
車
止
め

の
位
置
･
形
状
に
加
え
て
道
路
の
色
と
車
止
め
が
灰
色
の

同
系
色
で
あ
り
夜
間
そ
の
区
別
が
必
ず
し
も
判
然
と
し
難

い
面
が
窺
わ
れ
る
｣
と
認
定
し
、
衝
突
す
る
可
能
性
が
な

い
と
は
言
い
難
く
、
設
置
な
い
し
管
理
に
瑕
疵
が
あ
る
と

判
断
し
て
い
ま
す
。

次
に
被
害
者
の
運
転
態
様
に
つ
い
て
は
、
時
速
二
五
如

で
走
行
す
る
こ
と
に
つ
い
て

｢通
常
予
測
さ
れ
る
交
通
方

法
を
逸
脱
し
た
異
常
な
も
の
と
ま
で
断
ず
る
こ
と
は
で
き

な
い
｣
と
し
て
管
理
瑕
疵
責
任
を
免
責
す
る
理
由
に
は
な

ら
な
い
と
し
つ
つ
も
過
失
相
殺
は
八
割
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
判
決
に
つ
い
て
は
道
路
管
理
者
で
あ
る
北

九
州
市
は
控
訴
し
て
い
ま
す
。

大
阪
圏
道
一
号
共
同
溝
工
事

48 道行セ 98.2

損
害
賠
償
請
求
事
件

こ
の
事
件
は
、
大
阪
の
国
道
一
号
の
共
同
溝
工
事
に
お

い
て
、
道
路
の
地
上
部
分
を
長
期
間
に
わ
た
っ
て
工
事
の

た
め
に
ふ
さ
い
で
い
た
こ
と
及
び
工
事
に
よ
る
土
砂
粉
塵



が
飛
散
し
た
こ
と
に
よ
り
顧
客
が
遠
の
い
た
た
め
原
告
ら

者
及
び
同
人
か
ら
右
工
事
の
施
工
を
請
け
負
っ
た
建
設
業

店
舗
の
売
り
上
げ
が
落
ち
込
み
、
そ
の
補
償
を
求
め
て
提

者
は
、
右
工
事
に
よ
っ
て
沿
道
の
住
民
に
対
し
て
道
路
の

訴
さ
れ
た
事
件
で
す
。

通
行
ま
た
は
禁
止
、
工
事
の
際
の
騒
音
、
振
動
、
粉
塵
の

①
本
件
工
事
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
道
路
の
本
線

飛
散
な
ど
に
よ
る
被
害
を
与
え
な
い
よ
う
に
注
意
す
べ
き

車
道
及
び
南
側
歩
道
か
ら
原
告
ら
店
舗
の
見
通
し
が
遮

義
務
を
負
う
が
、
反
面
、
周
辺
住
民
も
、
右
工
事
の
施
工

ら
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
原
告
ら
店
舗
の
売
り
上
げ

に
伴
う
道
路
の
通
行
ま
た
は
禁
止
、
工
事
の
際
の
騒
音
、

の
減
少
の
主
た
る
原
因
で
あ
っ
た
と
は
認
め
が
た
い
。

振
動
、
粉
塵
の
飛
散
な
ど
が
、
一
般
に
社
会
生
活
上
受
忍

②
原
告
ら
の
主
張
す
る
損
害
の
発
生
に
つ
い
て
本
件
工
事

す
べ
き
限
度
は
、
工
事
の
目
的
、
加
害
行
為
の
態
様
、
そ

の
影
響
が
皆
無
で
あ
っ
た
と
ま
で
言
う
こ
と
が
で
き
な

れ
に
よ
る
被
害
の
限
度
、
被
害
防
止
の
た
め
に
加
害
者
が

い
も
の
の
、
そ
れ
は
国
道
一
号
の
よ
う
な
幹
線
道
路
の

尽
く
し
た
努
力
な
ど
の
事
情
を
考
慮
し
て
決
め
ら
れ
る
べ

沿
道
に
住
む
者
に
と
っ
て
一
般
に
は
社
会
生
活
上
受
忍

き
も
の
で
あ
る
。
｣

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
限
度
を
超
え
る
も
の
で
は
な
い

こ
れ
は
、
国
道
四
三
号
訴
訟
な
ど
で
一
般
化
し
て
い
る

と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

｢受
忍
限
度
論
｣
を
用
い
て
被
害
の
判
断
を
行
う
こ
と
で

①
の
判
断
を
行
う
た
め
の
裁
判
所
の
前
提
条
件
が
以
下

あ
り
、
こ
の
よ
う
な
事
件
は

｢反
射
的
利
益
論
｣
で
法
律

の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

的
に
は
一
蹴
で
き
る
事
件
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
裁

｢道
路
管
理
者
は
、
広
く
一
般
公
衆
の
交
通
上
の
利
便

判
所
は
一
応
の
事
実
審
理
を
経
由
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

を
増
進
す
る
た
め
、
道
路
を
常
時
良
好
な
状
態
に
保
つ
よ

り
ま
す
。

う
維
持
し
、
一
般
交
通
に
支
障
を
生
じ
な
い
よ
う
に
努
め

こ
の
事
件
は
、
原
告
ら
の
店
舗
の
売
り
上
げ
の
減
少
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
他
方
、
道
路
の
地
下
空
間
に
は
、

工
事
に
よ
る
も
の
と
は
認
め
が
た
い
こ
と
と
、
原
告
ら
店

一
般
公
衆
の
生
活
の
便
宜
を
図
る
た
め
ガ
ス
管
等
の
各
種

舗
の
損
傷
も
工
事
に
よ
る
も
の
と
は
認
め
が
た
い
等
の
理

公
益
施
設
が
埋
設
さ
れ
て
お
り
、
道
路
管
理
者
は
、
こ
れ

由
で
原
告
ら
の
請
求
は
全
面
的
に
棄
却
さ
れ
ま
し
た
。

①
本
件
工
事
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
道
路
の
本
線

車
道
及
び
南
側
歩
道
か
ら
原
告
ら
店
舗
の
見
通
し
が
遮

ら
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
原
告
ら
店
舗
の
売
り
上
げ

の
減
少
の
主
た
る
原
因
で
あ
っ
た
と
は
認
め
が
た
い
。

②
原
告
ら
の
主
張
す
る
損
害
の
発
生
に
つ
い
て
本
件
工
事

の
影
響
が
皆
無
で
あ
っ
た
と
ま
で
言
う
こ
と
が
で
き
な

い
も
の
の
、
そ
れ
は
国
道
一
号
の
よ
う
な
幹
線
道
路
の

沿
道
に
住
む
者
に
と
っ
て
一
般
に
は
社
会
生
活
上
受
忍

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
限
度
を
超
え
る
も
の
で
は
な
い

と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

①
の
判
断
を
行
う
た
め
の
裁
判
所
の
前
提
条
件
が
以
下

の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

｢道
路
管
理
者
は
、
広
く
一
般
公
衆
の
交
通
上
の
利
便

を
増
進
す
る
た
め
、
道
路
を
常
時
良
好
な
状
態
に
保
つ
よ

う
維
持
し
、
一
般
交
通
に
支
障
を
生
じ
な
い
よ
う
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
他
方
、
道
路
の
地
下
空
間
に
は
、

一
般
公
衆
の
生
活
の
便
宜
を
図
る
た
め
ガ
ス
管
等
の
各
種

公
益
施
設
が
埋
設
さ
れ
て
お
り
、
道
路
管
理
者
は
、
こ
れ

ら
の
施
設
を
設
置
し
、
ま
た
、
そ
の
維
持
及
び
管
理
に
も

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
道
路
管
理
者
が
そ
の
管

理
す
る
道
路
の
地
下
空
間
に
公
益
施
設
を
設
置
す
る
た
め

の
共
同
溝
を
設
置
す
る
工
事
を
行
う
こ
と
は
、
そ
の
責
務

で
あ
る
と
同
時
に
正
当
な
権
利
行
使
で
あ
り
、
道
路
管
理

横
浜
市
道
原
付
鶴
見
川
転
落
事
件

こ
の
事
件
は
神
奈
川
県
の
横
浜
市
と
川
崎
市
の
境
を
流

れ
る
鶴
見
川
の
堤
防
道
路
に
T
字
型
に
交
差
す
る
横
浜
市

道
を
原
付
バ
イ
ク
で
進
行
し
て
き
た
被
害
者
が
堤
防
上
の

ス
テ
ン
レ
ス
製
の
ポ
ー
ル
の
間
を
す
り
抜
け
鶴
見
川
に
転

落
し
て
死
亡
し
た
事
件
で
す
。

市
道
の
管
理
者
で
あ
る
横
浜
市
と
河
川
管
理
用
道
路
の

管
理
者
で
あ
る
神
奈
川
県
が
訴
え
ら
れ
ま
し
た

(別
図

2
)
0

へ判
決
要
旨
〉

(被
害
者
の
酩
酊
の
程
度
)

本
件
事
故
当
時
の
被
害
者
の
酩
酊
の
状
態
は
、
微
酔
か

ら
泥
酔
ま
で
酩
酊
の
程
度
を
四
段
階
に
分
け
た
分
類
の
第

一
段
階
の
属
し
、
そ
の
中
で
も
や
や
高
い
程
度
に
該
当
す

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
内
容
は
、
本
人
は
能
力
を
増

し
て
い
る
と
の
感
を
抱
く
も
の
の
、
実
際
に
は
作
業
能
力

は
減
退
し
て
お
り
、
運
転
者
と
し
て
は
危
険
で
あ
る
と
判

断
さ
れ
る
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

(警
告
文
書
表
示
板
の
判
断
の
可
否
)

管
理
用
道
路
に
立
ち
入
り
を
禁
ず
る
旨
の
警
告
表
示
板

は
、
実
況
検
分
時
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
用
い
た
と
推
認
さ
れ

る
写
真
に
お
い
て
も
判
読
は
困
難
で
あ
り
、
本
件
事
故
当

時
の
乏
し
い
照
明
の
状
況
と
被
害
者
の
酩
酊
程
度
と
被
害

者
が
原
付
に
乗
っ
て
い
た
こ
と
に
照
ら
せ
ば
そ
の
判
読
は

極
め
て
困
難
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。

(ス
テ
ン
レ
ス
ポ
ー
ル
の
発
見
の
困
難
さ
)

事
故
後
の
実
況
検
分
の
調
書
に
よ
れ
ば
二
五
m
手
前
ま

で
近
づ
か
な
け
れ
ば
そ
の
発
見
は
困
難
で
あ
っ
た
。

(河
川
管
理
道
路
の
瑕
疵
)

四
輪
自
動
車
は
ス
テ
ン
レ
ス
ポ
ー
ル
に
遮
ら
れ
て
事
実
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上
進
入
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
し
て
も
、
小
型
バ
イ
ク

で
あ
れ
ば
、
ス
テ
ン
レ
ス
ポ
i
ル
の
一
･
五
m
の
間
を
縫

っ
て
進
入
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
、
夜
間
に
警
告
表
示

板
を
見
落
と
し
た
小
型
オ
ー
ト
バ
イ
が
進
入
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
を
予
見
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
ま

た
、
安
全
管
理
の
観
点
で
見
れ
ば
、
こ
れ
を
予
見
す
る
必

要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
、
深
夜
ス
テ
ン
レ
ス
ポ
ー
ル
と
警
告
表
示

板
を
見
落
と
し
て
走
行
し
て
き
た
小
型
バ
イ
ク
が
鶴
見
川

に
転
落
す
る
客
観
的
な
危
険
性
は
、
本
件
事
故
を
例
に
取

る
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
を
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
本

件
河
川
管
理
用
道
路
の
状
況
は
、
通
常
備
え
る
べ
き
安
全

性
を
備
え
て
い
な
い
も
の
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
り
、

そ
の
設
置
ま
た
は
管
理
に
瑕
疵
が
あ
る
も
の
と
評
価
す
る

の
が
相
当
で
あ
る
。

(本
件
市
道
の
瑕
疵
)

本
件
市
道
は
本
件
河
川
管
理
用
道
路
と
交
差
す
る
こ
と

に
よ
り
行
き
止
ま
り
に
な
る
が
、
道
路
管
理
者
は
本
件
市

道
が
通
行
止
め
に
な
る
こ
と
に
関
し
て
何
ら
の
標
識
を
も

設
置
し
て
い
な
か
っ
た
。

ま
た
、
本
件
市
道
の
利
用
形
態
が
、
バ
イ
ク
な
ど
の
ほ

か
一
般
の
車
両
の
通
行
も
常
時
何
ら
の
制
限
も
な
く
通
行

し
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
本
件
市
道
の
本
件
河

川
管
理
用
道
路
に
接
す
る
付
近
の
状
態
は
、
通
常
の
安
全

性
を
備
え
て
い
る
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
ず
、
市
道
に

も
設
置
ま
た
は
管
理
の
瑕
疵
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
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(過
失
相
殺
に
つ
い
て
)

被
害
者
の
前
方
注
視
義
務
違
反
と
酒
酔
い
運
転
に
つ
い

て
七
五
%
を
過
失
相
殺
す
る
。

横
浜
市
道
工
事
中
道
路
砕
石
ス
リ
ッ
プ
事
件

こ
の
事
件
は
、
午
後
一
〇
時
頃
、
工
事
の
た
め
舗
装
を

剥
が
し
て
い
た
道
路
に
お
い
て
、
被
害
者
が
路
面
と
マ
ン

ホ
ー
ル
の
段
差

(約
五

伽
)
を
発
見
し
た
た
め
、

ハ
ン
ド

ル
を
急
操
作
し
た
と
こ
ろ
舗
装
を
剥
が
し
た
部
分
に
存
し

た
砕
石
に
ハ
ン
ド
ル
を
と
ら
れ
、
街
路
樹
に
衝
突
し
た
事

件
で
す
。

判
決
で
は
、

①
本
件
道
路
上
に
は
、
舗
装
表
層
切
削
以
外
に
交
通
の
安

全
を
阻
害
す
る
事
情
は
見
当
た
ら
ず
、
被
害
者
が
マ
ン

ホ
ー
ル
の
段
差
を
発
見
し
て
こ
れ
を
避
け
る
た
め
に
採

っ
た
行
動
と
関
係
の
な
い
他
の
原
因
に
よ
っ
て
生
じ
た

も
の
と
窺
わ
せ
る
痕
跡
は
な
い
。

②
本
件
事
故
は
、
道
路
工
事
の
施
工
会
社
が
夜
間
の
開
放

前
に
す
り
つ
け
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
開
放
後
の

複
数
の
自
動
車
の
交
通
に
と
も
な
い
マ
ン
ホ
ー
ル
に
五

伽
を
超
え
な
い
程
度
の
段
差
が
生
じ
て
し
ま
い
、
被
害

者
が
相
当
の
速
度
で
自
動
車
を
運
転
し
て
い
た
と
こ
ろ

起
こ
っ
た
も
の
と
確
認
さ
れ
る
。

③
通
常
の
車
両
運
転
者
は
そ
の
工
事
ひ
い
て
は
段
差
の
存

在
を
直
前
ま
で
は
気
づ
か
ず
、
舗
装
道
路
と
同
様
の
道

路
条
件
で
あ
る
こ
と
を
予
想
し
て
走
行
す
る
の
が
普
通

で
あ
り
、
そ
う
す
れ
ば
、
夜
間
に
お
い
て
運
転
者
に
工

事
中
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
に
判
明
し
う
る
よ
う
工
事
予

告
板
等
を
設
置
し
、
特
に
、
路
面
と
マ
ン
ホ
ー
ル
と
の

段
差
が
存
在
し
う
る
こ
と
を
知
ら
し
め
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
表
示
を
施
し
た
事
実
は
認
め

ら
れ
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
本
件
道
路
は
車
両
の
連
行

の
用
に
供
さ
れ
た
道
路
と
し
て
通
常
有
す
べ
き
安
全
性

を
欠
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
道
路
の
管
理
に

瑕
疵
が
あ
っ
た
も
の
と
い
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

④
被
害
者
の
速
度
超
過
に
対
し
て
五
割
を
減
額
す
る
。
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不
法
占
卿
物
件
の
撤
去
に
つ
い
て

沖
縄
総
合
事
務
局
開
発
建
設
部
建
設
行
政
課

【

は
じ
め
に

沖
縄
総
合
事
務
局
に
お
い
て
は
、
現
在
、
南
部
･
北
部

二
箇
所
の
国
道
事
務
所
を
も
っ
て
、
国
道
五
八
号
、
三
二

九
号
、
三
三
〇
号
、
三
三
一
号
、
三
三
二
号
の
五
路
線
、

二
七
二
･
三
如
の
指
定
区
間
を
管
理
し
て
い
る
。

道
路
を
管
理
し
て
い
く
中
で
、
通
常
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
っ
て
い
る
際
に
お
い
て
は
、
不
法
占
用
物
件
が
見
受
け

ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
も
な
く
、
そ
の
際
は
行
政
上
の
指

導
を
行
う
な
ど
の
措
置
を
と
っ
て
お
り
、特
に
八
月
の
｢道

路
を
ま
も
る
月
間
｣
期
間
中
に
は
“道
路
ク
リ
ー
ン
作
戦
“

と
称
し
て
、
不
法
占
用
物
件
の
是
正
に
努
め
て
い
る
。

今
回
、
短
期
間
に
多
数
設
置
さ
れ
た
不
法
占
用
物
件
を

撤
去
す
る
と
い
う
事
案
が
生
じ
た
の
で
紹
介
す
る
こ
と
と

し
た
い
。

三

概
…
要
【

沖
縄
県
名
護
市
に
お
い
て
、
平
成
九
年
一
二
月
に
住
民

投
票
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
際
、
市
内
を
通
過
す
る
国
道

の
道
路
敷
内
に
、
投
票
に
関
係
す
る
多
数
の
看
板
、
横
断

幕
、
の
ぼ
り
等
が
不
法
に
設
置
さ
れ
、
日
を
追
う
ご
と
に

増
え
て
き
た
た
め
、
設
置
者
に
対
し
自
主
撤
去
を
促
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
向
に
改
善
さ
れ
る
様
子
が
み
ら
れ
な

い
た
め
、
道
路
管
理
者
と
し
て
適
正
な
道
路
管
理
を
行
う

観
点
か
ら
こ
の
ま
ま
の
状
態
で
放
置
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、

か
つ
、
早
期
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
道
路

管
理
者
側
で
設
置
者
の
同
意
を
得
て
撤
去
を
行
っ
た
も
の

で
あ
る
。

三

経
一
件緯

平
成
九
年
一
一
月
項
か
ら
名
護
市
内
の
道
路
敷
内
に
、

住
民
投
票
に
関
す
る
看
板
、
横
断
幕
、
の
ぼ
り
等
多
数
の

不
法
占
用
物
件
の
乱
立
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
大
き

な
も
の
で
は
三
-
四
m
四
方
の
看
板
が
立
て
ら
れ
て
い
た
。

北
部
国
道
事
務
所
管
内
の
国
道

(五
八
号
及
び
三
二
九

号
)
に
も
多
数
の
物
件
が
立
て
ら
れ
て
い
た
た
め
、
そ
の

都
度
設
置
者
に
対
し
撤
去
の
指
導
を
行
っ
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
日
が
経
つ
に
つ
れ
増
え
る

一
方
で
、

一
一
月
下
旬
に
調
べ
た
結
果
で
は
二
七
○
の
物
件
を
確
認

98

し
た
。

セ行

そ
の
後
、
一
向
に
改
善
さ
れ
る
気
配
が
見
ら
れ
な
い
た

道

め
、
一
二
月
二
日
に
事
務
所
長
名
で
各
設
置
者
に
対
し
文

2　　　

書
に
よ
る
期
限
付
き
(期
限
は
一
二
月
九
日
ま
で
と
す
る
)



の
自
主
撤
去
勧
告
を
行
っ
た
。

そ
の
間
、
不
法
占
用
の
状
況
が
テ
レ
ビ
(九
日
)
･新
聞

(
一
〇
日
)
で
報
道
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
一
二
月
一
〇
日
の
調
査
で
は
六
一
五
件
が
確

認
さ
れ
た
。
自
主
撤
去
が
な
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
増
え
る

一
方
で
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
交
通
安
全
及
び
道
路
管
理

上
か
ら
支
障
を
き
た
す
恐
れ
が
あ
り
、
ま
た
、
市
民
か
ら

の
苦
情
も
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
自
主
撤
去
し
な
い
場
合

は
道
路
管
理
者
側
で
撤
去
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
際
、

微
妙
な
時
期
･
案
件
で
あ
る
だ
け
に
、
慎
重
に
検
討
を
重

ね
た
結
果
、
交
通
安
全
上
著
し
く
支
障
と
な
る
交
差
点
部

分
の
看
板
、
横
断
幕
等
を
早
急
に
撤
去
す
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
こ
の
間
、
警
察
等
と
も
協
議
す
る
と
と
も
に
、
県

と
も
歩
調
を
合
わ
せ
て
撤
去
す
る
こ
と
で
調
整
を
図
っ
た
。

一
二
月
三

日
に
再
度
調
査
を
行
い
、
撤
去
対
象
物
件

と
し
て
二
九
箇
所
の
交
差
点
で
一
五
〇
件
を
確
認
し
た
。

一
二
月
三
一日
の
午
前
中
ま
で
に
、
撤
去
す
る
旨
の
通

告
を
文
書
で
伝
え
る
と
同
時
に
電
話
で
の
連
絡
も
行
い
、

淺
濃
孃
騨

　

　
　　

　　　　
　　　　

　

、
対し《
"
{
　　

相
手
方
の
同
意
を
得
る
こ
と
に
努
め
た
。

　　　

同
日
の
午
後
か
ら
撤
去
作
業
に
入
っ
た
が
、
撤
去
を
行

5

う
に
あ
た
っ
て
は
特
に
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
順
調
に
進
め
る

2　

こ
と
が
で
き
、
夕
方
ま
で
に
作
業
を
終
え
た
。

セ

こ
の
模
様
は
N
H
K
テ
レ
ビ
で
も
放
送
さ
れ
、
翌
日
の

断

新
聞
で
も
報
道
さ
れ
た
。

ま
た
、
県
道
に
つ
い
て
も
後
日
、
同
様
に
撤
去
が
行
わ

れ
た
。

引
き
続
き
残
っ
た
物
件
に
つ
い
て
も
自
主
撤
去
を
求
め

る
こ
と
と
し
、
後
日
、
再
度
の
文
書
に
よ
る
自
主
撤
去
の

通
告
を
行
っ
た
。

(そ
の
後
、
状
況
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
一
二
月
末

ま
で
に
は
大
部
分
の
も
の
が
自
主
撤
去
さ
れ
て
い
た
。)

四

撤
去
体
制
等

人

員
国
道
事
務
所

三
名
、警
察

一
名
、維
持
業
者

二

名

計
六
人
を
一
組
と
す
る
二
班
編
成
。

車

両
事
務
所
の
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
、
ト
ラ
ッ
ク
、
警
察
の

パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
で
編
成
。

方

法
撤
去
対
象
と
な
る
不
法
占
用
物
件
の
確
認

物
件
の
設
置
場
所
、
所
有
者
、
種
類
等
の
記
録
を
と

る
%撤

去
時
の
写
真
撮
影
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撤
去
物
件
に
つ
い
て
は
事
務
所
に
て
保
管

五

マ
ス
コ
ミ
対
応
に
つ
い
て

一
部
マ
ス
コ
ミ
で

"強
制
撤
去
も
辞
さ
ず
"
と
い
う
事

前
報
道
が
あ
っ
た
が
、
あ
く
ま
で
も
強
制
撤
去
で
は
な
く

相
手
方
の
同
意
を
得
て
の
撤
去
で
あ
る
た
め
、
｢不
法
占
用

物
件
が
道
路
法
に
抵
触
し
て
い
る
こ
と
=
不
法
占
用
物
件

の
設
置
者
に
自
主
撤
去
を
促
し
て
い
る
こ
と
｣
｢交
通
安
全

＼
＼

上
、
道
路
管
理
上
の
支
障
が
生
じ
て
い
る
こ
と
｣
｢自
主
撤

去
が
な
さ
れ
な
い
場
合
は
道
路
管
理
者
側
で
撤
去
す
る
こ

と
｣
｢撤
去
に
際
し
て
は
相
手
方
の
同
意
を
得
る
こ
と
｣等

の
内
容
で
撤
去
前
に
記
者
発
表
を
行
っ
た
。

六

終
わ
り
に

今
回
の
事
例
に
関
し
て
は
、
住
民
投
票
と
い
う
あ
ま
り

例
が
な
く
か
つ
微
妙
な
問
題
を
含
む
中
で
、
早
急
に
対
処

す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
紹
介
し
た
が
、
道
路
管

理
者
と
し
て
道
路
を
良
好
な
状
態
に
保
つ
責
務
が
あ
り
、

常
日
頃
か
ら
、
不
法
占
用
物
件
の
是
正
等
に
努
め
て
お
り
、

今
後
と
も
適
正
な
道
路
管
理
を
行
う
べ
く
努
力
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
o
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青森県における通路の維時管理

は
じ
め
に

青
森
県
は
、
本
州
の
最
北
端
に
位
置
し
、
北
は
津

軽
海
峡
を
隔
て
て
北
海
道
と
対
し
、
南
は
秋
田
県
、

岩
手
県
に
接
し
て
い
ま
す
。
東
は
太
平
洋
、
西
は
日

本
海
に
面
し
、
三
方
を
海
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
面

積
は
九
、
六
〇
六
姉
で
、
全
国
第
八
位
と
い
う
広
い

県
土
を
有
し
て
い
ま
す
が
、
青
森
市
、
八
戸
市
、
弘

前
市
の
三
市
を
中
心
と
す
る
地
域
に
人
口
の
集
中
傾

向
が
見
ら
れ
、
各
都
市
圏
が
分
散
し
、
そ
れ
ぞ
れ
個

別
に
生
活
圏
を
形
成
す
る
と
い
う
多
極
分
散
型
の
地

域
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、

幹
線
道
路
網
の
整
備
に
伴
っ
て
、
生
活
の
舞
台
と
な

る
圏
域
の
広
域
化
･
流
動
化
の
傾
向
も
見
ら
れ
ま
す
。

現
在
、
本
県
で
は
二
一
世
紀
の

｢輝
く
あ
お
も
り

新
時
代
｣
の
実
現
に
向
け
、
｢
ニ
ュ
ー
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

-
人
間
性
復
活
-
｣
を
基
本
理
念
と
す
る

｢新
青
森

県
長
期
総
合
プ
ラ
ン
｣
に
基
づ
き
各
施
策
を
推
進
し

て
お
り
、快
適
で
ゆ
と
り
あ
る
生
活
環
境
の
中
で
｢福

祉
日
本
こ
を
目
指
し
、
思
い
や
り
の
心
と
創
造
性
･

感
性
を
大
切
に
す
る

｢
ニ
ュ
ー
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
｣
の

地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

道
路
に
つ
い
て
は
、
高
規
格
幹
線
道
路
を
骨
格
と

し
、
そ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
及
び
県
内
各
生
活
圏
間
･

生
活
圏
内
の
連
絡
道
路
整
備
に
よ
る
幹
線
道
路
網
の

形
成
、
地
方
中
核
都
市
を
形
成
す
る
バ
イ
パ
ス
の
建

表 1 青森県内の道路の現況 (平成 9年 4月 1日現在)

道路種別 路線数 実延長
改 良 済 舗 装 済

延長(km) 改良率(%) 延長(km) 舗装率(%〕

国

道

指定 区間 月性 残 疫 棘 獨 鰍指定区間外 12 1
,
043

.
1 913

.
O 87

.
5 1

,
025.6 郷

計 お

蘂廊 鯏 蹴 郷
県

道

主要地方道 “

峨 螂 猟 硼 蜘
一般県道 185

妙 纖 饅 勤 縱
計 232

纖蕨 芻 “ 郷
県管理道路 雄 締筏 高 彎 郷
市 町 村 道

牢蘂纖 物 部 弼
合 計

勢 18
,600.9燃 鰯 ･ 邱

指定区間国道には、 4号、 7号、45号の他に104号の一部を含むため路線数
の計電ま15としている。

設
等
を
積
極
的
に
進
め
る
ほ
か
、
道
路
交
通
安
全
対

策
施
設
の
整
備
や
、
冬
期
交
通
不
能
区
間
の
解
消
促

進
等
、
地
域
社
会
に
密
着
し
た
道
路
整
備
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

今
回
は
本
県
の
道
路
管
理
業
務
の
一
端
を
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

二

青
森
県
の
道
路
の
現
況

平
成
九
年
四
月
一
日
現
在
の
本
県
の
道
路
現
況
は
、

高
速
自
動
車
国
道
が
二
路
線
七
一
懸
、有
料
道
路
(地

方
道
路
公
社
)
が
四
路
線
三
四
如
、
一
般
国
道
が
一
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五
路
線
一
、
三
一
六
如
、
県
道
二
三
二
路
線
二
、
三

九
六
m
、
市
町
村
道
が
二
九
、
0
一
二
路
線
一
四
、

八
八
九
如
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
県
の
管
理

す
る
道
路
は
二
四
四
路
線
三
、
四
三
九
如
で
あ
り
、

こ
れ
を
七
つ
の
出
先
機
関

(土
木
事
務
所
)
が
管
理

し
て
い
ま
す

(表
l
)
。

三

雪
情
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

③

シ
ス
テ
ム
導
入
の
理
由

過
去
冬
期
間
に
お
け
る
気
象
観
測
デ
ー
タ

(積
雪

深
、
気
温
、
風
向
、
風
速
)
は
人
手
に
頼
り
、
デ
ー

タ
の
収
集
、
集
計
ま
で
に
か
な
り
の
時
間
を
要
し
、

正
確
さ
に
欠
け
非
効
率
的
で
し
た
。

そ
こ
で
、
気
象
観
測
デ
ー
タ
を
自
動
観
測
し
、
冬

期
間
に
お
け
る
道
路
の
維
持
管
理
を
迅
速
に
行
い
、

効
率
化
を
図
る
た
め
、
雪
情
報
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

た
も
の
で
す
。

②

シ
ス
テ
ム
の
概
要

本
シ
ス
テ
ム
は
、
除
雪
事
業
の
参
考
と
し
て
利
用

す
る
た
め

｢青
森
県
雪
情
報
シ
ス
テ
ム
｣
と
し
て
平

成
四
年
度
に
導
入
し
、
平
成
五
年
度
か
ら
運
用
を
開

始
し
て
お
り
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
の
概
要
は
、
図
ー
の

と
お
り
で
あ
り
、
県
内
九
五
箇
所

(平
成
九
年
度
末

現
在
)
の
無
人
観
測
所
で
計
測
し
た
積
雪
深
、
風
向
、

風
速
、
気
温
を
県
内
の
七
土
木
事
務
所

(青
森
、
弘

前
、
八
戸
、
五
所
川
原
、
十
和
田
、
む
つ
、
鯵
ヶ
沢
)

　
　　　　　

　
　
　
　

メ
(

過
測

　

　　

F
所
村

鰈
難
訶
▲
II
II
I

用
木

“

賄

政
土

内

グ

行
各

県

ン

災

(

坊

リ“

一

　　
　
　

　　　
　

　　　　

　　
　
　

欄□□川

　　
　
　

　　　
　

　
　
　

　
　
　

の

の

課
所
)

械

持

測
集
機

)

維

観

収

雪
計

路

全
報
除

集

道
内
情

内
動

庁
県

雪

県

出

県
(

(

回

路
ネ

　

　
　

　

星

道
パ

衛

除

N T T 回線

雪

動

所

所
)

の

　

　
　

　
　
　
　
　

土

管
情

除
報

　
置
所

年

装

箇

9

測

%
成

観
内

平

憲
県
(

観測項目
気温、 風向風速
積雪深

図 1 書情報システム概要図
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の
パ
ソ
コ
ン

(サ
ブ
セ
ン
タ
ー
)
に
電
話
回
線
を
利

用
し
て
一
時
間
ご
と
に
集
計
し
、
こ
れ
が
青
森
県
地

域
情
報

(防
災
行
政
用
無
線
)
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ

り
、
青
森
県
土
木
部
道
路
維
持
課
内
に
あ
る
パ
ソ
コ

ン

(
セ
ン
タ
ー
)
に
電
送
さ
れ
、
デ
ー
タ
収
集
を
行

い
、
道
路
の
迅
速
な
維
持
管
理
及
び
除
雪
事
業
な
ど

に
活
用
し
て
お
り
ま
す
。

③

そ
の
他

本
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
気
象
デ

ー
タ
の
収
集
が
迅
速
に
な
り
、
除
雪
事
業
の
円
滑
な

執
行
に
役
立
つ
と
と
も
に
、
き
め
細
か
い
道
路
パ
ト

ロ
ー
ル
と
併
せ
て
冬
期
間
に
お
け
る
道
路
交
通
確
保

に
役
立

っ
て
お
り
ま
す
。

四

｢文
化
観
光
立
県
｣
に
向
け
彪
休
憩

施
設
整
備
に
つ
い
て

本
県
は
、
十
和
田
湖
八
幡
平
国
立
公
園
、
津
軽
、

下
北
半
島
の
両
国
定
公
園
等
豊
富
な
自
然
資
源
や
青

森
ね
ぶ
た
祭
り
等
の
観
光
資
源
を
有
し
て
お
り
、
県

内
外
か
ら
年
間
四
千
万
人
の
観
光
客
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
は
、
一
二
世
紀
観
光
の
姿
と
し
て
本

県
を
訪
れ
る
人
々
に
知
的
充
足
感
、
心
の
豊
か
さ
、

感
動
を
与
え
る
、
文
化
性
を
重
視
し
た
観
光
を
目
指

し

｢文
化
観
光
立
県
｣
宣
言
を
発
し
、
内
外
に
ア
ピ

ー
ル
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、本
県
を
訪
れ
る
人
々

を
温
か
く
迎
え
る
た
め
、
安
心
し
て
だ
れ
も
が
利
用

′

＼＼~
大

　
　　　　

霰尽きもが、ゞ なさ、‐ゞ
傷鱒響き、

写真 1 国道102号 ｢虹の湖｣ 対 /‘＼ぷさ鎖※
〆
“

l :600-○00
　 　　 　　 　 　 　 　　

図 2 青森県の ｢道の駅｣ 位置図
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五

冬
期
間
の
道
路
管
理
に
つ
い
て

本
県
は
、
全
域
が
積
雪
寒
冷
地
域
に
指
定
さ
れ
、

そ
の
う
ち
青
森
市
を
は
じ
め
一
五
市
町
村
が
、
特
別

豪
雪
地
帯
指
定
市
町
村
と
な
る
な
ど
過
酷
な
気
象
条

件
下
に
あ
り
、
県
民
の
日
常
生
活
や
産
業
活
動
を
支

え
る
上
で
、
冬
期
間
に
お
け
る
円
滑
な
道
路
交
通
の

確
保
は
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
重
点
的
に
そ

の
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

0

雪
国
青
森
県
の
特
徴

本
県
は
三
方
を
日
本
海
、
太
平
洋
、
津
軽
海
峡
に

囲
ま
れ
、
県
の
中
央
を
奥
羽
山
脈
が
南
北
に
走
り
、

で
き
る
休
憩
施
設
の
整
備
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

公
共
の
休
憩
施
設
は
、
女
性
、
高
齢
者
、
障
害
者

の
方
々
に
配
慮
し
た
配
置
設
備
と
し
、
観
光
地
間
の

連
携
、
交
通
安
全
、
環
境
整
備
の
強
化
を
図
る
も
の

で
す
。

こ
の
た
め
、
地
域
振
興
に
大
き
く
貢
献
す
る

｢道

の
駅
｣
は
、
現
在
一
三
箇
所
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、

最
終
的
に
、
県
内
で
三
五
箇
所
配
置
す
る
予
定
で
す

(図
2

･
写
真
1
)
。

ま
た
、
県
単
独
事
業
で
駐
車
場
･
ト
イ
レ
を
整
備

し
て
お
り
、
既
に
二
二
箇
所
が
供
用
さ
れ
、
平
成
一

三
年
ま
で
に
五
二
箇
所
設
置
を
目
処
に
重
点
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

左
に
津
軽
平
野
、
右
に
南
部
平
野
と
下
北
半
島
が
位

置
し
て
お
り
、
日
本
海
側
と
太
平
洋
側
で
気
候
に
大

き
な
差
が
あ
り
、
冬
期
間
の
道
路
管
理
に
つ
い
て
も
、

各
地
域
に
合
わ
せ
た
き
め
細
や
か
な
対
応
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

①

日
本
海
側
及
び
一
部
下
北
半
島
地
域

寒
気
団
が
日
本
海
の
対
馬
暖
流
の
影
響
で
多

湿
の
、
い
わ
ゆ
る
裏
日
本
型
の
湿
潤
多
湿
の
豪

雪
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
、
気
温
と
風
の

関
係
で
、
た
び
た
び
地
吹
雪
が
発
生
し
、
交
通

に
障
害
を
与
え
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。

②

太
平
洋
側
地
域

大
陸
型
の
気
候
で
、
寒
さ
は
屋
外
の
ス
ケ
ー

毛
も
＼
ゞ

き

ト
リ
ン
ク
が
出
来
る
ほ
ど
厳
し
い
が
、
降
雪
量

は
日
本
海
側
と
比
較
す
れ
ば
少
な
い
。

③

中
央
部
山
脈

(八
甲
田
)
地
域

標
高
七
〇
0
m
か
ら
一
、
○
○
o
m
を
通
る

山
岳
道
路
で
あ
り
、
累
積
降
雪
量
が
一
0
m
を

超
え
て
日
本
海
側
地
域
よ
り
多
く
、
寒
さ
も
太

平
洋
側
地
域
よ
り
厳
し
い

(写
真
2
)。

②

本
県
の
冬
期
交
通
確
保
対
策
の
内
容

①

よ
り
信
頼
性
の
高
い
道
路
構
造
を
も
っ
た
道

路
の
整
備

冬
期
間
に
お
い
て
も
安
心
し
て
走
行
で
き
る

道
路
と
す
る
た
め
、
雪
崩
危
険
箇
所
、
吹
雪
箇

所
の
解
消
と
堆
雪
幅
の
整
備
、
勾
配
や
カ
ー
ブ

　
　

　

　
　
　

　

螂
綻
ぶ
べ
き
幾

｣

　
　
　
　
　
　

　　



が
急
な
箇
所
の
改
良
を
図
っ
て
い
ま
す
。

期
除
雪
に
努
め
る
ほ
か
、
流
雪
溝
等
消
融
雪
施

②

除
雪
体
制
の
強
化

設
の
整
備
を
進
め
、
よ
り
安
全
で
快
適
な
歩
行

通
学
通
勤
時
間
帯
、
バ
ス
始
発
時
間
前
に
除

雪
を
終
了
さ
せ
る
よ
う
に
除
雪
機
械
を
配
置
し
、

除
雪
水
準
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
体
制
の
強
化
を

図

っ
て
い
ま
す

(写
真
3
)
。

③

冬
期
間
に
お
け
る
安
全
で
快
適
な
歩
行
空
間

の
確
保

国
や
市
町
村
と
の
連
携
に
よ
り
連
続
的
な
歩

道
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
特
に
通
学
路

や
福
祉
施
設
へ
通
じ
る
道
路
に
つ
い
て
は
、
早

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　
　
　　
　
　

　
　

　
　

　
　　
　　
　
　
　
　

、
灘穏
藻

、
鑿
"
軍、
▽
も
寮"ゞ"
"
好
~
超
"≧
′

--、、

‘

*

.対

等
,き
ふ
き
/
零

さ
鶏

　
　
　
　　　
　
　

　

　
　
　
　　　
　
　
　　

　

　

　

　　　

　

　
　　
　
　
　　
　

　　　　　　　　

　　
　

　

　　

　

"℃

‘ビン

ふも、

　　

　　　
　　

　

　
　
　　
　

ベ

ル
uき
ノぬ

　
　　　
　
　
　

空
間
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

④

脱
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
社
会
へ
の
対
応

平
成
五
年
度
か
ら
の
本
格
的
な
脱
ス
パ
イ
ク

タ
イ
ヤ
社
会
の
移
行
に
伴
い
、
路
面
凍
結

(い

わ
ゆ
る
｢
つ
る
つ
る
路
面
｣
)
に
よ
る
ス
リ
ッ
プ

事
故
の
多
発
や
交
通
渋
滞
が
新
た
な
課
題
と
な

り
ま
し
た
。

こ
の
対
策
と
し
て
、
消
融
雪
施
設
の
整
備
と

凍
結
防
止
剤
散
布
車
の
増
強
を
図
り
急
勾
配
、

急
カ
ー
ブ
、
交
差
点
等
、
冬
期
交
通
の
ネ
ッ
ク

と
考
え
ら
れ
る
箇
所
の
解
消
に
努
め
て
い
る
ほ

か
、
凍
結
抑
制
舗
装
を
試
験
的
に
実
施
し
て
い

ま
す

(写
真
4
)。

③

八
甲
田
周
辺
冬
期
交
通
可
能
性
調
査

十
和
田
湖
は
、
世
界
的
な
観
光
地
で
す
が
、
冬
期

間
県
内
か
ら
十
和
田
湖
へ
は
、
十
和
田
市
か
ら
一
路

線
だ
け
の
出
入
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
本

県
で
は
、
青
森
市
か
ら
十
和
田
湖
へ
の
通
年
通
行
を

求
め
る
県
内
外
か
ら
の
要
請
が
多
い
こ
と
か
ら
、
平

成
八
年
度
よ
り

｢八
甲
田
周
辺
冬
期
交
通
可
能
性
調

査
｣
(八
甲
田
温
泉
入
口
-
田
代
十
文
字
-
谷
地
温

泉
)
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
冬
期
交
通

の
安
全
確
保
に
向
け
当
該
ル
i
ト
に

｢東
八
甲
田
雪

み
ち
避
難
所
｣
を
開
所
し
て
お
り
ま
す

(図
3
･
写

道行セ 98.2 59

{

真

　
　
　
　

真
5
)
。

六

お
わ
り
に

以
上
、
青
森
県
に
お
け
る
道
路
維
持
管
理
の
一
端

を
紹
介
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
、
当
県
は
、
十
和
田
湖
や
奥
入
瀬
渓
流
、

八
甲
田
山
、
岩
木
山
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
｢目

神
山
地
｣
な
ど
の
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
て
お
り
、

ま
た
、今
最
も
注
目
を
集
め
る
縄
文
文
化
の
結
集
｢三

内
丸
山
遺
跡
｣
な
ど
の
遺
跡
が
県
内
各
地
に
多
数
存



郊

翻

し

在
し
、
当
時
の
優
れ
た
集
落
機
能
や
文
化
性
の
高
さ

間
ゞ
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欲
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惜森田代十和田線

11月25日~ 4月30日
冬期閉鎖期間、｣

刊
ノ
ノ

リ

　　　　　　　　

的
充
足
感
、
心
の
豊
か
さ
、
感
動
を
与
え
る
文
化
性

を
重
視
し
た
観
光
を
目
指
す

〈県
民
総
参
加
の
展
開

械ヶ窟ゲート

2月1日~

合丸　　　　　　　　　　　　　　
　
　　　　　 　　
螫ヶ渇潟泉

鑑

是
非
こ
の
機
械
に
大
勢
の
方
々
に
主暴

県
を
訪
れ

榔賞

‐
糊

‘
頂
き
た
だ

思
“
ま
す
o

　

　

至

辺
図

周
制

田
親

甲
行

八
通

凡 例

圓 通行規制区間

鬮 冬期閉鎖区間

鬮 通年通行区間

讓灘
区
別
那

轄
聞
関

隣
鰤
釧

寡ゲ‐ト鬱

図
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群
馬
県
に
お
け
る
『地
域
活
性
化
促
進
道
路
事
業
』
踰一丁

群
馬
県
土
木
部
道
路
建
設
課

一
は
じ
め
に

群
馬
県
は
、
本
州
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
内
陸

県
で
北
部
か
ら
西
部
に
か
け
て
山
岳
･
丘
陵
が
広
が

り
、
南
東
部
に
は
関
東
平
野
が
開
け
、
標
高
差
が
大

き
く
変
化
に
富
ん
だ
地
形
と
な
っ
て
い
ま
す
。

県
土
の
形
は
、
翼
を
広
げ
て
空
に
舞
う
鶴
(
つ
る
)

の
形
に
似
て
お
り
、
｢鶴
舞
う
形
の
群
馬
県
｣と
言
わ

れ
、
そ
の
面
積
は
六
、
一三
ハ
三
孃

(全
国
の
一
･
七

%
、
第
二
一
位
)、
人
ロ
は
二
〇
一
万
一
、
0
0
0
人

(全
国
の
一
･
六
%
、
一
九
位
)と
、
中
位
に
あ
り
、

ま
た
、
県
の
財
政
規
模
等
も
同
様
の
傾
向
に
あ
り
ま

す
。ま

た
、
森
林
が
約
三
分
の
二
を
占
め
る
と
と
も
に
、

赤
城
山
、
榛
名
山
、
妙
義
山
の
上
毛
三
山
を
は
じ
め
、

谷
川
連
峰
を
中
心
と
す
る
上
信
越
高
原
国
立
公
園
、

尾
瀬
で
知
ら
れ
る
日
光
国
立
公
園
の
ほ
か
、
草
津
、

伊
香
保
、
水
上
に
代
表
さ
れ
る
八
○
余
り
の
温
泉
郷
、

坂
東
太
郎
で
名
高
い
利
根
川
な
ど
、
優
れ
た
風
景
、

景
勝
地
に
恵
ま
れ
四
季
の
変
化
に
富
ん
だ
多
彩
な
自

然
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。

本
県
で
は
･

交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
歴

鰊

　　　

凡
区
醗
酵
路

　
　
　
　

史
的
な
背
景
の
も
と
に
城
下
町
、
宿
場
町
な
ど
を
起

源
と
す
る
ま
ち
が
比
較
的
に
自
立
し
、
特
色
を
持
っ

て
発
達
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
都
市
が
適
度

な
間
隔
で
存
在
す
る
多
極
的
な
都
市
構
造
で
あ
り
、

可
住
地
面
積
は
、
約
三
五
%
と
低
い
こ
と
か
ら
、
県

中
央
部
、
東
部
地
域
の
平
野
部
へ
人
口
の
集
中
す
る

図置

傾
向
が
見
ら
れ
、
北
西
部
な
ど
外
縁
部
の
地
域
で
は
、

位

過
疎
化
、
高
齢
化
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。



こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
県
で
は
平
成
八
年

に
第
三
一次
群
馬
県
総
合
計
画

｢ぐ
ん
ま
新
社
会
計

画

(グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
)｣
を
策
定
し
、
｢元
気
で
温

か
く
住
み
よ
い
緑
の
大
地
｣
群
馬
の
創
造
を
基
本
理

念
に
、
県
全
体
が
森
林
や
田
畑
、
公
園
な
ど
緑
に
包

ま
れ
た
う
る
お
い
の
あ
る
環
境
を
目
指
す
と
と
も
に
、

子
ど
も
を
育
て
る
な
ら
群
馬
県
と
言
わ
れ
る
条
件
の

整
備
を
始
め
、
産
業
や
文
化
な
ど
様
々
な
面
で
新
し

い
生
命
が
生
ま
れ
、
育
つ
こ
と
、
県
民
一
人
ひ
と
り

が
心
の
幸
せ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
温
か
な
精
神

風
土
を
培
う
こ
と
を
め
ざ
し
努
力
し
て
い
ま
す
。

二

新
左
な
群
馬
県
道
路
整
備
計
画
と

地
域
プ
ロ
ジ
ー
ク
ト
の
選
定

本
県
は
、
都
市
が
分
散
し
て
い
る
多
極
的
な
県
土

構
造
、
山
間
地
が
多
い
な
ど
の
地
形
的
な
要
因
や
、

生
活
に
身
近
な
地
域
鉄
道
や
路
線
バ
ス
等
が
不
便
な

ど
に
よ
り
自
家
用
車
が
交
通
に
お
い
て
主
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。
平
成
九
年
の
自
動
車
一
台
当
た

り
人
ロ
一
･
二
九
人

(全
国
平
均
一
･
七
五
人
)
免

許
取
得
率
六
一
･
八
%
(全
国
平
均
五
五
･
五
%
)と

も
全
国
一
位
で
あ
り

｢
一
家
に
一
台
｣
か
ら

｢運
転

者
一
人
に
一
台
｣
の
時
代
に
移
行
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
道
路
の
整
備
率
は
国
県
道
で
四
八
%
と

全
国
平
均

(五
一%
)
を
下
回
っ
て
お
り
、
道
路
整

備
が
遅
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

ま
た
、
県
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
前
回
の

調
査
よ
り
二
%
以
上
増
加
し
た
項
目
は
、
｢道
路
が
整

備
さ
れ
て
い
な
い
｣、
｢ま
ち
と
ま
ち
を
結
ぶ
道
路
が

整
備
さ
れ
て
い
な
い
｣
等
と
な

っ
て
お
り
、
道
路
は
、

人
と
暮
ら
し
を
支
え
る
最
も
根
幹
的
な
施
設
と
し
て

あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
と
深
い
か
か
わ
り
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
道
路
整
備
に
対
す
る
県
民
ニ
ー
ズ
は
依
然

と
し
て
強
く
、
ま
た
、
内
容
も
多
様
と
な
っ
て
お
り
、

生
活
者
の
視
点
を
加
え
た
整
備
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
況
を
踏
ま
え
、
県
で
は
次
の
三
つ

を
基
本
目
標
に
新
た
な
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
に
取

り
組
ん
で
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

幹
線
交
通
乗
り
入
れ
三
〇
分
構
想
の
実
現

(広
域
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
)

本
県
の
道
路
網
は
、
東
北
自
動
車
道
、
関
越
自
動

車
道
、
上
信
越
自
動
車
道
の
開
通
に
よ
り
、
広
域
高

速
道
路
網
の
充
実
が
図
ら
れ
、
ま
た
鉄
道
で
は
、
上

越
新
幹
線
の
東
京
駅
乗
り
入
れ
、
関
西
方
面
へ
の
新

た
な
軸
と
な
る
北
陸
新
幹
線
の
一
部
開
業
に
よ
り
、

広
域
的
な
移
動
の
利
便
性
は
飛
躍
的
な
向
上
し
ま
し

た
。現

在
は
、
北
関
東
自
動
車
道
が
既
に
着
工
さ
れ
、

高
速
交
通
に
よ
る
県
土
の
十
字
軸
の
整
備
は
、
仕
上

げ
の
段
階
に
入
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
効
用
を
県
内

広
く
、
か
つ
、
最
大
限
に
も
た
ら
す
た
め
に
、
ま
た
、

郷
土
の
調
和
あ
る
発
展
が
図
ら
れ
る
よ
う
県
内
ど
こ

か
ら
で
も
三
〇
分
程
度
で
新
幹
線
駅
や
高
速
道
路
I

C
な
ど
の
高
速
交
通
網
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
道
路
整

備
を
図
る

｢幹
線
交
通
乗
り
入
れ
三
〇
分
構
想
｣
を

推
進
し
ま
す
。

魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
･

地
域
づ
く
り
の
支
援

中
心
市
街
地
の
活
性
化
、
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
面
的
整
備
や
、
地
域
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
や
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
支
援
す
る
た

め
の
道
路
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
交
通
渋
滞

の
緩
和
、解
消
や
観
光
、リ
ゾ
ー
ト
地
へ
の
ア
ク
セ
ス

性
を
向
上
さ
せ
地
域
の
活
性
化
、
振
興
を
図
り
ま
す
。

人
･
自
然
に
配
慮
し
た
道
づ
く
り

道
路
を
利
用
す
る
全
て
の
人
に
と
っ
て
、
使
い
や

す
く
安
全
な
歩
行
空
間
を
整
備
す
る
と
と
も
に
沿
道

環
境
や
、
周
辺
の
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
道
路
整
備

を
図
り
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
、
魅
力
と
活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
平
成
八
年
度
に
建
設
省
の
新

規
事
業
と
し
て
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
す

る
道
路
事
業
を
重
点
投
資
に
よ
り
整
備
の
促
進
を
図
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前橋高崎地方拠点都市地域活性化事案

日町℃

　
　
　
　
　
　
　　　
　

　
　
　
　
　
　
　　
　

　
　
　　　
　
　
　
　

うれ辯婁
誰
務
鞠
圏

き
縦
漱も

貝討
議
J
N

　
　　　
　　　

舞
だ

　　　

菫

地域活性化事業位置図

る

｢地
域
活
性
化
促
進
道
路
事
業
｣
が
始
ま
り
、
本

県
で
は
、
次
の
三
箇
所
を
選
定
し
、
関
連
す
る
道
路

事
業
の
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

①
前
橋
高
崎
地
方
拠
点
都
市
地
域
活
性
化
事
業

②
八
ッ
場
ダ
ム
周
辺
地
域
活
性
化
事
業

③
板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
周
辺
活
性
化
事
業

三

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
と

こ
れ
を
支
援
す
る
道
路
事
業

前
橋
高
崎
地
方
拠
点
都
市
地
域
活
性
化
事
業

①
目
的
･
内
容

前
橋
･
高
崎
地
区
は
、
首
都
一
〇
〇
如
圏
に
位

置
し
、
近
年
の
高
速
交
通
網
の
整
備
に
よ
り
、
北

関
東
地
域
に
お
け
る
拠
点
的
性
格
が
従
来
に
も
増

し
て
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
東
京
一
極
集
中
の

是
正
と
、
多
極
分
散
国
土
形
成
の
高
ま
り
の
中
で
、

当
地
域
の
都
市
圏
と
し
て
の
総
合
的
な
整
備
に
よ

り
更
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
こ

う
し
た
地
域
の
特
性
を
活
か
し
な
が
ら
、
東
京
と

上
信
越
･
北
陸
地
域
、
北
関
東
地
域
を
結
ぶ
広
域

交
流
拠
点
の
形
成
を
図
る
と
と
も
に
、
各
市
町
村

の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
活
か
し
た
役
割
分
担
を
更

に
高
め
つ
つ
、
個
性
的
で
魅
力
の
あ
る
中
核
都
市

圏
を
形
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

②
所
在
地
･
規
模

前
橋
市
･
高
崎
市
中
心
と
す
る
四
市
五
町
一
村
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二
八
、
0
0
o
m

③
重
点
施
策
事
業

･
高
崎
情
報
団
地
造
成

(群
馬
県
)

･
高
崎
駅
周
辺
地
区
区
画
整
理

(高
崎
市
)

･
群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(群
馬
県
)

④
支
援
す
る
道
路
事
業

【直
轄
国
道
】

　
　
　
　
　

　

　

　　
　

　

　

　

　

.
一
般
国
道
一
七
号

(上
武
道
路
)

1
馬

.

･
一
般
国
道
を

号

群
馬
大
橋
拡
幅
)

(

君

…

機
号
、

総

･
一
般
国
道
-
七
号

(北
前
橋
拡
幅
)

“

〆
聽
戟＼

‘

補
助
国
道
】

-
“

⑬
蛇
鰔
、

　

　

　

　

… 、%%%話題秀豊熟蒸れ…““

･
一
般
国
道
一
七
号

(北
前
橋
拡
幅
)

【補
助
国
道
】

,
一
般
国
道
三
五
四
号

(高
崎
玉
村
バ
イ
パ
ス
)

一

部

中
ト
[
(回
)

、

I

高崎駅周辺地区

前橋高崎地方拠点都市地域活性化事業
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･
一
般
国
道
三
五
四
号
(伊
勢
崎
街
道
踏
切
除
却
)

【地
方
道
】

･
主
要
地
方
道

前
橋
長
瀞
線

･
主
要
地
方
道

前
橋
玉
村
線

･
市
道

南
八
幡
京
ヶ
島
線

【街
路
】

･
高
崎
駅
東
ロ
線

･
新
前
橋
駅
川
曲
線

⑤
地
域
の
紹
介

本
地
域
は
、
関
趣
自
動
車
道
･
上
信
越
自
動
車

道
、
上
越
新
幹
線
に
続
き
、
昨
年
一
〇
月
の
長
野

行
き
新
幹
線
の
開
業
、
北
関
東
自
動
車
道
の
着
工

な
ど
、
高
速
交
通
網
の
極
め
て
発
達
し
た
交
通
条

件
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。

前
橋
市
は
県
の
中
央
部
に
位
置
し
、
県
庁
所
在

地
で
あ
り
、
本
県
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
高
崎
市
は
古
く
か
ら
交
通
の
要
所
と
し
て
、

商
都
と
し
て
発
達
し
て
お
り
、
県
内
で
も
有
数
の

商
工
業
の
盛
ん
な
地
域
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
少

林
山
達
磨
寺
の
福
だ
る
ま
は
全
国
的
に
も
有
名
で
、

毎
年
一
月
六
･
七
日
に
は
だ
る
ま
市
が
開
か
れ
、

七
〇
万
人
近
く
の
参
拝
客
で
夜
通
し
賑
わ
い
ま
す
。

八
ッ
場
ダ
ム
周
辺
地
域
活
性
化
事
業

①
目
的
･
内
容

当
地
域
は
、
八
ッ
場
ダ
ム
建
設
に
伴
う
長
野
原

　　　 　
　　(一) 長野原草津口停車場線

も
鮮

州脱腸地区代着地

L二0.5km

八ッ場ダム周辺地域活性化事業

　　　　　　　＼＼＼＼＼"
、、ぶ幾吻　　　

一般国道145号 八ッ場バイパス
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町
の
街
づ
く
り
の
場
と
な
る
代
替
地
の
支
援
を
行

う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
再
建
後
の

｢川
原

湯
温
泉
･
ダ
ム
サ
イ
ト
｣
を
一
体
的
な
観
光
拠
点

と
し
て
整
備
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
生
活

環
境
の
向
上
と
代
替
地
域
の
活
性
化
を
図
る
も
の

で
す
。

②
所
在
地
･
規
模

吾
妻
郡
長
野
原
町
外
一
町

四
、
0
五
0
如

③
重
点
施
策
事
業

･
八
ッ
場
ダ
ム
代
替
地
造
成

(国
)

④
支
援
す
る
道
路
事
業

【補
助
国
道
】

･
一
般
国
道
一
四
五
号

(八
ッ
場
バ
イ
パ
ス
)

･
一
般
国
道
一
四
五
号

(長
野
原
バ
イ
パ
ス
)

【地
方
道
】

･
一
般
県
道

長
野
原
草
津
ロ
停
車
場
線

⑤
地
域
の
紹
介

八
ッ
場
ダ
ム
周
辺
地
域
は
、
草
津
･
万
座
と
い

っ
た
日
本
有
数
の
温
泉
地
を
擁
す
る
ほ
か
、
上
信

越
高
原
国
立
公
園
に
も
指
定
さ
れ
る
浅
間
山
･
白

根
山
な
ど
、
四
季
折
々
の
変
化
に
富
ん
だ
美
し
い

自
然
と
優
れ
た
景
観
を
有
す
る
地
域
で
す
。
ま
た
、

八
ッ
場
ダ
ム
予
定
地
の
下
流
、
吾
妻
川
の
一
帯
約

四
如
に
及
ぶ
吾
妻
渓
谷
は
、
そ
の
見
事
な
景
観
か

ら
｢関
東
の
耶
馬
溪
｣
と
称
さ
れ
、
両
岸
の
岸
壁
･

渓
流
･
滝
な
ど
が
楽
し
め
ま
す
。
特
に
紅
葉
の
季

節
は
、
す
ば
ら
し
い
景
観
を
描
き
出
し
て
い
ま
す
。

轌き
蛾

至茨城

板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
周
辺
活
性
化
事
業

①
目
的
･
内
容

群
馬
県
で
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
と
住
ま
い
･

人
･文
化
が
融
和
し
た
街
、｢板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
｣

至前橋
乙鐵ク

渡良瀕遊水池

板倉ニュータウン周辺地域活性化事業
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を
建
設
中
で
す
。
板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
に
は
東

洋
大
学
板
倉
キ
ャ
ン
バ
ス
も
開
校
し
、
学
園
都
市

と
し
て
の
顔
も
備
え
る
と
と
も
に
、
住
民
へ
の
施

設
開
放
･
市
民
大
学
や
公
開
講
座
な
ど
に
よ
っ
て
、

住
民
と
の
知
的
･
文
化
的
交
流
も
図
り
ま
す
。
ま

た
、
都
心
へ
六
○
畑
圏
内
と
い
う
好
立
地
を
活
か

板倉ニュータウン イメージバース

す
た
め
東
武
日
光
線
に
新
駅
を
設
置
し
、｢緑
･学
･

住
･
遊
｣
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
調
和
し
た
街
づ
く
り

を
行
い
、
当
地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

②
所
在
地
･
規
模

邑
楽
郡
板
倉
町

四
、
一
八
四
如

③
重
点
施
策
事
業

･
板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
建
設

(県
)

④
支
援
す
る
道
路
事
業

【補
助
国
道
】

･
一
般
国
道
三
五
四
号

(板
倉
バ
イ
パ
ス
)

【地
方
道
】

･
一
般
県
道

板
倉
籾
谷
館
林
線

･
町
道

海
老
瀬
停
車
場
線

⑤
地
域
の
紹
介

板
倉
町
に
隣
接
し
た

｢渡
良
瀬
遊
水
地
｣
は
、

三
三
蝿
･
東
京
ド
ー
ム
約
七
〇
〇
個
分
の
広
さ
を

誇
り
、
ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
や
ヨ
ッ
ト
、
カ
ヌ

ー
と
い
っ
た
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
は
じ
め
、
釣
り

や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
な
ど
、
い
つ
も

若
者
や
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。
ア
ウ

ト
ド
ア
の
楽
し
さ
を
一
日
中
堪
能
で
き
、
都
会
の

喧
騒
を
忘
れ
ゆ
っ
く
り
と
充
実
し
た
時
間
を
過
ご

す
に
は
、
絶
好
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
ま
た
、
な
ま

ず
･
う
な
ぎ
･
ど
じ
ょ
う
を
は
じ
め
、
水
に
恵
ま

れ
た
板
倉
町
な
ら
で
は
の
川
魚
料
理
は
逸
品
。
新

鮮
な
野
菜
の
宝
庫
で
も
あ
り
、
特
に
キ
ュ
ウ
リ
は

全
国
一
の
出
荷
量
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

四

お
わ
り
に

本
県
は
、
平
成
五
年
一
〇
月
に
人
口
二
〇
〇
万
人

に
達
し
、
そ
の
後
、
緩
や
か
な
増
加
を
続
け
て
い
ま

す
が
、
平
坦
な
県
央
、
東
部
地
域
の
都
市
部
と
そ
の

周
辺
地
域
へ
集
中
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
、
県
土
の
大

半
を
占
め
る
北
西
部
の
中
山
間
地
域
で
は
高
齢
化
と

過
疎
化
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
都
市
部
で

も
中
心
市
街
地
で
の
人
ロ
空
洞
化
傾
向
が
見
ら
れ
ま

す
。こ

の
た
め
、
二
一
世
紀
へ
向
け
新
し
い
社
会
を
つ

く
る
た
め
、
都
市
地
域
と
農
山
村
地
域
と
を
一
体
的

に
重
な
り
合
っ
た
新
し
い
生
活
の
舞
台
と
し
て
整
備

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
県
内
各
地
域
の
魅

力
を
見
直
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
活
か
し
た
地
域

を
つ
く
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
県
土

の
骨
格
･
基
盤
と
な
る
交
通
や
情
報
の
幹
線
を
整
備

す
る
と
と
も
に
、
高
速
交
通
網
に
三
〇
分
程
度
で
乗

り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
き
め
細
か
な
交
通
体
系
を

整
備
し
て
、
県
内
各
地
域
を
結
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
｢都
市
と
農
山
村
の
調
和
あ

る
発
展
｣
に
向
け
て
の
基
盤
と
な
る
道
路
整
備
を
県

民
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
計
画
的
、
効
率
的
に

推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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12
･
刻1鰄

刊

月
･
日

世

界

の
動

き

○
国
際
通
貨
基
金

(I
M
F
)
が
世
界
経
済
の
見
通
し
を
発
表
、

一
九
九
八
年
の
日
本
の
実
質
経
済
成
長
率
を
一
･
一
%
と
し
、
大

幅
に
下
方
修
正
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
輸
出
の
減
少
と
財
政
再

建
策
を
挙
げ

｢景
気
回
復
が
不
十
分
な
中
で
明
ら
か
に
急
激
に
過

ぎ
た
｣
と
の
見
方
を
示
し
た
。

○
韓
国
支
援
に
つ
い
て
日
本
な
ど
主
要
七
ヵ
国
(G
7
)
の
蔵
相
･

中
央
銀
行
総
裁
は
共
同
声
明
を
発
表
し
、
韓
国
へ
の
前
倒
し
支
援

の
う
ち
G
7
が
七
〇
億
ド
ル
受
け
持
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

う
ち
日
本
は
三
三
億
ド
ル
分
担
す
る
。

○
米
海
洋
大
気
局

(N
O
A
A
)
は
昨
年
の
地
球
の
平
均
気
温
は

一
六
･
九
度
で
今
世
紀
最
高
だ
っ
た
と
発
表
。
高
温
の
原
因
の
一

部
は
人
間
活
動
に
よ
る
と
み
ら
れ
る
と
説
明
し
た
。

○
ド
イ
ツ
連
邦
雇
用
庁
の
発
表
に
よ
る
と
、
昨
年
三
一月
の
失
業

者
数
は
四
五
二
万
｢

六
〇
〇
人
で
、
同
月
の
失
業
者
数
と
し
て

は
過
去
最
高
と
な
っ
た
。

○
米
労
働
省
発
表
の
雇
用
統
計
に
よ
る
と
、
昨
年
の
年
間
平
均
失

業
率
は
四
･
九
%
で
、
七
三
年
と
並
ん
で
二
四
年
ぶ
り
の
低
水
準

を
記
録
。

○
中
国
河
北
省
の
張
家
口
市
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

(M
)
6
･
2

の
地
震
が
発
生
、
新
華
社
通
信
は
少
な
く
と
も
住
宅
一
三
万
戸
が

倒
壊
し
、
負
傷
者
は
一
万
一
、
0
0
0
人
を
超
え
る
と
伝
え
た
。

事

項

12
･
24第

｣11.
･
･れ噂

弼
月
･
日

国

内

の

動

き

○
政
府
･
与
党
が
総
額
三
〇
兆
円
の
公
的
資
金
の
投
入
枠
を
設
け

る
こ
と
な
ど
の
金
融
シ
ス
テ
ム
安
定
化
策
を
決
め
た
。
預
金
保
険

機
構
に
一
〇
兆
円
の
国
債
を
交
付
、
さ
ら
に
二
〇
兆
円
の
政
府
保

証
付
き
融
資
を
設
け
る
な
ど
で
、
次
期
通
常
国
会
に
関
連
法
案
を

提
出
す
る
。

○
政
府
は
臨
時
閣
議
で
一
九
九
八
年
度
の
一
般
会
計
予
算
案
と
財

政
投
融
資
計
画
を
決
め
た
。
一
般
会
計
歳
出
総
額
は
七
七
兆
六
、

六
九
二
億
円

(○
･
四
%
増
)
で
、
こ
の
う
ち
一
般
歳
出
は
四
四

兆
五
、
一三
ハ
二
億
円

(
÷
三
%
減
)。
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
は
一

一
年
ぶ
り
。
ま
た
、
財
投
計
画
の
う
ち
一
般
財
投
は
三
六
兆
六
、

五
九
二
億
円
で
前
年
度
当
初
比
六
･
八
%
減
。

○
新
進
党
か
ら
別
れ
る
各
党
の
代
表
者
が
分
割
協
議
書
に
署
名
。

こ
の
結
果
、
新
進
党
は

｢自
由
党
｣、
｢新
党
平
和
｣、
｢新
党
友

愛
｣、
｢国
民
の
声
｣、
｢黎
明
ク
ラ
ブ
｣、
｢改
革
ク
ラ
ブ
｣
の
六
党

に
分
か
れ
る
こ
と
が
確
定
し
た
。

○
関
東
甲
信
地
方
は
大
雪
に
見
舞
わ
れ
、
東
京
都
心
で
一
五
セ
ン

チ
の
積
雪
、
次
い
で
一
六
日
に
も
都
心
で
一
六
セ
ン
チ
の
積
雪
、

交
通
機
関
が
混
乱
、
停
電
な
ど
の
被
害
を
生
じ
た
。

○
国
会
等
移
転
審
議
会

(首
相
の
諮
問
機
関
)
が
移
転
候
補
地
と

し
て

｢北
東
｣、
｢東
海
｣、
｢三
重
･
畿
央
｣
の
三
ブ
ロ
ッ
ク
-
-

府
県
に
及
ぶ
一
一
地
域
を
選
ん
だ
。

事

項

捉
･
第

月
･
日

道

路

行

政

の

動

き

○
臨
時
閣
議
に
お
い
て
平
成
十
年
度
政
府
予
算
案
が
決
定
し
、
道

路
関
係
は
事
業
費
ベ
ー
ス
で
道
路
整
備
全
体
で
七
兆
六
、
0
五
〇

億
円

(対
前
年
度
比
○
･
九
こ

と
な
っ
た
。

○
建
設
大
臣
よ
り
日
本
道
路
公
団
に
対
し
て
高
速
道
路
二
三
区
間

三
三
三
瀬
に
つ
い
て
施
行
命
令
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
高
速

道
路
の
施
行
命
令
総
延
長
は
八
、
二
七
七
如
と
な
っ
た
。

事

項
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め

･
･
.
･
け
い
じ
じ上う

け
い
じ

眼
ざ
わ
り
耳
ざ
わ
り
の
い
か
つ
い
形
而
上

･
形
而

下
と
い
う
哲
学
用
語
も
、
学
問
の
領
域
で
区
別
す
る

と
判
り
や
す
い
。
文
科
系
の
学
問
･!
哲
学
、
宗
教
学
、

法
学
、
心
理
学
、
文
学
!
を
形
而
上
学
。
理
科
系
の

学
問
!
'医
学
、
工
学
、
農
学
、
理
学
!
を
形
而
下
学

と
い
う
。
要
す
る
に
、
物
の
形
質
に
と
ら
わ
れ
ず
思

考
と
い
う
頭
の
働
き
を
学
問
と
す
る
の
が
形
而
上
学

で
、
物
そ
の
も
の
を
対
象
と
す
る
の
が
形
而
下
学
で

あ
る
。
上
･
下
の
区
分
は
相
対
関
係
を
表
し
た
だ
け

で
、
ど
ち
ら
が
上
等
ど
ち
ら
が
下
等
と
い
う
訳
で
は

な
い
。
明
治
の
は
じ
め
我
が
国
に
西
洋
哲
学
が
入
っ

て
来
た
と
き
、

□
け
携
行
巴

(物
質
)
を
形
而
下
と
し
、

日
鱒
き
け
携
行
巴
(物
質
で
な
い
)
を
形
而
上
と
名
付

け
た
ま
で
の
こ
と
で
あ
る
。
人
体
に
た
と
え
る
と
肉

体
は
形
而
下
で
、
精
神
と
か
霊
は
形
而
上
に
な
る
。

日
本
刀
を
単
な
る
鉄
器
と
見
れ
ば
形
而
下
で
、
神
宝

と
か
大
和
魂
の
依
り
代
と
考
え
れ
ば
形
而
上
の
問
題

に
な
る
。

形
而
上
･
形
而
下
な
る
語
は
大
変
古
い
言
葉
で
、

易
経
か
ら
出
て
い
る
。太
古
の
昔
、黄
河
流
域
の
人
々

が
大
河
を
無
事
に
渉
れ
る
か
ど
う
か
を
占
っ
た
素
朴

な
易
は
、
紀
元
前
五
百
年
頃
孔
子
ら
の
儒
家
に
よ
っ

じゅう･よく,

て
十
翼
と
い
う
十
種
類
の
注
煙
害
が
作
ら
れ
、
倫
理

的
背
景
を
持
つ
易
経
へ
と
発
展
し
た
。
こ
の
十
翼
の

け
い
じ
じようで
ん

かたちよりしてうえなるものこれをみちとい>
かたちよりしてし

一
つ
繋
辞
上
伝
に
、
形
而
上
者
謂
二之
道
一、
形
而
下

たなるものこれをさという

者
謂
二之
器
一。
と
の
語
が
あ
る
、
こ
れ
が
出
典
で
あ

る
。
形
而
上
で
い
う
道
と
は
道
路
の
こ
と
で
な
く
、

人
の
歩
む
べ
き
み
ち
道
徳
の
こ
と
だ
か
ら
形
が
な
い
。

しき

形
而
下
の
器
と
は
食
器
の
皿
の
こ
と
で
物
と
し
て
の

形
質
が
あ
る
。

易
で
は
地
球
上
の
自
然
現
象
!
天
･澤
･火
･雷
･

は
つ
け

風

･
水

･
山

･
地
!
の
八
つ
を
八
卦
と
い
＼
そ
れ

を
自
乗

(8
×
8
)
し
た
六
四
卦
で
人
事
百
殻
を
占

う
。
八
卦
の
一
つ
/
＼
は
形
而
下
学
の
対
象
と
な
る

自
然
物
と
し
て
存
在
す
る
。
だ
が
物
で
あ
る
か
ら
に

は
、
そ
の
物
の
形
質
を
超
え
た
思
考
の
発
展
は
そ
の

物
の
否
定
に
つ
な
が
る
。
例
え
ば

｢心
頭
滅
却
す
れ

ば
火
も
ま
た
涼
し
｣
な
ん
て
い
う
の
は
、
形
而
下
の

解
釈
と
し
て
は
ナ
ン
セ
ン
ス
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
八
卦
を
形
而
下
に
置
い
て
お
く
限
り
は
、
そ
の

物
の
形
質
を
逸
脱
し
た
考
え
は
許
さ
れ
な
い
。
物
に

ま
つ
わ
る
こ
の
よ
う
な
思
考
上
の
制
約
を
解
き
、
物

の
形
質
を
超
え
た
思
考
を
可
能
に
す
る
の
が
形
而
上

の
解
釈
で
あ
る
。
例
え
ば
低
い
と
こ
ろ
を
選
び
な
が

ら
流
れ
る
水
は
、
低
き
に
つ
く
と
い
う
物
と
し
て
の

性
質
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
水
を

"穴
に
陥
い
る

や
っ
か
い
な
も
の
"
と
見
る
こ
と
は
形
而
上
的
に
は

八卦自乗図
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地 RU

可
能
な
の
で
あ
る
。
人
そ
れ
ハ
＼
に
よ
っ
て
千
変
万

わず

化
す
る
人
事
百
般
を
、
僅
か
六
四
卦
で
占
う
こ
と
が

出
来
る
の
は
占
的
に
応
じ
形
而
下
の
物
と
し
て
の
八

卦
を
、
形
而
上
の
観
念
の
八
卦
に
転
換
し
て
し
ま
う

か
ら
で
あ
る
o

こ
の
転
換
過
程
を
図
示
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

本誌は、執筆者が個人の責任において自由に
書く建前をとっております。したがって意見
にわたる部分は個人の見解です。また肩書は
原稿執筆及び座談会実施時のものです,

横
軸
縦
軸
と
も
八
卦
、
そ
の
八
卦
が
重
な
る
部
分

を
鬮
で
示
し
、
こ
の
部
分
で
左
の
よ
う
に
形
而
下
の

八
卦
か
ら
形
而
上
の
八
卦
に
転
換
す
る
。
そ
れ
は
数

学
で
い
う
マ
イ
ナ
ス
一
と
マ
イ
ナ
ス
一
を
乗
ず
る
と
、

プ
ラ
ス
一
に
な
る
よ
う
な
異
次
元
へ
の
転
換
な
の
で

あ
る
。

け
ん
だ

り

し
ん
そ
ん
かん
ど
ん
こ
ん

形
而
上

乾

免

離

震

巽

炊

艮

坤

一
--

ニ
ニ
三

-
=

=

=

天
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火

雷
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水
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地

形
而
下

×

×

×

×

×

×

×

×

天

澤

火

雷

風

水

山

地

以
後
こ
の
八
卦
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
。


